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    プロローグ


    



    　桜の開花まであと一週間ほどというその日、東京では横よこ殴なぐりの強い雨が降っていた。


    　中学三年生になる直前の高たか見み沢ざわ心こ鳥とりは、都内で行われたアニメ声優オーディションのスタジオ審しん査さを終え、付き添いで来てくれた母の待つ喫茶店に向かっていた。


    「うぅ、雨も風も強いな……雷かみなりは、今のところ大だい丈じよう夫ぶみたいだけど……っとっとっと」


    　海の近くに住んでいるので潮しお風かぜや強風には慣れている心鳥だが、いきなり風向きを変えるビル風には対応が遅れてよろけてしまう。スタジオを出てほんの五分ほどで、すでに三度も人とぶつかりそうになっていた。


    「雨風は我が慢まんします。雷は鳴りませんように、雷は鳴りませんよう……ん？」


    　交差点で信号待ちをしていた心鳥の目の前に、大きな外車がハザードランプを点つけて停とまった。その後部座席から、亜あ麻ま色の髪の少女が飛び出してくる。


    「終わったら連絡するから！　兄さんたちはその辺で時間潰つぶしててちょうだ……きゃあ!?」


    　少女が差そうとした花柄がらの傘かさは、開いた瞬間風に[image: ]あおられてひっくり返った。


    　少女は一瞬だけ目を白黒させるが、よほど焦あせっているのか、壊れた傘を濡ぬれたまま車内に放り込んで叫ぶ。


    「すぐそこだからいいわ！　もう時間がないのよ！」


    　車の中から少女を制止する男性の声が聞こえるが、少女は聞く耳持たずトートバッグを抱かかえて走り出す。その少女の美び貌ぼうと澄すんだ声に、心鳥はまるでドラマのワンシーンを見ているような気になって見惚とれてしまう。


    　心鳥は脇わきを走り抜けていく少女を目で追った。かなりの美少女だ。顔は小さく、しかし胸は大きい。走る度たびに揺れる胸は、同じ女性ながらも目を奪われる。


    　この雨の中、そんなに急いでどこに行くのだろう──興味を引かれて少女の背を見る。


    　次の瞬間心鳥が目にしたのは、風に傘を[image: ]られたスーツの男性が少女にぶつかるところだった。


    　心鳥は、水溜たまりのできた道路に横倒しになる少女に駆かけ寄った。


    　スーツの男性は、少女よりもぶつかった際に落としたスマートフォンを心配し、それを拾い上げると舌打ちをして詫わびることもなく立ち去った。


    　苛いら立だちはするが男性を捕つかまえても仕方がない。それよりも転んでしまった少女を助けなければ──心鳥は、雨で濡れた道路にへたり込んだままの少女を立ち上がらせる。


    「あの、大丈夫？　怪け我がしてない？」


    　転んだことを気にしていないのか、少女は濡れた服や髪を気にせず、ただ呆ぼう然ぜんと道路の一点を眺めていた。


    「どうかしたの？」


    「…………だ……台本、が……」


    「台本？　……台本!?」


    　少女の視線の先にあるもの。それは中身のこぼれたトートバッグ。そして、心こ鳥とりが今終えてきたばかりの、アニメ【ライト・ウインド・オーケストラ】のオーディション用台本だった。


    　心鳥は慌あわてて台本を拾い上げるが、水溜たまりに浸つかってしまった台本はずっしりと重く、早くも紙がヨレ始めている。無む理りに[image: ]めくれば、破れてしまいそうな感じがした。


    「えっと……これ……」


    　濡ぬれた台本を渡すが、やはり[image: ]ることもできない様子。


    　少女の顔は、絶望に彩られていた。


    「こんな……もう、駄だ目め……台本、読めなくなっちゃったら……もう……」


    「とにかく、スタジオに行こう！」


    　この子も同じオーディションを受けに来た声優なんだ！　強い親近感を持った心鳥は、今にも泣き出しそうな少女の手を取った。


    　傘かさを差していると風に巻かれて危ないのでたたみ、濡れるのも構わず走り出す。


    　そして誰だれにもぶつかることなくスタジオのあるビルへと[image: ]たどり着き、まずはハンカチを少女に差し出した。


    「これで顔と髪、拭ふいてね。そこに受付の人がいるから、タオルがないか訊きいてくるから」


    「え……あ、あの……」


    　呆ぼう然ぜんとしたままの少女を尻しり目めに、心鳥はビルの受付からタオルを借りて戻ってくる。そして少女の服に当てて軽く叩たたき、水気と汚れを軽くした。


    「濡れてるのはしょうがないとして、これで汚れはあんまり目立たないかな。うーん、それにしても綺き麗れいな服だなぁ……高級品？　ブランド服？　そういえば、車も外国車だった……」


    「あ、あの……？」


    「あぁ、ごめん。そんなことどうでもいいよね。オーディションをやってるスタジオは一階のすぐそこだよ。事情を話せば台本の替えは借りられると思うけど……もし良かったら、私の台本使う？　同じものだと思うんだけど……」


    　心鳥は自分のバッグから、読み込んだことでボロボロになっている台本を取りだして少女に渡す。


    「これって……っ!?」


    「私も同じオーディションを受けたんだよ。綾あや部べ結ゆい菜な役……きみは？」


    「ささの……わたし、花はな井いささの役……」


    　目を丸くして台本を見つめた少女が、そのままの目を心鳥に向ける。


    　その可か愛わいらしさに、心鳥はふっと微ほほ笑えんだ。


    「そっか、違う役ならライバルにならないから応援できるね。よかったよかった」


    　違う役なら、二人とも受かればまたこの少女に会うことができる。同じ役を争うライバルであったとしても態度を変えたりはしないが、再び会える可能性を思って心こ鳥とりは喜んだ。


    「あ……ありがとう、ございます……」


    　心鳥から台本を受け取り、ようやくホッとした顔を見せる少女。


    　そしてその目に精せい気きが戻る。少女の美び貌ぼうは雨に濡ぬれた程度では陰かげったりしていなかった。


    「本当にありがとうございます！　お礼がしたいからオーディション終わるまで……あぁでも、時間かかるから待ってもらうのも……えっと、えっと」


    「お礼なんていいよ。大たいしたことはしてないし……それより、もう時間が」


    　キャラクターごとにオーディションの時間は区切られていたが、少女の最初の焦あせりから見ても、もう時間の余裕はないはず。


    　案あんの定じよう、少女は腕時計を見て小さな悲鳴をあげた。


    「私のことはいいから、もう行って？　オーディション、頑がん張ばってね！」


    「はい！　……あのっ。わたし、城き戸ど涼すず風かって言います！　あなたは？」


    「私は高たか見み沢ざわ心鳥。お互い、いい結果が出るといいね」


    



    　──心鳥と涼風が次に会うのは五か月後、中学三年生の夏休み。


    　テレビアニメ【ライト・ウインド・オーケストラ】のオーディションに合格し、声優事務所セレスティアル・エンタテインメントへの所属が決まり、同養成所での短期集中講座を受けるための合宿でのことになる。
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    ｔａｋｅ．１　高たか見み沢ざわ心こ鳥とりの五月上旬


    



    　私──高見沢心鳥は、いつもどおり目覚まし時計が鳴る少し前に目が覚める。


    　部屋の薄暗さに、ゆうべは雨あま戸どを閉めたんだっけ、と思うけど、すぐにここが鎌かま倉くらの実家ではないことを思いだした。一軒家の実家とは違い、都内のマンションに雨戸はない。


    　雨だ。風も強いようで、雨粒が窓を連打する音も聞こえる。


    　起き上がってカーテンを開くと、大粒の雨がバルコニーを水浸びたしにしていた。


    　どうやら今け朝さは日課のジョギングができないようだ。けど、落らく胆たんすることはない。ジョギング代わりのストレッチングも楽しいものだ。


    　二段ベッドの上で眠る同居人を起こさないように、静かに部屋を出ようとしたそのとき。


    「むにゃ……ピヨ……ピョぉ……」


    　可か愛わいらしい寝言が聞こえて、ついベッドを覗のぞき込んでしまう。


    　幸せそうな寝顔を見せるのは同居人にしてクラスメイトの城き戸ど涼すず風か。そして、同じ声優プロダクションに所属する新人声優同士であり、声優ユニット・フォーチューンの仲間でもある。


    「……そういえば、涼風と初めて会った日も、こんな雨の日だったよね」


    「んん、んん、ぴょ……むにゃぁ……」


    　だらしない寝顔でも、涼風の美び貌ぼうは崩くずれていない。


    　ボーイッシュな私とは違う、正統派美少女の涼風。出会った日から、私は彼女に見惚とれ、その美少女然とした声に聞き惚ほれている。


    　友達になってから知った彼女の歌唱力にも強く惹ひかれている。


    　だから今、ユニットを組ませてもらえていることに感謝して、涼風の足を引っ張らないように一層努力しなければならない。


    　そう、今日は、彼女の足を引っ張りかねない日──私が苦にが手てな、歌の収録日なのである！


    「歌録どりまでに、体と喉のどをしっかり作っておかないとっ……よーし、頑がん張ばるぞ！」


    「うぅ、むにゃあ！　うるさいピヨ～～！」


    



    　私たちの住むマンションは、学生寮のほど近くにある２ＬＤＫ。


    　学生寮の部屋もまだ空いているようなのだけど、私たちは四人で声優ユニットを組むにあたってメンバー同士の親密さを深めるためにと同居生活をすることになった。


    　とはいえ、食事の支し度たくまですべて自分たちの手で、というのは無む理りなので、朝晩はこうして学生寮の食堂でいただくことになっている。


    「今朝の～、お味み[image: ]そ汁しるは～、タマネギとジャガイモで甘くて美お味いしいよ～っ……おかわり必ひつ至しだね！」


    　節ふしをつけて話し、一気に味み[image: ]そ汁しるを飲み干ほした神かん崎ざき花はな名なさんは、私たち四人のリーダー。熱くないのかなと思う私を尻しり目めに、おかわりをもらいに行き、戻ってきて満まん面めんの笑みを浮かべる。


    「ねぇねぇ、みんなはお味[image: ]汁の具で何が一番好き？　あたしはね、野菜ならなんでもいいんだけど……やっぱりタマネギがいいかな。甘いし！」


    　滑かつ舌ぜつが良く、言葉のひとつひとつがはっきりと聞こえてくる花名さんの喋しやべりは、今け朝さも絶好調のようだ。さすがは、若くして声優歴五年になる実力者。


    　そんな花名さんの目が私に向いたので、軽く頷うなずいてから口を開く。


    「私はワカメやモズクなどの海かい藻そう類が好きです。メカブもとろ～っとして美お味いしいですよ」


    　話している最中から目が合っていた涼すず風かに向かって頷いて、話を促うながす。


    「わたしはお豆とう腐ふと油揚げがいいわね。あとは、お[image: ]ふとか」


    「おふ？　生なま[image: ]とか焼き[image: ]とかの[image: ]？」


    　花名さんの質問に頷く涼風。


    「そのお[image: ]です。東京では、あまり使いませんか？」


    「そうだねぇ。うちでは入れたことないかな……と言うか、お[image: ]自体あんまり食べた記憶がないかも」


    　花名さんの言葉に、私も頷く。


    「うちでも煮物くらいにしか使ってませんでしたね。学食のお総そう菜ざいでも、あんまり出てこないですし」


    「そう言われてみればそうね。生[image: ]を使ったお料理は好きなんですけど……月つき姫ひさんは、お[image: ]の料理はお好きですか？」


    　みんなの視線が、ユニットメンバーで一番小柄がらな恵え比び寿す月姫さんに向く。


    「月姫、[image: ]まんじゅう大好きなの」


    　無む垢くな笑顔と愛らしい声に、私たちのみならず周囲で食事をしていた人々も、ほっと頰ほおをほころばせる。


    　幼さの中にも芯しんのある月姫さんの声は、花名さんとはまた違うカリスマ性に満ちていた。


    「[image: ]まんじゅう、いいですよね！　わたしも好きです」


    　涼風の声も、月姫さんに負けず愛らしい。


    　この声で、好き、と言われたら老ろう若にやく男だん女じよ問わずに頰を染めるだろう。


    「食べたくなって来ちゃったの～」


    「そうですね。あぁでも、このあたりで売ってるところってあるんでしょうか……」


    　涼風と月姫さんが、うーん、と唸うなる。


    　私と花名さんは、[image: ]まんじゅう、というものを知らず、首を傾かしげた。


    「……あと、お味[image: ]汁は赤だしのナメコ～」


    　最初の質問を思いだして、さらっと言う月姫さん。


    　だけど私たちは〝あかだし〟というものを知らず、涼すず風かも含めて三人で首を傾かしげる。


    　そこに、同じ芸能科に所属するクラスメイトの女子が割って入ってきた。


    「赤だしのいい香り～。名古屋の実家でお母さんがよく作ってくれたから好きなんだ～。具はアサリ推し！　恵え比び寿すさんはもともと赤だしが好きなの？」


    「月つき姫ひも名古屋市内なの！　月姫も、おうちで作って飲んでたの。アサリも好きなの～」


    　同郷だと知り、月姫さんの声がぱっと華やぐ。


    　食堂内に響いたその声を機に、あちらこちらで味み[image: ]そ汁しる談議が始まった。


    　食べることが大好きな私だけど、これまでは味[image: ]汁の味[image: ]にこだわったことはなかったし、具材の好みはあっても嫌いなものや組み合わせなどはなかった。


    「赤だしって、赤味[image: ]を使ったお味[image: ]汁のことなのね。以前、名古屋に遊びに行ったときにいただいたことがあるわ」


    　涼風が納得した顔で頷うなずく。


    「私もその赤だしというお味[image: ]汁いただいてみたいです。赤味[image: ]ってどんな味なんですかね」


    「それなら、今度作ってあげるの。東京のスーパーでも赤味[image: ]は売ってたから大だい丈じよう夫ぶ」


    「ありがとうございます。楽しみですっ」


    　料理上じよう手ずな月姫さんお手製なら、期待していいだろう。


    　今、朝食を終えたばかりだというのに早くもお腹なかが減っている気がして、私も空からになった味[image: ]汁椀わんを手にしたが……。


    「今け朝さのお味[image: ]汁はもうありませーん」


    　厨ちゆう房ぼうから調理師さんの声が響き、がっくりと肩を落とす。


    　そんな私を見て、涼風が苦笑した。


    「一足遅かったわね。でも、これで今後、味[image: ]汁のレパートリーは増えるかもしれないわ」


    　食堂のあちらこちらからはさらに、白味[image: ]がいいとか信州味[image: ]に限るとか、具を二つ以上入れるのは邪じや道どうだとかダシは煮干しに限るとか、味[image: ]汁に関する専門的な話題が聞こえてくる。


    　……皆さん、味[image: ]汁好きすぎじゃないでしょうか。


    「『ふむ……これはいい機会かもしれないな』」


    　テーブルに両肘ひじを突き、顔の前で手を組んだ花はな名なさんが、渋いおじさん的な作り声を出す。


    　よく響くその声に、騒がしかった食堂内が一気に静まり返る。この場にいる全員の視線が、花名さんに向いた。


    「『味[image: ]汁界で燦さん然ぜんと輝くキングオブ味[image: ]汁と言えば、みんな大好きとん汁じるだが……おっと、みなまで言わずともわかっている、あぁわかっているとも！　そのダシ、味[image: ]、具材を語り合う前に、つけなければならない決着があることを！』」


    　花名さんは立ち上がって、拳こぶしを突き上げた。


    「『真しんの名は、とん汁なのか、それともぶた汁なのか！　この食堂でそれが提供されるとき、はたしてどちらの名称を使うべきなのか！　我われ々われが自みずから決めなければならないと思うのだが、いかがだろうか諸君！』」


    　おぉ、と歓声があがった。


    「『この最大の難問をクリアせずに味み[image: ]そ汁しるのことを語り合うなど、尚しよう早そうではないか諸君！』」


    　うおぉ、と強い歓声があがった。


    「『だから……調理師さんたち、お願いします！　お夕飯に、とん汁じる派もぶた汁派も納得の定食出してください！　……さぁ皆さんもご一緒に？　……せーの、お願いします！』」


    「「「お願いしますっ！」」」


    　食堂にいた大多数の生徒が調理師さんたちに向かってお辞じ儀ぎした。


    　花はな名なさんはみんなを扇せん動どうしきった感じで、流れてもいない額ひたいの汗を拭ぬぐって破は顔がんする。


    「いや～、みんなノリが良くて楽しいわ～」


    　人々も花名さんに乗せられたことを楽しんだ様子で、またそれぞれの会話に戻っていく。


    　何人かが食堂を出る際、花名さんに「いい声してるね」とか「俺はぶた汁派だから」などと声をかけていく。花名さんも笑顔で受け答えしていた。


    「……はななん。ちょっと騒ぎ過ぎだったかもなの」


    　落ち着くと、月つき姫ひさんが唇くちびるを尖とがらせて言った。


    「なはは、ごめんごめん。ちょっと悪乗りがすぎたかもね」


    「花名さんの声は耳にスッと入ってきますからね。声優として演説はお手のものでしょうけど、アジテーターの才能まであるんじゃないですか？」


    　呆あきれた様子の涼すず風かに、花名さんはまんざらでもないと照れ笑う。


    　やっぱり、花名さんの声は聴く者をとらえて放さない魅力があるのだろう。それは同じ声優としてとても羨うらやましいことだ。


    　あくまでも、声の魅力、であって、おかしな扇動をするような能力はいらないけど。


    



    　朝食をすませ、みんなでマンションに戻り、声優業に勤いそしむための格好に着替える。衣きぬ擦ずれのしにくい服だ。もちろんアクセサリーなどは着けない。


    「さて諸君、本日の予定を確認しようではないか」


    　全員の予定が書かれたホワイトボードの前に立ち、先ほどの口調を残しながら話す花名さん。


    「まず心こ鳥とりちゃん……我らが【天てん空くうのフォーチューン】オープニング主題歌の収録で、練馬のスタジオです。頑がん張ばってください」


    【天空のフォーチューン】……私たち四人が集められた理由とも言えるテレビアニメ。


    　声優ユニット・フォーチューンと連動していて、私たちの運命を左右する作品だと思って間違いない……これからの、声優としての運命を。


    「は、はい！　みんなの足を引っ張らないように頑張ります！」


    　緊きん張ちようして、ガッツポーズを取る手が震ふるえる。


    　ついにボーカル収録当日が来てしまった。歌自体はこの四人での合唱なのだけど、収録は一人一人個別にする。私はダンスや演劇は得意なんだけど、歌唱力においてはみんなよりワンランク下がってしまうと自覚してるから、個別に録とってもらえるのはありがたい。


    　だけど同時に、一人だと不安も湧わいてしまうのだ。私の下へ手たな歌で、合唱の出来を悪くしてしまうのではないか、と。


    　そうした不安は、声優になる前の子役時代にもあったことだけど、歌に対して苦にが手て意識がある私にとって楽観視できるものではなかった。


    「緊張しすぎよ。たくさん練習したんだから、これまでどおりにやればいいの」


    　涼すず風かが私の拳こぶしに手を重かさねてくれる。


    「うん、ありがとう涼風……頑がん張ばるよ」


    「心こ鳥とりちゃん、ふぁいとなの！」


    　涼風とは逆の手を、月つき姫ひさんが握ってくれた。


    「はい！　ありがとうございます、月姫さん！」


    　花はな名なさんも強く頷うなずいてくれる。


    　この心強いメンバーのためにも、練習の成果を見せなければ！


    「次は涼ちゃんね。同じく練馬のスタジオで、エンディング主題歌収録。涼ちゃんのことだから心配ないよね」


    「もちろんです。わたしにとって【天てん空くうのフォーチューン】最大の魅力は歌ですからね。これで実力を発揮できなければ、わたしがユニットメンバーに選ばれた理由がなくなります」


    「おぉ～、頼もしい～。さすがは、コロコロ動画アニソンの歌姫だね～」


    　ニヤリと笑う花名さんに、涼風は片手で顔を覆おおってたじろぐ。


    「ひ、冷やかしやめてください。わたしだって、緊張してないわけじゃないんですから」


    　コロコロ動画とはインターネット上の動画共有サイトのひとつ。


    　涼風は中学生時代、そこで多くのアニメソングを〝歌ってみた〟動画としてアップロードし、かなりの人気を集める歌い手だった。


    　声優として活動を始めた去年の秋からは新作のアップはしていないけど、自みずから厳選してのこしてある十曲の再生数は、今でも伸び続けているとのこと。


    　その歌唱力は、すでに何曲ものキャラクターソングを歌っている花名さんはもとより、事務所もお墨すみ付き。


    　特に【天空のフォーチューン】エンディング主題歌は、涼風がリードボーカルを務めるバラードだ。完成が楽しみで仕方がない……とはいえ、ユニットでの合唱なのでもちろん私も歌わなければならない。


    　私のエンディング収録は明後日の予定。しばらくは、緊張の日々が続くことになる。


    「……さて、姫ひめちゃんの本日の予定ですが、真っ白でございます」


    「てへ♪」


    「うひょっ可か愛わいい！　あざとい萌もえ語だけどたまらなく可愛い！　結婚しよう！」


    「むぎゅ──」


    　花はな名なさんが月つき姫ひさんを抱き締める。
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    　日に数度、あるいは数十度、月姫さんからこの「むぎゅー」という声が発せられる。


    　嫌いやがってる様子はないので止めはしないけど、花名さんの過剰なスキンシップはおさまることがないようだ。


    「式の日取りは追おい々おい決めます。それまで、姫ちゃんには【天てん空くうのフォーチューン】第一話のリハブイを見ながら、練習三ざん昧まいの日々を送っていただければと！」


    「ふぁーい……っぷはぁ！　本格的な声優デビューのために頑がん張ばるのっ」


    　リハブイとはアフレコの際の口パクタイミングを合わせる練習用映像のこと。四人の中で唯一デビューしていない新人、月姫さんとはいえ、それくらいはわかっている。


    　彼女はあまりにも目立つ容姿と声のため、ユニットデビューするまでの隠し球として育てられている逸いつ材ざいだ。


    　中学時代は放送委員会で、これまでアニメを見たことも少ないとのこと。子役だった私もアニメを見始めたのは最近のことなので、オタク業界知識の浅さに親近感がある。


    「リハブイが早く届いてくれたのはありがたいですけど……まさか、ＯＶＡ版の第一話台本だとは思いませんでしたね」


    　涼すず風かが軽いため息交まじりで呟つぶやいた。


    　そう。先月末に届いた【天てん空くうのフォーチューン】第一話アフレコ台本は、テレビシリーズ用ではなく、先行発売される全三作のＯＶＡ用だった。


    　テレビシリーズの放送は今こ年としの秋クール、つまり十月から。


    　まだ声優歴の浅い私や涼風、デビュー前の月つき姫ひさんにはわからないことだったけど、秋クールの台本が四月に来るなんてあり得ないことだったらしい。


    　マネージャーの数す寄き屋やさんによくよく訊きいてみたところ、これはテレビ放送前の六月から八月までの月一で発売されるムックに付くＯＶＡとのこと。


    「いやいや、ガッカリすることじゃないよ？　むしろすごいことだと思うよ、これ」


    「なにがすごいことなの？」


    　花はな名なさんの腕の中で、小首を傾かしげる月姫さん。


    「テレビシリーズが始まる前にＯＶＡがある、っていうことがまず珍しい。最近ではあまり見られないスタイルなんだよ。ＯＶＡって基本的に売り上げよくないしね」


    　花名さんの言葉に頷うなずく涼風。


    　私にはよくわからないことなので、黙って聞いている。


    「だけど今回のＯＶＡはムックに付くスタイルだから、書店流通なんだよね。これだとかなりの数が見込めるんじゃないかな。テレビ放送前にもファンがついてくれれば、実際の放送時の盛り上がりで他作品より一歩抜きん出られるんだよ！　……もちろん、出来の良さは重要ではあるんだけどね、てへ♪」


    「ふーん……？」


    　あ。月姫さん、わかってない。


    　私もあんまりわかってないですが。


    「いえ、花名さん。ガッカリしたと言いますか、すぐにテレビだと思っていただけですよ？　ＯＶＡ版もスタッフは同じですし、出来の良さは心配してません。制作はわたしも大好きな作品が多い平安アニメーションさんですし、キャラ原案はわたしが大ファンの漫まん画が家、さくら湊みなと先生！　むしろ期待しまくりですとも！」


    「あたしもさくら先生の漫画好き～。特に【ひらひらステップ】がいいなぁ。アニメ化しないかなぁ。リョーコちゃん役やりたいな～～！」


    「【ひらひらステップ】なら、わたしはネネコちゃん役がいいですね。一人アテレコしたこともありますよ！」


    　花名さんの言葉に、涼風が乗っかる。


    「なははっ、ネネコちゃん合う合う。姫ひめちゃんにはチーちゃんが合うかな。心こ鳥とりちゃんは……うーん、シロミ先生かな？」


    「いえ、心こ鳥とりにはミア先輩が合うはずですっ。これは譲れませんっ」


    「そっかなー。ミア先輩はみー姉さんとか……」


    「ねぇはななん、ムックってなーに？」


    　花はな名なさんと涼すず風かの脱線は、月つき姫ひさんの言葉で止められる。


    　二人は照れ笑い、[image: ]せき払いをひとつしてから月姫さんを見た。


    「ムックって言うのは書籍でもなく雑誌でもない……大変曖あい昧まいな存在だけど便利で取り扱いしやすい本で……えーっと、つまりなんて言えばいいんだろ？」


    「改めて何かと問われると、意外と答えられないものですね」


    　花名さんと涼風が、[image: ]そろって首を傾かしげた。


    　オタク文化に詳しい二人にわからないことは、私や月姫さんにはさっぱりだ。


    「ま、とにかく。映像作品として発売されたりレンタルされるＯＶＡとは違って、雑誌の付録ＤＶＤだね。ムックの場合、雑誌と違って月ごとに入れ替えられることもなく、書店側の好みでずっと置いておいてもらえるものだから、手に入れやすいんだよ。しかも、映像作品よりは安く売られるから手にしやすいし、レンタルと違って手元にも残る！」


    「あぁ、毎週発売される付録付きの雑誌みたいなものですか？」


    　模型を作ったり、百科事典みたいになってるもののことだろうか、と質問してみる。


    「そんな感じだと思ってくれていいよ」


    　ということは少し違うのかもしれないけど、おおむね間違ってはいないんだ。


    「それに、テレビアニメ版とは別のオリジナル版。テレビ本編への使い回しも一切ないってことなんだから、十分楽しめるものになるはずだよ。……ううん。むしろ、あたしたちがこのＯＶＡ版を頑がん張ばることで、本編への期待度も上げられるってことなのだよ！」


    　拳こぶしを握る花名さんに、私たち全員で頷うなずく。


    「しかも……ふっふっふ！　六月発売のキャラクター編に続き、七月は私たち声優編。ここではグラビアもあるしインタビューもあるし……」


    「グ、グラビア……そうでした。あるんですよね……」


    　正統派美少女の涼風、目立つ金髪と小柄がらなのに大きめな胸を持つ月姫さん、そしてすでに顔出しに慣れている花名さんはともかく、背が高く胸もない男みたいな外見の私は男装以外似合わないだろうから、アイドル扱いされるような写真撮影には不安がある。


    「何言ってるのよ。花名さんを除けば、あなたが一番写真慣れしているじゃない。実家で見せてもらったコスプレ写真の枚数、数え切れないほどだったわよ」


    「あれはコスプレであって自分自身の写真じゃないと言うか……それに演じたのは男性キャラか男装の麗れい人じん系キャラばっかりだったし」


    　呆あきれ声の涼風に、慌あわてて弁明する。


    「コスプレと自分自身の写真とじゃ、心構えが違うんだよ」


    「変わらないわよ。まったく、おかしなところで臆おく病びようなんだから……。まだどんな服を着せられるかわかってないんだし、もちろん水着になんてなることもないでしょうから、気にしないでいなさい……あっ」


    　言葉を切り、ずい、と顔を寄せてくる涼すず風か。


    「だけど、お肌と髪のお手入れはしっかりとしないとね？　今が忙しい時期なのはみんな同じなんだから、目の下にクマなんて作ったりしたら怒るわよ？」


    「だ、大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと寝てるよ……。涼風が寝すぎなだけっ」


    「フン！　わたしは果か報ほうは寝て待つタイプなのよ」


    　涼風の態度に、花はな名なさんと月つき姫ひさんがくすくすと笑う。


    　そして花名さんは、さて、と話に区切りをつけた。


    「あとはあたしの今日の予定ね。これから中野のスタジオで【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】ゲーム版の収録でーっす。今日で三回目……地獄の抜き取りレースはまだまだ中ちゆう盤ばん戦だ！　……げふっ」


    　血を吐はくふりをする花名さんに、私たち全員苦笑する。


    　ゲーム収録は台詞ワード数が多く、体力と精神力を使う仕事なのだ。


    　ずっと花名さんの腕の中にいる月姫さんが、心配そうに見る。


    「はななん主役よね？　あとどれくらいかかる予定なの？」


    「今日を含めて、あと丸三日くらいかな～……たぶん、きっと……喉のどを潰つぶさなければ……」


    「無む理りしちゃ駄だ目めなの」


    「なはは、大丈夫大丈夫。上う手まいことゴールデンウィーク中に収録日設定してもらえたし、フォーチューンの主題歌レコーディングともタイミングはずらしてもらえてるしね。このくらいの無む茶ちや、すでに何度も経験済みですよ、ふはははは」


    　強がる風ふうでもなく言う花名さんに、月姫さんはスッと目を細くする。


    「もしまた風か邪ぜひいたりしたら、ベッドに縛りつけるの」


    「スンマセン。マジ気をつけてます。今後は大丈夫ッス。二度とご迷惑おかけしないッス」


    　先月下旬に風邪で倒れたばかりの花名さん。その際に看病された月姫さんには逆さからえないだろう。一番小柄がらで声優歴も浅い月姫さんだけど、実家では二人の弟きよう妹だいを持つ長女で家事万能。実はユニットの中でも一番のお姉さん役なのであった。


    「コホン……というわけで、今日も一日、みんなそれぞれの仕事を頑がん張ばって、目一いつ杯ぱい楽しい日にしましょう！」


    　花名さんのかけ声に、みんなで元気良く返事をした。


    



    「…………ぉぉ………………んおぉ……ぉぉぉぉぉ……」


    「心こ鳥とり、呻うめきすぎ」


    　夜。部屋に戻った私はベッドに突つっ伏ぷして呻うめき続けていた。


    　涼すず風かが声をかけてくれるけど、声こわ色いろには呆あきれが多大に含まれている。


    「今日のレコーディング、最終的にはちゃんとオッケーもらえたんでしょ？　だったらもう、それでいいじゃないの」


    「うぅ……だけど、だけどっ……自分的にまったく納得できてなくて……ぅう」


    「はいはい。そんなの、わたしだってそうよ」


    「涼風は基本的に歌が上う手まいから、納得のレベルが違うんだよ」


    　はたして、今日だけで同じ歌を何回歌っただろう。


    　最終的にはどんな歌が良くて、なにが悪い歌なのかの判断もできなくなって、ただ声を出していただけという気がする。


    　もちろん、そんな状態で上手く歌えたなどと思えるはずもない。


    「そう思うんなら、あなたもわたしくらい上手く歌えるように練習しなさい」


    「……無む茶ちや言わないでよ」


    「無茶でも、それをやるのが声優でしょ！　だいいち、泣いてるなら慰なぐさめもするけど、唸うなってるだけってなんなのよ！　むしろ怖こわいわ！」


    「……泣けるものなら泣きたいよ」


    　けど、泣くのは違う気がしてた。この呻きは、自分のふがいなさを自分で責めるためのもの。もしくは、自分を高めきれなかったことへの後こう悔かいか。


    「自分の情けなさに悶もだえてるだけだから……もうちょっとしたら終わらせるよ」


    「今すぐ終わらせなさい。じゃないと鼻摘つまむわよ!?　呻いてるくらいなら、カラオケにでも行って発散する！」


    「……今日はもう歌いたくないよ。涼風だって、もう十分歌ったでしょ？」


    「それでも練習するのよ。明日の自分に恥じないように、今日できることをするの。スポーツやってた人間が、そんなこともわからないの？」


    　あぁそうか。バスケの試合で負けた日だって、帰ってからすぐに練習を再開した。


    　舞台公演をした夜も、帰ってからまた台本を読み直した……翌日、公演はなかったのに。


    「……そういうの、忘れてた」


    「思いだした？」


    「うん」


    　顔を上げると、涼風が愛らしい笑みを見せてくれる。


    「だったら、カラオケ行く？　それともお風ふ呂ろにでも入ってすっきりする？　あ……そろそろ夕飯の時間になるかしらね」


    「涼風」


    「ん、何？」


    　起き上がって、彼女の小さな手を取る。


    「ありがとう。涼すず風かのそういうはっきりしたところ、大好きだよ」


    「──ッ！」
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    　ベッドから降りて立ち上がり、ぐっと背伸びをする。


    「とりあえず、先に夕飯食べに行こうか。カラオケでもお風ふ呂ろでも、その後に……涼風？」


    　何な故ぜか俯うつむいて黙り込んだ涼風に、また手を伸ばす。


    　その手を、軽くぺちんとはたかれた。


    「わ、わたしがいないと駄だ目めなんだから！　まったく……まったくもうっ」


    「ははは、そうだね。涼風といたら、落ち込んでる暇ひまもないや」


    「そうよ。落ち込んでる暇があるなら、もっともっと練習して上う手まくなるの。わたしたちは、一緒に上手くなっていくんだから！」


    　一緒に──そう言ってくれることが嬉うれしくて、私は大きく頷うなずいた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　ゴールデンウィークも明け、次第に日差しの強さも増してきた。


    　朝のジョギングも快適だけど、近くに海や河かわ原らがあってくれたらもっと嬉しかったのにな。今は、少し走ったところにジョギングコースのある公園を見つけたので、そこへの行き帰りを楽しんでいる。


    　起きて準備運動、走って、公園でちょっと踊ったりして、帰ってから整理運動をしてシャワーを浴びる……この一連の流れでだいたい小一時間。


    　それからジョギングよりも疲労する朝の行事〝涼すず風か起こし〟に十分少々。


    　最近は暖かくなってきたので布ふ団とんを剝はぐのも楽になってきたけど、だからといって涼風の寝起きが良くなるわけではない。


    　それでもなんとか起こして、朝の当番仕事をさせる。今日の涼風はお風ふ呂ろ掃そう除じ。私たち四人で毎朝、風呂掃除、トイレ掃除、居間の床掃除、洗せん濯たく物もの干しを分担してるのだ。


    　私が使ったばかりのお風呂を掃除させるのも恐きよう縮しゆくなのだけど、当番制なので仕方ない。


    　まだ寝ぼけている涼風を脱衣所まで連れて行き、洗剤とスポンジを手渡す。


    「…………ピョ……」


    「何？　……っていうか、起きたんならその呼び方しないでよね」


    　涼風の寝ぼけているとき限定の私の呼び名は、他人に聞かれるとかなり恥ずかしい。


    「……わたしも……シャワー、浴びたい……」


    　すり寄ってきて、私の匂においをクンクンと嗅かぐ涼風。私の使ってるボディソープの匂いが好きなのか、まるで花はな名なさんが月つき姫ひさんにするかのように抱きついてくる。


    「それはいいけど……時間、大だい丈じよう夫ぶ？　掃除も含めて、十分くらいで出られるの？」


    　七時までには当番を終わらせないと、登校の準備、そして朝食を食べる時間がなくなってしまう。特に涼風は毎朝ヘアセットに時間がかかるから、正直、シャワーを浴びている時間はないと思うのだけど……。


    「……む──……なんで、あとじっぷ……五分、早く起こしてくれなかったの……？」


    「なんでって、起きられない涼風のせい……」


    「もっと起こしてっ」


    「…………はい」


    　毎朝、すごく頑がん張ばって起こしてるはずなんだけども。


    　そんなことを寝ぼけ眼まなこの人に言っても、理解されないどころか怒られるだけですが。


    「じゃあ明日からは、いつもより十分くらい早く起こしていいの？」


    「………………いい…………かも、しれない」


    「かも、って！」


    　駄だ目めだ。これは、早く起こしたら怒られるパターンのやつだ。


    「む──っ」


    　私の胸に顔を埋めて唸うなる涼風。


    　眠たいときのこの子は、本当にだだっ子のよう……だけど、普段のツンとした態度と比べてとても愛らしいので、つい許してしまう。


    「あぁもう、わかった。わかったってば。起こすけど……怒らないでよ？」


    「……んむ……一緒なら……いい……」


    「一緒？　……一緒って何が？」


    　抱きつきながらモゴモゴ言うので聞こえにくかったけど、言葉はなんとか理解できた。だけど意味がわからない。


    「だから……おふ……お、お風ふ呂ろっ……一緒っ」


    　なるほど。私が朝のジョギングをしてることは知ってるから、ついでに一緒に入れば楽だ、ということか。


    「うん、わかった。それじゃ、ジョギング帰ってきたら起こすようにするね？　それから、一緒にシャワー浴びよう」


    「……………………うん」


    　心なしか嬉うれしそうな声こわ色いろだったのは、きっと朝風呂に入れる嬉しさからだろう。


    　私としても涼すず風かが早く起きてくれれば朝の時間に余裕ができるので嬉しい。特に朝食までの時間、ぐーぐー鳴りまくるお腹なかを抑え込むための軽食タイムの余裕ができることは。


    「あ、そうだ。それなら、朝のジョギングを一緒にどう？　気持ちいいん──」


    「それはイヤ！」


    　目の覚めるようなハイトーンボイスだった。


    



    　私たちの通かよう天てん空くう学園高校までは、マンションから十分ほど。


    　各学年とも普通科五クラス、芸能科一クラス。私たちの芸能科には二十六名の男女が在籍しているけど、仕事のほうを優先していいので、クラスメイト全員が出席する日はあまりない。


    　今日も二十名ほどしか出席しておらず、欠席者には花はな名なさんも含まれていた。


    「やっほー、心こ鳥とりちゃん。……花名ちゃんは今日も休みなのね」


    　一時間目が終わった休きゆう憩けい時間。アイドル歌手をしているクラスメイト、中なか島じま由ゆ美み子こちゃんが寄ってきた。


    「ホント売れっ子ってすごいわ。今日もアニメの収録なの？」


    「うん、そう。今日は、夏から始まる新しいアニメのアフレコだって言ってた」


    「夏？　まだ五月始まったばっかりなのに？」


    　髪をかき上げながら小首を傾かしげる由美子ちゃん。仕し草ぐさのひとつひとつが様さまになっているのは、常に見られていることを意識しているからだろうか。


    「そうだね。だいたいこれくらいの時期から動き始めるみたい。でもほら、テレビドラマだってそうでしょ？　かなり早くから撮影に入るのもあるんだし」


    「それもそっか。声優だって役者なんだものね」


    　由ゆ美み子こちゃんは今でこそアイドル歌手として活動しているけど、元は私と同じ子役の出身。小学生時代、私は彼女とテレビドラマで共演したことがあった。


    　将来女優に戻るためのアイドル歌手活動だと豪語しているけど、歌手としての人気は高く、花はな名なさんと同じくらい教室にいないことが多い。


    「そういえばこの前、心こ鳥とりちゃんの出てるアニメ見てみたわよ。最初、どのキャラクターなのかわからなくて、スタッフクレジット見てから見直しちゃった……。男の子役だったのね」


    「あぁ、言ってなかったっけ」


    　アイドルだからアニメを見ない、なんていうのは偏へん見けんだとは思うけど、本当に見てくれるとはちょっと意外だった。


    「しかも、普段喋しやべってる声と違うし。ガイウスっていうキャラクターだってわかって見ても、あんまり心鳥ちゃんって気がしなかったかも」


    「そっか。あの子は特に低めの少年声だからね……んっ、んっ……『ここから先に行かせるわけにはいかんな。この俺のブレードで貴き様さまたちを倒す！』……って言う感じ？」


    「わー！　すごいすごいっ、確かに心鳥ちゃんの声だけど、男の子の声だわ」


    　現在放送中の少年向けアニメ【バーニングファイト・ブレードマン　激げき闘とう編へん】で、主人公たちと敵対する少年たちの一人を演じさせてもらっている。


    「でもさ？　不ふ思し議ぎなんだけど……男の子の役は、男の人がやればいいんじゃないの？」


    「青年以上なら、確かにそうかもしれないね。でも少年の場合だと、女性声優がやってることが多いよ。あの現場でも、えーと……少年キャラ十人のうち四人は女性声優だよ」


    「そうなの!?」


    　本当に驚いたようで、声を張り上げる由美子ちゃん。


    　日本を代表するようなアニメのいくつかも、主人公の少年役を女性声優が当てているのだけど、由美子ちゃんは知らないだろう。


    　これを機にもっと興味を持ってくれると嬉うれしいな。


    「男の子役は楽しいよ？　自分と違うものになれるっていうのが声優の楽しみのひとつだしね。しかもバトルモノだから、普段は絶対言えないような台詞せりふばっかりで熱いし燃えるし」


    「敵も味方も叫んだり戦ったりしてばっかりでよくわからなかったんだけど……特にわからないのは、なんで小学校低学年くらいの男の子たちが、世界の命運を懸かけて戦ってるの？」


    　はい。大変素そ朴ぼくな疑問、ありがとうございます。


    「それはもう、そういう世界の物語だからさ。キャラクターと同世代の男の子たちが見て格好いいって思ってもらうお話だからね」


    「ふーん……そういえばうちの弟も子供の頃ころに、怪物の絵が描かれたカードで世界を相手に戦ってるんだ、とか言ってた気がするわ」


    「そうなんだ！　だったら弟さんに訊きいてもらえばもっとわかるんじゃないかな！」


    「子供の頃ころの話よ。今訊きいても、わからないんじゃないかしら」


    「そっかぁ、残念……」


    　実を言えば、私もアニメを見るようになるまでは同じような疑問を抱いだいて、昔からアニメ好きだった姉によく尋たずねては苦笑いされていたものだ。


    　あの困り顔は何だったのだろうと思っていたけど……いざ尋ねられる側になると、同じような苦笑いが出てしまう不ふ思し議ぎ。


    　もちろん、アニメに対して苦々しく思っているわけではない。その証しよう拠こに、昔、姉がしたのと同じように、作品に関してもっと語りたいという欲求が……。


    　と、三時間目の始まりを告げるチャイムが鳴った。


    「じゃ、またあとで……よかったら、お昼一緒しよ？」


    「うん」


    　クラスメイトたちがばたばたと席に着いていく。


    　何気なく周囲を見ようと首を巡めぐらせる……と、私の斜め後ろに座っている涼すず風かが、酷ひどい形ぎよう相そうで睨にらみつけていた。


    「な、何？　どうかした？」


    「……いいえ？　なんでも？」


    　涼風の声こわ色いろがどす黒い。


    　これはたぶん、怒ってる……けど、なんでだろう？


    「そう……あ。お昼だけど……」


    「もちろん一緒に行くわよ？　それとも何？　中なか島じまさんとだけだなんて言わないわよね？」


    「言わない言わないっ……涼風も、月つき姫ひさんも一緒だよ？」


    「……………………フン」


    　そっぽを向かれた……なんでだろう。


    　次の授業中もずっと背後に涼風の視線を感じてしまい、居心地が悪かった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　アニメアフレコの定番である午後四時からの収録の場合、学園から遠く離れたスタジオでない限りは六時間目までちゃんと出席できるのがありがたい。


    　芸能科の午後の授業は普通科と違い、ボイストレーニングやボーカルトレーニング、ダンスや楽器演奏など、それぞれの芸げい事ごとに関した特別授業を受けることができる。


    　……のだけど、勉強が遅れている生徒は補習授業を受けることになっていた。


    「ふぉぉぉ……補習ぅ、数学の補習がぁぁぁ……英語の補習までもぉぉぉ……」


    　私たち四人のマネージャーである数す寄き屋やさんが収録スタジオまで送ってくれている車内後部座席は、真ん中に座る花はな名なさんのところだけどんよりとしていた。


    　まるで地獄の蓋ふたでも開けたかのような低音で、補習授業の疲労を吐はき出している。


    「仕方ないじゃないですか。花名さんはちょっと仕事の量が多すぎるんですよ。いくら仕事を優先していいからと言っても、勉強しなくていいというわけではないですからね？」


    「わかってるけど……わかってるけどぉぉぉ……」


    　運転席側に座る涼すず風かにしなだれかかり、その正論に対し恨うらやむ声を出す花名さん。


    　やれやれ、と肩をすくめるも、花名さんに密着されて悪い気のしていない涼風だった。


    「終わったんだからいいじゃないですか。これからは楽しいお仕事タイムですよ？　しかも、待ちに待った【天てん空くうのフォーチューン】第一話のアフレコ！」


    「そうだけどさー。みんなはボイストレーニングのあとだからいいけど、あたしはまだ声出ししてないからさー。あたしだけトチる可能性高いかもしれないしさー」


    「そんなわけないじゃないですか」


    　いじけ声の花名さんと比べ、涼風の声は明るい。昨日きのうの不機嫌さはどこにいったのかと思うけど、今日のアフレコの喜びもあって機嫌がいいのだろう。私は涼風に合わせて頷うなずいた。


    「そ、そうなの……月つき姫ひのほうが、トチっちゃう可能性高いの……」


    　助手席に座る私の後ろで、月姫さんが緊きん張ちよう気味に声を震ふるわせてるので、努めて明るい声を出す。


    「大だい丈じよう夫ぶですよ。ゆうべも、今け朝さだってみんなで一緒に練習してきたじゃないですか」


    「えぇ、六時間目のボイストレーニングでも、月姫さんはしっかり声出てましたからね」


    「ありがとう、二人とも。月姫、勇気出てきたの」


    　私と涼風の励ましで元気になってくれる月姫さん。私たち三人はボイストレーニングで声出しをしてきた。


    　花名さんだけ補習授業だったんだけど、この人が仕事で失敗するところなど想像もできない。単に一人補習授業だったのが寂さびしかっただけだろう。


    　涼風と月姫さんに挟はさまれ、慰なぐさめられている花名さんの鼻の下はとてつもなく伸びていた。


    



    「「「「おはようございます！」」」」


    　スタジオに入ってすぐ、示し合わせたわけでもないけど私たち全員の挨あい拶さつがハモる。


    「やぁおはよう、フォーチューンのみんな。今日からよろしくお願いしますね」


    【天空のフォーチューン】総監督、赤あか城ぎ英えい司じさん。四十代前半の男性としては少し小柄がらだけど、身み形なりのきちんとした清潔感のある方だ。


    　次いで、音響監督の椎しい名な悟さとるさん。赤城さんより少し年上だそうだけど、がっちりとした体格であごひげが似合うナイスミドル。体格に合った声の大きさが印象的だ。


    　シリーズ構成の柘つ植げコウさんはまだ三十代半ばで、意欲的な作品作りをする方だそうだ。小太りで、丸眼鏡めがねに愛あい嬌きようがある。


    　さすがに今日は一回目の収録とあってスタッフも多く、ほかにも多くの見学者がいるらしい。


    　キャラクター原案のさくら湊みなと先生も見学に来ていた。


    　とても品の良さそうな女性で、三十代後半とのことだけど肌はだ艶つやがいい。今日のアフレコを楽しみにしていたと子供のようにはしゃいでいる。


    　さくら先生の漫まん画がのファンである花はな名なさんと涼すず風かは、先生と同じくらいはしゃいでいた。


    「来ていただけるとわかっていたら、コミックにサインしてもらったのにっ」


    「ふっふっふ。あたしは持ってきていたのでした」


    「はななんずるい！」


    　鞄かばんから漫画の単行本を取りだして、さくら先生にサインを頼む花名さん。それを悔くやしそうに見る涼風と二人、ファン意識ダダ漏もれだ。


    　だけど、さくら先生は喜んでくれたらしい。次回も来ますね、と言う先生と大喜びで握手を交わす涼風。その感激ぶりに、私は思わず苦笑する。


    　そして、スタッフなのか見学者なのかわからない多くの人たちに挨あい拶さつをし、挨拶を返されながら、録音ブースへと入る。


    　私たち以外の共演者たちも、次第に[image: ]そろい始めていた。


    「おはようございます。石いわ清し水みずりさ役の高たか見み沢ざわ心こ鳥とりです。よろしくお願いいたします」


    　まずは、マイクの正面側に座っているベテラン声優さんたちにご挨拶。


    　私たちのキャラクターの両親や、通かよっている学校の先生役に、有名なベテラン声優さんが配されていた。


    　私でも知っているほどの声優さんたちは、挨拶の声でさえ圧力がすごい。こうした方々と一緒の作品に出させてもらえるのはとても勉強になるから嬉うれしい。


    「おはようございます。風かざ祭まつりちひろ役の城き戸ど涼風と申しますぅ……ご一緒させてもらえて、とっても嬉しいです……頑がん張ばります～」


    　涼風は目の中にハートを浮かび上がらせながら、ベテランの方々に挨拶していた。


    　さっきから涼風はファン目線になっているようなので、始まる前に少しシャキッとさせておかなければならないかもしれない。


    　けど、涼風と並んで挨拶している花名さんも同じように浮ついているように見える。仕事状態になれば、二人とも気合いを入れ直してくれるだろう。


    「……とってもたくさんの人が来てるの。やっぱり緊きん張ちようしてきちゃうの～」


    　挨拶を終えた月つき姫ひさんの囁ささやきに、私も頷うなずく。


    　フワフワとした涼風と違って、月姫さんは小さい体をさらに小さくしているように見えた。


    「そうですね。この作品への期待感が強いんでしょう。だからこそ緊張もしますけど、すっごく力が湧わいてきますよ」


    「心こ鳥とりちゃんは場慣れしてるしてるのね。月つき姫ひも、もっと度胸つけなくちゃなの」


    「私だって、花はな名なさんに比べればまだまだですよ。一緒に経験を積んでいきましょうね」


    「うん、ありがとうなの」


    　月姫さんはまだ本格デビュー前だから、緊きん張ちようしてしまうのは仕方ない。


    　私だって、アフレコ現場でこれだけの見学者やスタッフがいる場は初めてなので、緊張してないと言えば噓うそになる。だけど、子役のときの舞台やバスケの試合でもそうだったのように、始まってしまえば目の前のことに集中できるつもりだ。


    　今日は先に声出しもできてるし、上う手まくやれる自信がある。緊張してるときは逆に、無む理り矢や理りにでも自信を持つのだ。


    　そして、いつでも堂々と自分の仕事ができるようになる！


    「あっ……細ほそ川かわさん。おはようございまーっす！」


    　ブースに入ってきた中年の女性に向かって駆かけていく花名さん。


    　細川さんと言えば、この【天てん空くうのフォーチューン】で私たちメインキャラクター四人に精せい霊れいの力を授さずけてくれるマスコットキャラクター・アルケーを演じてくれるベテラン女性声優。


    「花名ちゃん、お久しぶり」


    「ご無ぶ沙さ汰たしてます細川さん！　アルちゃん役、よろしくお願いいたします！」


    「えぇ、私も久しぶりのマスコットキャラだから楽しみにしてたのよ。一緒に頑張りましょうね……。あら、こちらの皆さんが、フォーチューンのメンバーかしら」


    　細川さんの目が、私たちに向いた。


    「はい！　高たか見み沢ざわ心鳥です。どうぞよろしくお願いいたします！」


    「元気のいい子ね。こちらこそ、よろしく」


    　ふんわりとした笑顔に大きな包容力を感じさせる、素す敵てきな女性だ。


    　四十代半ばほどだろうが、その声はまだ女子高生と言っても通じる張りがある。


    「恵え比び寿す月姫です。まだデビュー前でご迷惑をおかけするかもしれませんが、どうぞよろしくお願いいたします、なの」


    「あら可か愛わいいこと！　全員高校生って聞いたけど……でも、同じ制服だから、やっぱり？」


    「はい。みんなと同じ高校生なの」


    「そう。体の大きさが声の大きさじゃないからね。遠えん慮りよせずに、いっぱい声を出していきましょう」


    「ありがとうございますなの！」


    　大きく頷うなずいた月姫さんからは、もう緊張は感じられなかった。


    　そして、緊張どころか弛し緩かんしまくりの涼すず風かは……。


    「城き戸ど涼風ですっ。よろしくお願いいたしますっ。ほ、細川葵あおいさん。わたし、初代【プリティムーン】の亜あ夕ゆちゃんが大好きで大好きで……ご一緒させてもらえる日が来るなんて、本当に夢のようですっ」


    　目がハートどころか、耳まで真っ赤にして興奮していた。


    「あら、ありがとう。……けど、初代の頃ころなんてまだ赤ちゃんだったんじゃない？」


    「ブルーレイボックス持ってます！　【プリティムーン】シリーズは全部持ってますから！」


    「そうなの、ありがとう。この【天てん空くうのフォーチューン】では、あなたのちひろちゃんが、私の亜あ夕ゆと同じように魔法で世界を救うのよ？　頑がん張ばってちょうだいね」


    「は、はい！　亜夕ちゃんの意志はわたしが継つぎます！」


    　私は【プリティムーン】シリーズを見たことがないから、涼すず風かがどんな意志を継いだかはわからないけど……。


    「涼風、ちょっと浮かれすぎ。ここは仕事場なんだから、ちゃんとプロ意識を持って？」


    「も、持ってるわよ。大だい丈じよう夫ぶ……サインねだったりとかしてないし……うぅ」


    　さっき、漫まん画が家の先生にはねだっていたような気がするけど、それを責めても仕方ない。そもそも、同じ未熟者の私が怒ることでもないだろう。


    　ここはひとつ、花はな名なさんやほかのベテランの方にビシッと──。


    「あっ、そうだ細ほそ川かわさん。あたし、先日出た【プリティムーン】の原作十五周年記念版の亜夕ちゃんが表紙の巻持ってきたんで、あとでサインしてください！」


    「はーなーなーさぁああん!?　現場で何言ってるんですか！」


    　きょとんとする花名さんに、覆おおい被かぶさる勢いで叫ぶ。


    「えぇ？　だって、現場じゃないと細川さんと会える機会なんてなかなか……」


    「なかなか、じゃないですよっ。プロなんですから場をわきまえてください！」


    「はーい。すみませーん」


    　そうだった。花名さんのほうが涼風よりもさらに声優ファンなのだから、この現場に浮かれているのだ。だけど、こうした場でお互いサインを求め合わないっていうのは暗あん黙もくの了解なのではないだろうか。


    「ふふっ、怒られちゃったわね花名ちゃん。サインは、終わったらしてあげるわ」


    「ありがとうございます、細川さん」


    「あっ、あの！　わたしも次回お願いします！」


    「はいはい。涼風ちゃんにもしてあげるから」


    　細川さんの優やさしさにめろめろになる涼風であった。


    　そんな私たちのやりとりが終わったのを見み計はからったかのように、音響監督の椎しい名なさんがブースに現れる。


    「さーて、それじゃそろそろ始めてもいいかな？」


    　声優全員が自分の座り位置を定め、そこで立った。


    「【天空のフォーチューン】で音響監督をやらせてもらう椎名です。皆さん、よろしくお願いします」


    「「「よろしくお願いします！」」」


    　声優総勢十五名でハモる挨あい拶さつの声。


    　ブース内をびりびりと震ふるわせるこの声たちが、作品を彩っていく。


    「まずは主役の四人ね。自分なりのキャラは摑つかんできたと思うから、まずは思いどおりにやってみようか。……何か、わからないところはあるかな？」


    「キャラクターのほうは大だい丈じよう夫ぶです。一応、特有のカタカナに関しては一通りイントネーションを確認させてください」


    　先ほどまでとは打って変わって、花はな名なさんが真ま面じ目めな声を出す。


    　涼すず風かも、そして月つき姫ひさんも真剣な目をして椎しい名なさんを見つめていた。


    「そうだね。まずエレメントはメにアクセント。エレメンティアも同じね。ほかのもだいたい真ん中かな……サラマンドラ、ウンディーネ、シルフィード、グノーメ……アイテール、デストルドー、そしてフォーチューン。けど、全体的にあまり強いイントネーションにはしなくて、平板を意識してもらったほうがいいと思う。もちろん、場合にはよるけども──」


    　さすがに音響監督だけあって滑かつ舌ぜつがいい。


    　ついでとばかりに、キャラクターの名前や街の名前など、固有名詞を全員で確認する。


    　自分が想像していたイントネーションと外れていたものはなかったので、ひとまずは安心して息を吐はく。


    「それじゃ、世界観の説明や大事なところは監督からしてもらおうか」


    　椎名さんに呼ばれ、ブースの中に入ってくる赤あか城ぎ監督。


    「はいはい。監督の赤城です。皆さんよろしくお願いしますね」


    　全員お辞じ儀ぎと挨拶をして、赤城監督の話が始まる。


    　企画書や台本、資料集などに目は通しているけど、赤城監督自身の口から説明を聞くと、やはり現実味があると言うか、この世界に入り込みやすくなる気がする。


    　世界観の説明、そして今回のＯＶＡ第一話全体の簡単な説明を終えて、赤城監督はコントロールルームに戻った。


    「それじゃ順番どおり、アバン、Ａパート、Ｂパート、予告の順でやっていきます。アバンとＡパートは続けてやって？　……では、ランスルーから。みんなでこの【天てん空くうのフォーチューン】をいい作品にしていきましょう、よろしく！」


    　椎名さんの笑顔に、またも声優全員でお辞儀と挨拶。そして椎名さんもコントロールルームに戻り、分厚いドアが閉められ……壁のＴＥＳＴマークが光る。


    「……気合い入れていくわよ？」


    　隣に立った涼風がこっそりと耳打ちしてくる。


    　私は頷うなずいて、涼風に微ほほ笑えむ。そして、花名さんと月姫さんにも。


    　さぁ！　私たちのアニメの始まりだ！


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「このあたりの公式、中間テストに出るからな。基礎と応用、どっちもわかっておくように」


    　数学教師が教えてくれた部分をメモしておく。中学時代、あからさまにテスト範囲を教えてくれるのは引っかけだったこともあるけど、高校でもそういうことはあるのだろうか。


    　それとも、芸能科は勉強の時間が取りづらい生徒が多いから、本当に教えてくれているのか。


    　どのみち授業中のことはすべて書き留めておかなければ、仕事に出ている花はな名なさんと涼すず風かにあとで教えることもできなくなる。


    　私は勉強することも嫌いではないし、涼風も成績は悪くなかったようだけど、花名さんはいまいち苦にが手てのようだから、要点をまとめて説明しないと覚えてくれないだろう。


    　補習をやってもらえるときはいいけど、その補習さえ仕事優先で出席できない、という可能性のある花名さんには特にしっかりと勉強してもらわなければなるまい。


    　中学時代の学業成績は中の中だったようだけど、高校入学以来忙しく働いている花名さんの成績が心配で仕方がない。


    　中学と違って、高校では留年ということもありえるのだから。


    　一瞬、花名さんが後輩になることを想像してしまってゾッとする。けど、次の瞬間にはお腹なかが空腹を訴えて大きく鳴った……。


    



    　私はお腹が空すくと鳴ってしまうタイプなので、仕事の前にはしっかりとご飯を食べなければならない……今日のように、仕事の前でなくても食べるけども。


    　今日の昼食は、学食本日のＡ定食。メインはさば味み[image: ]そ、副菜はじぶ煮。でもこれだけだと少し足たりないかもしれないので、うぐいすあんパンを追加した。完かん璧ぺきな布陣と言えるだろう。


    　いや。もしかしたら、もう一品おかずがあったほうが良かっただろうか……。


    「あー、中間テストかー。芸能人とはいえ、学生の宿命からは逃れられないわよね」


    　同席してる中なか島じま由ゆ美み子こちゃんがうんざりした声を漏もらした。


    「……それはまぁ」


    「何よ、生なま返事ね……って、食べるのに夢中か！」


    　魚の骨を取っている私に突っ込みを入れてくる由美子ちゃん。


    　食は人生の一大事なので、と口にすることもなくさば味[image: ]を口に運ぶ。うん、美お味いしい。


    「心こ鳥とりちゃんって意外とよく食べるわね……それなのに、なんでそんなにスリムなの？」


    「んー……その分、ちゃんと動いてるからかな？」


    「あたしだってかなり動いてるけど、食べたら食べた分だけお肉ついちゃうけどなぁ」


    　そう言う由ゆ美み子こちゃんのランチはオムライスセット。ご飯一合分くらいのオムライスとサラダとスープがセットになっている。


    　年頃ごろの女子として、少なくはないだろう。けど、決して多くはない。アイドルもかなりダンスをするので、このくらいのカロリーはすぐ消費してしまうはずだ。


    「だからって、食べないと動けないよね……。だから、いつ見ても月つき姫ひさんのランチの量には首を傾かしげちゃうんだけど」


    　私の言葉に、場にいる全員が月姫さんを見る。


    「……月姫、足たりてるの」


    　コッペパンに縦たて割りにしたコロッケを挟はさんだだけの、いわゆる普通のコロッケパンを半分ほど食べ、満足そうにしている月姫さん。


    「それだけで？」


    　由美子ちゃんも呆あきれている。


    「今月の月姫は、コロッケパン気分なの～」


    　確か先月はメロンパンばかり食べていた。今月のマイブームがコロッケパンなのだろう。


    「だけど、本当にそれだけで大だい丈じよう夫ぶ？　午後からダンスの授業もあるし……私の煮物、ちょっと食べる？」


    「ありがとう。じゃあ、ニンジンをいただくの」


    　月姫さんと同じ愛知県出身にして、由美子ちゃんと同じアイドルグループＬＩＧに所属している渡わた部べ麻あさ美みさんが、煮物の小鉢ばちを月姫さんに差し出す。


    　爪つま楊よう枝じで真っ赤なニンジンを突き刺し、ひょいっと口に運ぶ月姫さん。


    　本当にそれだけで十分なようで、ありがとう、と言ってまたコロッケパンを手にした。


    「月姫ちゃんは、もっと食べないと大きくなれないんじゃないかな……」


    「うちはお母さんもおばあちゃんも小さいから、遺伝なの」


    「なるほど。それはもう、ぐうの音ねも出ないわ」


    　由美子ちゃんは納得して、オムライスを頰ほお張ばった。


    　私もさば味み[image: ]そをご飯にのせ、味[image: ]の染しみたご飯と一緒に食べる。あぁ、美お味いしい。


    　やっぱりここの学食の料理は素晴らしい。学生寮のご飯も美味しいので、この学校に入学できて本当に良かったと思う。


    　もちろん、声優として活動できることも良かったと思ってる。


    「……それにしても、今日は花はな名なちゃんと涼すず風かちゃんの二人が仕事か～。声優って、本当に忙しいんだね」


    　由美子ちゃんの言葉に、ご飯を飲み込んでから頷うなずく。


    「特に花名さんは週に三本のレギュラーを持ってるからね。それ以外に、ラジオのレギュラーもあるし、ゲームやドラマＣＤも度たび々たびあるようだし」


    「はななんは売れっ子声優さんなの～」


    　我わがことのように喜んでいる月つき姫ひさん。


    　その笑顔に、私もほっと朗ほがらかになる。


    「涼すず風かも、今は二本のレギュラーを持ってるし。月姫さんだって、これからどんどん忙しくなっていく……私はみんなと一緒にユニットが組めて本当に幸せだよ」


    「月姫もなの～」


    　月姫さんと目を合わせて微ほほ笑えみ合う。


    　そんな私に、由ゆ美み子こちゃんが話を振ってくる。


    「心こ鳥とりちゃんは、今どれだけ仕事してるの？」


    「私は、次の収録でひとつ仕事が終わって……夏クールのレギュラーが一本入ってるよ。あと、秋から始まるアニメの先行ＯＶＡシリーズとか、以前演じさせてもらったアニメキャラクターのドラマＣＤが予定されてるかな」


    　由美子ちゃんの質問に、指折り数えてみる。


    　これ以外にも、突とつ発ぱつの仕事が入るならばなんだってこなしていきたい。オーディション情報はそれなりの頻ひん度どでいただいてるし、端は役やくの仕事も積極的に受けていきたいと思ってる。


    「ひとつ終わるってことは、あのバトルモノのアニメ終わっちゃうの？　せっかく見始めたのに……」


    「いや、アニメ自体はまだ終わらないよ。四クール作品だからね……けど、私のキャラの出番は一クール目だけなので」


    「え。もしかしてやられちゃうの？」


    「ははは……やられちゃいます」


    　少年向けとは言えバトルモノの作品。戦いで主人公たちに敗やぶれるのは、ライバルキャラの運命なのである。


    「なんだー、残念」


    　由美子ちゃんががっくりと肩を落とす。


    　私も同じ気持ちだけど、物語の進行上のことだから仕方がない。


    「夏クールにもレギュラーはあるから、それを……あ。でもＣＳ放送なんだよね。学生寮のテレビって、有料放送は──」


    「見られないわね……」


    　ため息交まじりに言う由美子ちゃん。


    「だよねー……ならレンタル待ちか、地上波放送待ちになっちゃうかな。観てもらえないのは私も残念」


    　由美子ちゃんも、麻あさ美みさんも学生寮住まいなので、私の次のレギュラー番組は見てもらえないようだ。


    「あたしは観れないにせよ、今度はどんなアニメなの？」


    「次はアニメじゃなくてドラマの吹き替え。アメリカのテレビドラマで【ＧＲＥＥＮグリーン　ＣＨＯチヨＣＯＬＡＴＥコレート】っていう──」


    「あっ。私それ知ってる！　もう日本で放送するの？」


    　いきなり背後から声をかけられ、慌あわてて振り返る。


    　そこにいたのは、大人おとなびた雰囲気のある女性二人組。


    「あの……？」


    「あぁ、いきなりゴメンね。私、芸能科二年の谷たに崎ざき……こっちは、同じく芸能科の御み子こ柴しば」


    　先輩相手に座ったままでいるわけにもいかない。立ち上がってお辞じ儀ぎをするが、先輩たちは気さくに対応してくれた。


    「座って座って？　それで、隣いいかな？　……キミって確か、一年の声優さんよね？」


    「はい。高たか見み沢ざわ心こ鳥とりと言います。こちらも声優の恵え比び寿す月つき姫ひさん……こちらの二人は」


    「あぁ、二人は知ってる。ＬＩＧの子たちよね」


    　由ゆ美み子こちゃんと麻あさ美みさんは、恐きよう縮しゆくです、と照れ笑う。


    　簡単に自己紹介をすませ、谷崎先輩は早さつ速そくとばかりに身を乗り出してきた。


    「私たち女優なんだけどね？　声優にも興味あるのよ。アニメだって結構見るんだから」


    「そうなんですか」


    「外がい画がの吹き替えとかすごくやってみたいのよね。そしたら、なんだかそういう話をしてるから、つい……。良かったら、そういう現場のこととか、ちょっと聞かせてもらえたらな～って……駄だ目め？」


    「いえ、そんなことは。もちろん、収録の時間や場所、内容についてなどは話せませんけど」


    　どんな作品の収録であっても、どのスタジオで誰だれが来てなどの情報は口こう外がい禁止だ。無関係な人を仕事場に来させないようにするためだが、女優である彼女たちもそれくらいのことはわかっているだろう。


    「えぇ、そういうことじゃなくて、声優としてどういう仕事をするのかっていうこと。外画の吹き替え……アテレコ。俳優と声優のやり方に何か差があるのかな、とか」


    「あぁ、そういうことって気になりますよね。私も以前、子役の経験がありますから、そうした疑問はよくわかります」


    「あら、役者経験あるのね」


    　先輩たちの表情が、ぐっと軽くなる。


    　おかげで私も話しやすくなった。


    「ですけど、それでしたら私がお話しするより、私たちのリーダーのほうが経験豊富ですから、より先輩たちのご質問にお答えできるのではないかと思います。今は仕事でいませんけど、明日の昼は確か一緒にいられると思いますので」


    「……リーダーって、あの神かん崎ざき花はな名なっていう子？」


    「はい、ご存じでしたか」


    「あぁ、目立つよね、あの子……」


    　谷たに崎ざき先輩の表情が少しだけ曇くもる。


    「ちょっとテンション高いかな～って……あぁ、悪い意味じゃないんだけどね？　あとはその……オタクっぽいところがあって、話しかけにくいかな」


    　谷崎先輩と御み子こ柴しば先輩が、目を合わせて苦笑する。


    「オタクっぽいってなんですか？　花名さんはとてもしっかりとした役者ですけど」


    「ご、ごめんなさい。悪く言おうとしたつもりはないんだけど……」


    　怒ったわけではないけど、平坦な口調で言ったことで場を緊きん張ちようさせてしまったかもしれない。


    　それにしても、オタクっぽい、という言葉は悪口になるのだろうか。役者だって、言わば演劇オタクというものかもしれないのに。


    「でもホント、花名ちゃんって役者っていうよりはアニメの人っていう感じが……」


    　由ゆ美み子こちゃんの言葉に、月つき姫ひさんがムッとする。


    　その横から、麻あさ美みさんがにっこりとしながら話を繋つないだ。


    「けど、友達になると楽しい人だと思うよ？　明るくて力強くて、引っ張っていってくれそうな感じ、するもん。私、彼女のそういうところいいと思うな」


    「なの！」


    　麻美さんのフォローに気をよくする月姫さん。


    　私もほっと和やわらいで、先輩たちに向き直った。


    「そうです。ちょっとハイテンション過ぎることはありますけど、友達思いで仕事熱心な人ですよ。先輩たちの質問にも、しっかりと答えてくれると思います」


    　私の言葉に月姫さんと麻美さんが笑顔で頷うなずく。


    　その笑顔で、由美子ちゃんと先輩たちも緊張を解いてくれた。


    



    「……っていうことが、お昼にあったんだ」


    　夜。私は涼すず風かに、昼の学食であった話をしていた。


    「ふむぅ……」


    　涼風は学習机の椅い子すに着き、風ふ呂ろ上がりのスキンケアをしつつ眉まゆをひそめる。


    　私は二段ベッドの下に座り、そのまま眠ってしまっても構わない感じで寝転がった。


    「こら、心こ鳥とり。あなたも一緒にスキンケアしなさい」


    　涼風は何か白い丸いものを指先にはめ、それで顔を擦こすっていた。


    　確か、絹一〇〇％のまゆ玉というもので、顔の産うぶ毛げを処理してるのだとかなんとか。


    「いいよ。なんか面倒臭くさそうだし」


    「面倒でもやるのが身だしなみってものでしょ！　ほらっ、やり方は前に教えたわよね？」


    　お湯に浸ひたされて、濡ぬれたまゆ玉を渡される。


    　抵抗すると怒られるので、仕方なく涼すず風かの真ま似ねをして顔を擦こすった。


    「あぁほら、強く擦っちゃ駄だ目めよ？　鏡を見て、毛穴の汚れがあるところを優やさしく撫なでるの。あとは、産うぶ毛げも取れると思うからね……そうそう、引っ張ったりしちゃ駄目よ？」


    「うーん……これで何がどうなってるのか、さっぱりわからない……」


    「そういう地道な努力が、明日の美び貌ぼうを作るのよ」


    　こうして顔を擦っていれば涼風のような美少女になれる、というのならばいくらでも擦るが、顔の造形が変わるわけではない。


    　だけど、美しさもこうした努力の積み重ねの上なのだ、ということには素直に感心する。


    　仕方なく、涼風の真似をしてケアを始める。一瞬の沈黙の後、涼風がふっと口を開いた。


    「……その先輩たち、ちょっと、ううん。だいぶ失礼よね」


    「いや、本当に悪気はなかったと思うよ？　なんと言うか、客観的な意見って感じで」


    「そう？　それならまぁ」


    　花はな名なさんを尊敬している涼風としては、少しでも悪く言われるのは不快らしい。


    　もちろん私も、悪く言われたのなら反論を強くしただろう。


    「声優とかアニメのことを、オタクっぽい、とかって簡単な言葉でくくらないで欲しいわよね。どうも悪意が込められてるようで、その言われかた好きじゃないわ」


    「そういうものかな」


    　私はそういうふうに受け取らなかったけど、涼風も悪口に感じるらしい。


    「それで？　その先輩たちはどうするって？」


    「どうって、花名さんに話を聞くかどうかってこと？　うん……やっぱり、また私に話が聞きたいって。とりあえず今気になってるのは、私の吹き替え仕事の方みたいだし」


    「……そう」


    　一いち[image: ]べつされ、軽い吐息を吐かれた。


    　まだ不満げなので、少し明るめのトーンで話しかける。


    「安心してよ涼風。先輩たちと話しをする時にもう一度、花名さんがいかにすごい声優なのかって説明はするからさ。それに花名さんだって吹き替えの仕事はこなしてるんだから、やっぱり同席してもらった方が話しは弾むと思うし……涼風？」


    　涼風の視線に冷たいものを感じる。


    「……何よ？」


    「いや、まだ何か言いたいことがありそうだなと思って」


    　綺き麗れいな頰ほおがぷっくりと膨ふくれる。


    「別にっ…………。……ただ、先輩女子にまで言い寄られるなんてって思っただけでっ」


    「言い寄られるというか、話しかけられただけだけど」


    「そうねっ。よりによってわたしのいない時にねっ」


    　ムッとして顔を逸そらす涼すず風か。


    　やっぱりまだ、花はな名なさんを悪く言われたと怒っているのだろうか。


    「……なんでそうも、話しかけられやすいのかしら」


    「うーん。街でもよく、人に道を聞かれたりするよ」


    　涼風がふっと私の手に手を伸ばしてきたので、鼻を摘つままれるのかとドキッとする。


    　どうやらそうではなく、私は肌を強く擦こすっていたらしい。少しだけ私の手の動きを押さえると、涼風はまた自分のケアに戻った。


    「そういえば、聞いたことがあるわ。人に道を聞かれやすい人はね、矢印が出てるんだって」


    「矢印？」


    　涼風は頭の上に手をやり、自分を指さした。


    「頭の上にね？　こう……わたしなら質問に答えてあげるよ、っていう矢印と言うか目印があるらしいわ。わたしは見たことないし、道を聞かれたこともないからわからないけどね」


    「ははっ、何それ」


    　もちろん本当に出てるわけではなくて、そういうイメージがある、ということなのだろう。


    　確かに私は話しかけられたり、道を聞かれることが多い。実家の鎌かま倉くらに住んでいたときは、観光客が多いから地元民としてはそれが普通なのだと思っていたけど。


    「……いい人に見える、っていうことでしょ。それはいいことだと思うわ……けど」


    「けど？」


    　ムッとして睨にらまれる。


    「その相手が女性ばっかりっていうのが気になって仕方ないわ……まぁ、男の人に話しかけられるのはもっと嫌いやだけど」


    「あー……そういえば、話しかけられるのは女性からが多いかな、と言うか、ほとんど女性？　あれ……もしかして、男性に話しかけられたことってないかも？」


    　思いだす範囲で、見ず知らずの男性から話しかけられた記憶は浮かばなかった。


    　すると、涼風の眉み間けんに、ぐっとしわが寄る。


    「はいはいっ、相変わらずおモテになるようでっ」


    　唇くちびるを尖とがらせても涼風の美び貌ぼうは変わらないけど、綺き麗れいだからこそ怖こわさがある。


    　そもそも、どうして怒られているのかわからないので、なだめるのも一苦労なのだった。
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    ｔａｋｅ．２　城き戸ど涼すず風かの五月下旬


    



    　わたし──城戸涼風は、そつなくこなす、ということが得意と言えると思う。


    　勉強では要点だけを上う手まくまとめて、テストの成績が悪くならないように心がけていた。高得点を取って頭がいいなんて褒ほめられることはなかったけど、平均点よりは上をキープ。


    　スポーツは全般的に苦にが手てだったけど、歌手になりたいという夢を叶かなえるためにダンスだけは熱心に学んだ。大きな胸が邪じや魔まだと何度も思ったけど、これがチャームポイントになることも知っていたので、上手く付き合っていくことに留意してきた。


    　学校の友だちや、ご近所付き合いなどの人間関係も大きなミスはしなかったと思う。


    　それと、幼い頃ころから習い事はそれなりにさせてもらってきた。ピアノ、茶道、華道、書道。どれもそつなくこなしたけど……のめり込みはしなかった。


    　わたしがのめり込んだのは、アニメだった。


    　アイドル歌手になりたいという夢は、いつしかアニソン歌手になりたいという夢に変わり、そして声優でありながら歌手でもあるという形に落ち着いた。


    　その夢を叶えるためならば、これまでどおり、いえ、これまで以上に、ほかのことはそつなくこなしていかなければならない。


    　例えば、学校の成績を落とすような真ま似ねは、断固として避けなければならないだろう……。


    



    「っふぅ～～……」


    　中間テストの結果が返ってきた。


    　今日戻ってきた数学のクラス平均は五十三点、学年平均は五十九点。


    　わたしは……七十点を取ることができた。安あん[image: ]どの吐と息いきが、長いブレスで吐はき出される。


    「いや～、今回も平均点ギリギリだった。心こ鳥とりちゃんにヤマ張ってもらえてなかったらどうなってたことか……」


    　花はな名なさんもため息を吐き、額ひたいの汗を拭ぬぐう仕し草ぐさをする。


    　点数を隠す気はないようなので、答案用紙を覗のぞき込む。


    「……なんで五点刻みのテストで五十三点なんですか、花名さん」


    「途中の式は当てずっぽうだったけど、答えだけ合ってたからオマケしてくれたみたい」


    　ほらここ、と示した部分が三点だった。


    　ぴったり平均点を取るなんて、偶然にしてもできすぎた話だと思う。


    「月つき姫ひさんはどうでしたか？」


    　心鳥が月姫さんの答案用紙を覗き込む。


    「七十五点だったの。心鳥ちゃんは……わぁ、すごい。九十点なの～！」


    「今回は出題範囲が狭くて助かっただけですよ。期末テストでは気を抜かないようにしないといけません」


    「うぅ、今からもう期末テストのことを考えるのは、さすがにイヤなの～」


    「それもそうですけど、きっと、あっと言う間ですよ」


    　花はな名なさんも心こ鳥とりの答案を覗のぞき込む。


    「心鳥ちゃん、頭いいよね～。ほかの教科も、もっと頼りにさせてもらわなくっちゃ」


    「それはいいですけど、自分でも勉強してくださいよ」


    　心鳥は多忙な花名さんに勉強を教えていた。


    　人に教えることは自分の勉強にもなるのだろうけど、それ以外では特にガリ勉をしていた様子はなかった。勉強よりもジョギングやストレッチに時間を割さいていたはずなのに、この成績は羨うらやましい。


    「それに、すべての教科が得意というわけではないですよ？　現国や古文なんかは、むしろ苦にが手てな部類ですし」


    「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。それでも、あたしよりはいいはずだから。よろしくお願いしますだー！」


    「わ、わかりましたから、抱きつかないでくださいっ」


    　他た力りき本ほん願がんな宣言をして心鳥にしがみつく花名さん。


    　困った顔をしつつも、頼られることが嫌いではない心鳥はまんざらでもない様子。


    　わたしも心鳥を頼ろうか……そんな思いはすぐに、羞しゆう恥ち心しんで搔かき消される。


    　仕事で授業に出られなかったときは仕方ないけど、そうじゃないときは自分の勉強の面倒くらい自分で見なければ。


    　次のテストでは七十点と九十点の差を少しでも埋めてやるんだから！


    



    「涼すずちゃん、スマホ鳴ってたよ」


    　夜。お風ふ呂ろから上がると、花名さんが声をかけてくれた。


    　ダイニングテーブルに置きっぱなしだったスマートフォンを手にすると、上の兄からの着信履り歴れき。


    　特に何事もない定期的な電話だろうけど、かけ直したほうがいいかしら……と思った矢先に、今度は下の兄から電話が来た。


    「……はい。あぁ、ヨウ兄……うん？　えぇ大丈夫よ？　んもう、お風呂入ってただけだってば。はいはい、ダイ兄の電話に出られなくてごめんなさい」


    　ヨウ兄さんの電話の向こうで、ダイ兄さんが「俺が先にかけたんだぞ」と喚わめく声が聞こえる。


    「面倒だから、わざわざかけ直さないようにさせてね？　あとでちょっと代わってくれればいいでしょ……んもう。うん、元気。学校生活も、同居生活も、仕事のほうもね……うん、順調よ。風か邪ぜなんてひいてないから安心して？」


    　毎回同じことを言ってると思うのだけど、それで心配性の兄たちが安心してくれるならいいか。


    　まずは下の兄、ヨウ兄と話す。少しすると上の兄、ダイ兄がヨウ兄から電話を奪ったようで、そのまま話した。


    　合わせて十分ほど話し、お休みなさい、と言って電話を切る。


    　そこでようやく、まだ髪を乾かしていないことに気がついた。


    「まったくもうっ。兄さんたちのせいで風か邪ぜひいちゃうわっ」


    　慌あわてて脱衣所に戻って、しばしドライヤーと格闘。髪に熱がこもらないように気をつけながら、十分に髪を乾かして居間に戻った。


    　お風ふ呂ろ上がりのヨーグルトドリンクを手に、ソファで一休み。


    　花はな名なさんと月つき姫ひさんがソファに並んで座っていた。花名さんは先ほどからずっと自分が声の出演をしたゲームをプレイしていたけど、私を目にして止やめる。


    「一口ちょうだい？」


    「どうぞ」


    　花名さんは遠えん慮りよなくがぶりと一口飲み、ぷはーっと口元を拭ぬぐった。


    　半分ほど飲まれてしまったけど、注つぎ足しに戻るのも面倒なので気にしないでおく。


    「はななん、もらいすぎなの」


    「なはは。注ぎ足してきまーす」


    　止める間もなく、グラスを取ってキッチンへと走る花名さん。


    　戻ってきたグラスには、真っ白なドリンクがなみなみと注そそがれていた。


    「……こんなにいりませんから、もう少し飲んでくださいよ」


    「なはは、いっただっきまーす」


    　グラス八分目になったところで、ようやくわたしの手に戻ってきた。


    　花名さんが飲んだ部分に、くっきりとヨーグルトの跡が残ってる……これは、どうしたらいいのかしら。間接キスはしない方がいいわよね!?


    「ねぇねぇ、涼すずちゃんってよく電話してるよね。相手はいつもお兄さんなの？　二人いるの？」


    「え!?　兄ですか？　……えぇ、双ふた子ごなんです。大だい地ち兄さんと、大たい洋よう兄さん。もう社会人なんですけど、どうにも心配性で」


    　言いながらグラスの向きを変え、花名さんが飲んだ口とは違う場所から飲む。


    　ほっと一息吐いて花名さんたちを見ると、何な故ぜか月姫さんがほっとした顔をしていた。


    「お兄ちゃんが二人！　いいなぁ、しかも涼ちゃんのお兄さんってことは、すんごい美形なんだろうなぁ。あたしは一人っ子だから兄きよう妹だいってわかんないけど、美形の双子兄とか萌もえまくりだわ」


    　わたしのドキドキや月姫さんの表情に気づくこともなく、花名さんはいつものテンションで話を続ける。


    「美形って……まぁ、悪い顔立ちではないと思いますけど、大したことはありませんよ？」


    　兄の容姿の美び醜しゆうについてなど、考えたこともなかった。


    「いやいや、絶対イケメンだって。写真ないの？　見せてよ～？」


    「お見せするほどの兄たちではないですけどね……えっと、ん～～……はい、こちらです」


    　二人の写真ならスマホのカメラデータの中に大量に入っている。


    「こちらが上の兄、大だい地ちです……。そして、次の写真が下の大たい洋よう。だいたい、どちらかが写真を撮って、どちらかと一緒に写る、というのがパターンですね」


    「おぉ、やっぱりイケメンだ……ほかのも見ていい？」


    「構かまいませんよ。あぁ、たまに三人で写ってるのは、父か母が撮ってくれたものですね」


    　家族の写真を見られるのは、どことなくこそばゆいけど悪い気はしない。


    　うちは家族仲がいいほうだと思ってるので、誰だれに見せても恥ずかしくはないから。


    「わぁ、涼すずちゃん可か愛わいい。これ、中学校の制服？」


    「えぇそうです。冬の写真なので、着ぶくれしちゃってますね……加か賀がの冬は寒いんですよ」


    　月つき姫ひさんも覗のぞき込んでくる。


    「そういえば、月姫さんは弟さんと妹さんでしたっけ？」


    「そうなの。弟の桃もも太たは今こ年とし小三で、妹の織おり鶴づるは小五……。月姫も携帯電話で写真撮ってあるから、見てみる？」


    「本当ですか？　是ぜ非ひ！」


    　わかったの、と嬉うれしそうに飛び跳はねて部屋に戻る月姫さん。


    　そのほほえましさに、花はな名なさんと二人笑顔を交わす。


    「月姫さんのところは、うちと違って下に離れてるんですね。うちの兄は、今年で二十四になるので」


    「そっかー……。あと、心こ鳥とりちゃんのお姉さんは大学生だっけ？」


    「そう言ってましたね。確か、二は十た歳ちでしたっけ……三歳差ですか」


    「コスプレに造ぞう詣けい深く、心鳥ちゃんをアニメに引きずり込んだ張本人……いいなぁ、そういうお姉ちゃんとか欲しかったなぁ。小学生の弟妹とか可愛いんだろうなぁ。しかも姫ひめちゃんの弟妹だよ？　可愛くないはずがない！　あーっ、でも涼ちゃんのイケメン兄ズとかもいいなぁ。お姫さま扱いなんだろうなぁ。うわ──ん。兄弟欲しいー！」


    　だだっ子のようにジタバタする花名さん。


    　そしてふと気づく。


    　花名さんは一人っ子だからこそ、こんなにもわがまま放題なのだろうな、と。


    「さすがに今からでは大変なんじゃないですか？　しかも、花名さんのご両親と言えば、今も第一線で活躍中の人気声優なんですし」


    「あー、そうねー、まだまだ忙しさがハンパないみたいだしねー……だからって、娘が高校生になってるのにろくに電話もしてこないとか、親としてどうなのかと思うよねー」


    「そ、それは……花はな名なさんを信用してるから、だと思いますよ？」


    　慌あわててフォローする。けど、言葉尻じりにさほどの悪意は感じられないから問題ないかしら。


    「違うね。絶対、自分の仕事が楽しくて、娘なんぞに構ってられないだけだね……あぁその点、涼すずちゃんのお兄さんズはいいなぁ。イケメンで妹思いで毎週のように電話を欠かさない……いいなぁ、シスコン兄。萌もえるなぁ……き、禁断の兄きよう妹だい愛とか……うひょっ」


    「そんなのじゃありません！　んもう、はななんのエッチ！」


    　兄妹仲がいいだけなのに、あやしげな妄もう想そうを搔かき立てられてはたまらない。


    　実際に兄妹のいる家族で、そんなことを考える人はいないと思うけど……あ。花名さんは、いないから考えるのね。


    　私もたまに、姉がいたら、という妄想をしてみたりする。


    　そしてふと心こ鳥とりのことを思いだし、心鳥とあのお姉さんとの間はどれほどの親密さなのだろうか、なんて──。


    「みんなで集まって何話してたんですか？」


    「──ッ！」


    　妄想ではなく、心鳥本人の声が聞こえて驚いてしまう。


    　携帯電話を持って戻ってきた月つき姫ひさんが、心鳥も連れてきたようだ。その手にはやはり、携帯電話が握られている。


    「みんなの兄妹の写真鑑賞会になってるのでーっす」


    「なるほど、だから携帯なんですね……。でも私、姉の写真はあまり撮ってないですよ？　むしろ、劇団の子とか、中学のバスケ部の友達とかですね」


    　花名さんの言葉に頷うなずき、わたしの隣に座る心鳥。月姫さんは定位置の花名さん横。


    　決まり事ではないけど、四人でソファに座るときはだいたいこの並びだ。テレビ正面の窓際ぎわが月姫さん、隣に花名さん。Ｌ字に並んだ二人掛けソファの、テレビ側に心鳥、そして花名さんに近いほうがわたし。


    「心鳥ちゃん。さっきは電話中に押しかけちゃってごめんね？　お話、中断させちゃった？」


    　月姫さんが申し訳なさそうな顔で心鳥に言う。


    「いえ、もう話し終わってましたから大だい丈じよう夫ぶですよ。ちょっとした報告だけでしたので」


    「心鳥ちゃんも電話してたんだ？　今日は電話の多い日だね」


    「はい。団長から……あぁ、以前入っていた児童劇団、桜おう花かの団長です。次の公演スケジュールについて聞かせてもらっただけですから」


    　何気なく言う花名さんに、心鳥が律りち儀ぎに答える。


    「ゴールデンウィーク中の公演は、手伝いどころか観に行くこともできませんでしたからね……次はなるべく行きたいと思いまして」


    「まだ劇団の方にも参加してるの？」


    　月つき姫ひさんの問いに、心こ鳥とりが明るい笑みを見せる。


    「はい！　裏方の手伝いとかさせてもらうことがあるんです。勉強にもなるし、後輩たちの演技を見るのも楽しいですから！」


    　なるほど、と頷うなずく月姫さんと花はな名なさん。


    「そっか。ゴールデンウィーク中はレコーディングや、第一話収録合わせの練習で忙しかったもんね。次はいつ頃ごろやるの？」


    　主題歌収録をしたときの苦悩を思いだしたのか、心鳥の表情に少しだけ陰かげが落ちる。けど、すぐに気を取り直して、明るく答える。


    「はい。八月上旬にやるそうなので、なんとか都合を合わせたいです」


    「八月か。先の長い話……なーんて言ってられないよね。あたしも一緒に観に行きたいから、スケジュール調整しなくっちゃ」


    「もちろん月姫も一緒に行くの。楽しみなの～」


    　もちろん私も、と頷く。


    　ちょうどそのとき、花名さんのスマホが鳴った。


    「あ、あれ、お母さんだ……なんだかなぁ、もう。今日はホントに電話だらけだねっ」


    　照れ笑う花名さん。わたしはさっきのむくれ顔を見てるので、思わず噴ふき出してしまう。


    　花名さんへの電話は、娘の生活を心配する母親からのものだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　マネージャーの数す寄き屋やさんは、夕食の時間が過ぎ、わたしたちがマンションでお風ふ呂ろに入る順番を決めている頃を見み計はからって訪れてくることが多い。


    「こちらが【絶ぜつ界かいの破竜剣士ジークフリート】ドラマＣＤ台本と……。はい、こちらがファンレターです」


    「えっ、こんなにですか!?」


    　数寄屋さんが取りだした封ふう筒とうの多さに目を丸くする心鳥。


    　わたしも隣でそれを見ながら、内心ギョッとしていた。


    「ドラマＣＤの発売が告知されているので、それを喜んでいるファンからのものがほとんどです。特にこのＣＤは心鳥さんの演じてるカールがメインになる話で、しかも原作者さん書き下ろしのオリジナルストーリーですから」


    【絶界の破竜剣士】は心鳥が中学三年生の一月から三月の間に出演していた少年漫まん画が原作アニメ。内容は熱いバトルモノで、主人公の親友の少年カール役は心鳥のボーイッシュな声や演技にぴったりとはまった当たり役と言えた。


    「オリジナルストーリーは嬉うれしいですけど……プレッシャーでもありますね」


    　受け取ったファンレターを一つめくり、二つめくり、心こ鳥とりは喜びと不安をない交まぜにした顔を見せる。くすぐったさを我が慢まんしてるようなその顔は、わたしの心までくすぐるかのよう。


    「うわー、見事に女性ファンばっかりだね。さすがは心鳥ちゃん……女泣かせ～」


    「だ、誰だれがですかっ」


    「なはは。いい意味で泣かせてるんならいいんじゃない？　カール君、格好いいからね。その素す敵てきっぷりに嬉し涙するファンが多いのはわかるな」


    　花はな名なさんの言葉に、わたしも頷うなずかざるを得ない。


    　確かに、心鳥にとってこの役は大きな当たり役だったと言える。


    「その作品、もう一回アニメ化するのよね？　それなのに、ドラマＣＤもあるの？」


    「それはねぇ……うりゃっ」


    　首を傾かしげる月つき姫ひさんを、背後から抱き締める花名さん。


    「アニメ第二期までの間、ファンの関心を引き留めておくためのアイテムだからさ。しかも、心鳥ちゃんの演じるカール君は人気上位キャラだからね。書き下ろしまでしてくれたとなると、二期への意気込みも相当のものって感じがするよ」


    「円盤の売り上げも上々のようです。このＣＤも、売り上げを見込まれてますね」


    　数す寄き屋やさんの笑みに、心鳥はたじろぐ。


    「うぅ、ですからプレッシャーが……。それに私、ドラマＣＤは初めてですし」


    「あぁそっか、まだ未経験なんだっけ。でもま、周りは全員知った顔なんだし、気楽にやれるんじゃないの？」


    　気軽に言う花名さんだけど、心鳥の表情は晴れない。


    「それはそうですけど、男性声優さんが多い現場ですから……なんと言いますか、こう、熱気がすごくてですね」


    「バトルモノだしねぇ。熱い男たちに囲まれた逆ハーレムの収録……心鳥ちゃんは未経験……な、なんだかとってもアダルティな雰囲気がっ」


    「「花名さんっ」」


    　非難の声が心鳥とハモる。だけど、わたしたちに責められたところで、花名さんはいつものようになははと笑うばかり。


    「心鳥ちゃん以外にも女性声優さんはいるんでしょ？　だったら特にハーレムってほどでもないよ。気にしない気にしない……それより、二期も決まってるんだから気合い入れてかからないとだね」


    「それは……はいっ。頑がん張ばります！」


    　台本を胸に、ぐっと力を入れる心鳥。きっと、いいドラマＣＤになるだろう。


    「それにしても本当に、このファンレターの多さはすごいね。やっぱり女性ファンを摑つかむと違うなぁ……あたし、こんなにまとめてファンレター来たことないよ」


    　花はな名なさんが心こ鳥とりのファンレターの束たばを羨うらやましそうに持ち上げた。


    「女性ファンのほうが、熱心な人が多いのかな？」


    　月つき姫ひさんの質問に、花名さんはそうだねと頷うなずき、束をテーブルに戻す。


    「もちろん男性ファンも熱心な人は多いけどね。こういう、手紙っていう形とかはやっぱ女性のほうが多いかな。プレゼントとか……あとはそうそう、バレンタインのチョコとかさ」


    「バレンタイン？」


    「だから、例えば心鳥ちゃんの演じてるカール君宛あてにチョコが届くんだよ。心鳥ちゃんに、ではなくて、カール君に、ってところが重要ね」


    　花名さんの説明に首を傾かしげたままの月姫さん。


    「たとえ二次元の相手であっても、恋心を抑えられないのが乙女ってものさ！　でもチョコは二次元に送れないから、三次元にいる中の人宛にチョコを送るってワケ。でも、アニメ化してなくても、原作者さん宛にチョコやプレゼント送るファンもたくさんいるね」


    「ファンの人の愛情ってすごいの。心鳥ちゃん、いっぱいファンの人がいて羨ましいの～」


    「い、いえそんな……。ありがとうございます」


    　女性ファンばかりとは言え、確かに羨ましい。


    　わたしはあまり、ファンレターをもらったことがないから。


    　これが、男性ファンのほうが多いから、という理由だけならまだいいけど、手紙を送るほどでもないと思われているだけなのだとしたら寂さびしい。


    「月姫さんも、今後たくさんのファンの人に恵まれてもらいたいですね。そのためにも、次のオーディション用のテープ、ちゃんと作りましょう」


    　数す寄き屋やさんが書類を取りだして、月姫さんに手渡す。


    「またオーディションがあるの？」


    「まだまだ、これからもたくさんありますよ。今度のはショートアニメですが、平日毎日放送するＪＨＫアニメです」


    　数寄屋さんの言葉に、全員の目が見開く。


    　ＪＨＫとは、ジャパン放送協会──国内唯一の公共放送のこと。


    「な、なんとっ、ＪＨＫアニメか！　ちょっと百ゆ合り子こさん、それあたしも受けたい！」


    「もちろんわたしだって……あ、あの、ほかの役のオーディションはないんですか？」


    　花名さんとわたしが、数寄屋さんに食いつかんばかりに攻め込む。


    「すみません。今回はありません」


    　そう言って数寄屋さんは残念そうに首を振った。


    「すごいですね月姫さん、最近どんどんオーディションが入ってきてませんか？」


    　わたしたちの落らく胆たんを気にもせず、心鳥は月姫さんと目を合わせる。


    「そうかな？　でもまだ、受かったのはあんまりないの」


    「いやいや、これからですよ。次のオーディションも頑がん張ばってくださいね」


    「ありがとうなの」


    　月つき姫ひさんの言葉に、数す寄き屋やさんが頷うなずく。


    「そうですね。月姫さんには頑張っていただくとして……。花はな名なさんと涼すず風かさんのこの作品へのオーディションはありません。だいいち、花名さんはもう十分多忙ですから、これ以上のレギュラー仕事は控えていただきます」


    「もっともっと仕事したいのになぁ」


    「その熱意を【天てん空くうのフォーチューン】に向けてください。もちろん、ほかのレギュラーも大切に……それに、端は役やくの仕事は一番入りますしね」


    　数寄屋さんは落ち着いて、花名さんの仕事状況を確認した。


    　そしてわたしを見て、同じように微ほほ笑えむ。


    「涼風さんも、まず目の前に次のドラマＣＤの仕事がありますから。今回の【ローズとりっぷ】は今のところまだドラマＣＤですが、後々アニメ化も視野に入れられている作品です。アニメ化に際して声優の変更がなくてすむよう、個性を発揮していただかないと」


    「……はい、それは。で、でも、声優の変更がある場合、わたしがどうこうできるものでは」


    　卑ひ屈くつな感じになってしまったと、言った端から後こう悔かいする。


    「それはそうですが、最近では変更がない場合も増えていますし、必ず全員が変わるのではない場合もあります。その際、涼風さんだけでも残れるように努力することは、決して無む駄だではないですよね？」


    「もちろん、やらせていただく以上、誠せい心しん誠せい意い努めます！」


    　メインキャラクターでも端役でも、意気込みに差はない。あってはいけない。


    　わたしは声優として、どんな仕事にも全力で挑むと決めているから。


    「あとは事務所の意向として、涼風さんの演じるキャラクターの方向性、というものはあると思っておいてください。その方向性の幅を広げていくのは、今後の涼風さんの努力次第です」


    「……はい！」


    　今、目の前にある仕事を十二分にこなしてこそ、新たな仕事のチャンスも生まれるということだ。わがままを言うだけの人間にはなりたくないのだから、結果を見せていかなければならないだろう。


    「心こ鳥とりさんも仕事は順調に埋まってきていますから、まずはやはりひとつひとつの仕事をしっかりとこなしていただければと」


    「はい、ありがとうございます」


    　心鳥は心鳥で、すでにいくつかのデモテープを提出しているはず。


    　それはわたしも同じなので、確かに焦あせって何から何まで受けたがっても仕方ないか。高校生活とのバランス、そして何よりも、【天てん空くうのフォーチューン】に注力しなければならないのだし。


    「月つき姫ひさんが今、オーディションを多く受けているように見えるのは、来年に向けての布ふ石せきの意味が大きいんです。まずは月姫さんの存在を知ってもらうことが大切ですからね」


    「まっ、心配しなくても【天空のフォーチューン】で大ブレイク間違いないけどね！」


    　数す寄き屋やさんの言葉を継ついで、花はな名なさんが鼻息荒く宣のたまう。


    　それはわたしも同じ意見だし、心こ鳥とりもそうだろう。


    　オーディションの多さに嫉しつ妬としても、わたしたちはみんな月姫さんのことが大好きだから。


    



    　数寄屋さんが帰ったあと、花名さんと月姫さんが[image: ]そろって入浴する。


    　わたしは自室で、先日もらったばかりのドラマＣＤ【ローズとりっぷ】の台本を読んでいた。


    「……う、うーん」


    「ん？　どうかしたの？」


    　同じく、もらったばかりのドラマＣＤ台本を読んでいた心鳥が、わたしの呻うめきを聞いて顔を上げる。


    　お互い学習机に着きながら読んでいたけど、心鳥が椅い子すごとわたしのほうに寄ってきた。


    「何か難しい漢字でもあった？」


    「なんでわたしが漢字読めない子扱いなのよ。そんなことじゃなくて……」


    「なくて？」


    　口ごもるわたしの横から、台本を覗のぞき込む心鳥。


    　普通なら見られても恥ずかしいことなんてないんだけど、この作品に関してはちょっと恥ずかしい……何な故ぜなら。


    「……キスシーンがあるの？」


    「あるのよ。しかも、その……たくさん」


    　この【ローズとりっぷ】という作品への出演オファーがあってすぐ、原作コミックを電子書籍で購入して読んでみた。


    　既き刊かん二巻。三巻の発売タイミングに合わせてのドラマＣＤ化とのこと。


    　この作品のテーマは……女の子同士のキス！　いわゆる百ゆ合りモノと呼ばれる作品。


    　当然、ドラマＣＤでもキスシーンがあるに決まっている。一通り台本を読んでみたけど、驚くことにおよそ六十分の作中でわたしのキャラのキスシーンだけで十回もあった。


    　わかっていたことだけど、こうもキスシーンだらけなのは悩ましい。と言うか恥ずかしい。


    「キスシーンか……えーっと、まさかとは思うんだけど、実際にキスしたりは──」


    「しないに決まってるでしょ！」


    「だ、だよね、あはは……」


    　これだから演劇畑の人間は！


    　自分自身を観せる演劇の世界では、実際にキスをするんでしょうけど……。


    「でもさ？　アニメなら絵があるからキスってわかるけど、ドラマＣＤの場合ってどうするの？」


    「どうって、もちろん演技はするわよ」


    「だから、どうやって？　チュッ、とか自分で言うの？　でもそれって擬ぎ音おんだよね」


    「それはその……そういう演技がある……らしい……」


    　無む邪じや気きに訊きいてくる心こ鳥とりの顔が近くて、どぎまぎしてしまう。


    　今、ちょっと顔を傾けるだけでもキスできてしまうのではないか、と思ってしまって……って、何思ってるのかわたし！


    　落ち着け。落ち着いて……。


    「キス音！　……と、言うのがあるのよ」


    「きすおん、ってアニメのタイトルみたいだね」


    「お馬ば鹿かーっ。キスの音よ。キスするときの音の演技のことよ！」


    　心鳥のすらりと高い鼻を摘つまんで怒る。


    「ふわわっ、ふぁっ、わかってるってばっ。冗じよう談だんだよ、冗談……あうっ」


    「真ま面じ目めな話をしてるんだからふざけないでよねっ」


    「はい。……それで？　キス音って、どうやって出すの？」


    「…………」


    　そう言われましても。


    「わかんないの？」


    「……………………」


    　わからないわけではないんですけども。


    「じゃあ、花はな名なさんに訊いてみよう。きっと知って──」


    「きゃー！　し、知ってるでしょうけど、知ってるだろうから訊くのが怖こわいのよー！」


    　心鳥のほっぺたを両手で挟はさんでうにうにと捏こねる。


    　怒ってるわけではないので、抓つねるわけにはいかない。


    「ふにゅう……まぁ、言いたいことはわからなくもにゃい……前の、喘あえぎ声講座みたいになっひゃうかもしれないもんにぇ」


    「うぅ……そうなのよ。だけど、そうだとしても、やっぱりはななんに訊くのが一番……」


    　実のところ、キス音の出し方自体は知ってる。


    　だけど、それが上う手まくやれるかどうかと言うと、やはり百ひやく戦せん錬れん磨まの花名さんに手本を見せてもらうのが一番だと思うわけで。


    　しかしながら、そのことでまた弄いじられるのは必定。大好きな先輩声優ではあるのだけど、あのエロオヤジっぽさには困りものだわ。


    「……涼すず風かさぁ。もう、呼び方意識するのやめたら？」


    「は？　何よいきなり。なんの呼び方？」


    　いきなり脈みやく絡らくのないことを言われ、まだ心こ鳥とりの頰ほおを撫なでていたことに気がついて離す。


    「だから、花はな名なさんの呼び方。最近、結構な割合ではななんって呼んでるよ？　花名さんも気にしてないんだから、無む理りしてさんづけで呼ばなくていいんじゃないかな」


    「そう……かもしれないけど。それならあなただって、あんまり丁てい寧ねいに話さなくてもいいんじゃないの？」


    「そ、そうだね。せっかく親密になるための同居生活なんだから、こうして気楽に話せるようにはなっていきたいと思ってるよ……涼風相手みたいに、ね」


    「……フン！」


    　軽くぺちんと音を立てて、心鳥のほっぺを両手で挟はさむ。


    　わたしにだけ見せる、こうした気やすい部分が失われてしまうかもしれない、というのは少しだけ寂さびしいけど、全員がもっと親密になったほうがいいのは確かよね。


    「呼び方のことは追おい々おい考えるわ。それより今は、キス音のことでしょ」


    「しょうでした……しょれで、どうやってキス音出すにょ？　やり方を知らないなら、やっぱり花名さんに訊きいたほうがよくない？」


    「やり方は知ってるのよ。えっとこうして手の甲をね……」


    　心鳥の頰から手を離し、左手の甲を口元に持っていく。


    　そして、軽く吸って──チュッと音を出した。


    「おお！」


    「……っ！」


    　興味深げに見る心鳥の視線が恥ずかしくて、つい目を逸そらしてしまう。


    「あ、あんまりじろじろ見ないでよね……。これが、基本的なキス音の出し方、のはず」


    「はずって、確証はないんだ？」


    「前、別の現場でほかの声優さんがやってるのを盗み見ただけだからね……こんなこと、今まで誰だれかに訊く機会もなければ、キスシーンばっかりの作品に出たことがあるわけでもないし」


    　自分が赤せき面めんしているのがわかる。


    　けど、顔を覆おおうことではないはずだ。


    「なるほど。私もやってみよう！　ふむ……ん、んん？　んっちゅ、んむ？　ん～っちゅ！　うーん、わざとらしいかな？」


    「ど、どうかしら……わざとらしくないキス音なんて、聞いたことないからわからないけど」


    「それもそうか。でもほら、アニメやドラマでのキスシーンを思いだして……思いだしながら、あの音を再現してみよう。んむ、んん、んん……んっちゅ、ちゅっ、チュブ！　んむむっ」


    　心鳥は強く吸いすぎているのか、下品な音を出して眉まゆをひそめた。


    　だけど懲こりずに、また手の甲に吸いつく。


    「違うよね。もっとこう、軽やかな感じと言うか……んっちゅ、ちゅむ、ちゅっちゅっぷ……んっちゅ、ちゅぶ！　っぷはぁ！　違う違うっ……ちゅっ？　んっちゅ、ちゅぶっ、ちゅぶぶ。じゅぶぅう──って違ぁあう！」


    「強く吸いすぎなのよ！　軽やかに、でしょ？　だからもっとこう……ん、んん、ちゅむん。んん、んっちゅ、んちゅっ……でもこれだと、音が出てる気がしないわね……もっとかしら、もっとこう……ちゅぶっ！　うぅ、んっちゅ、ちゅぶっ、んじゅる！」


    　なんて汚らしい音！　頰ほおどころか、耳まで赤くなっていくのがわかる。


    「ははは、二人して啜すすっちゃってるね。えっと、キスってどうやってやるんだっけ？」


    「どうって、どういうこと!?」


    　何を言い出すのこの子は！


    「だから普通のキス……人と人が普通にするキスだよ。あれって、唇くちびるを重ねてるだけ……だよね？　啜ったりしないよね？」


    「そ、そんなの知らないわよっ」


    「知らないよねぇ……したこと、ないし？」


    　心こ鳥とりも赤せき面めんしながら、わたしをうかがうような目をする。


    「わたしだってないわよ！　あ、あるとか思ってたわけ!?」


    「いや……涼すず風か、モテてただろうなと思って……」


    「心鳥のほうがよっぽどモテてたじゃない！　モテてたんでしょ!?」


    　心鳥の視線から逃れきることができず、あっちを向いたりこっちを向いたりと挙きよ動どう不ふ審しんな動きをしてしまう。


    「だから、私の場合はモテてたと言うか、みんなが仲良くしてくれただけで……涼風の場合はさ、ちゃんと恋愛感情としてモテてたんだろうなぁと」


    「だからってキスなんてしたことないわよ──っ」


    「ははは……」


    　自慢ではないけど、幼い頃ころから男子にはとてもモテました。


    　だけどわたしは、歌手になりたい、声優になりたい、という夢を優先していたし、習い事も多かったから、恋愛に割さく時間はなかったの。


    　いや、正直に言ってしまえば、三次元の異性に興味を持てる相手はいなかったのね。


    　逆に言えば、二次元の相手とのキスは何度も妄もう想そうしたわよ文句ある!?　……と、心鳥に暴ばく露ろするのも恥ずかしいので口をつぐむ。


    「まぁ、実際にキスしたからって、演技としてのキス音が出せるわけじゃないだろうけどさ」


    　それはそうでしょうね。


    「けどやっぱり、実際にキスしたときに音が出るのかどうかは気になるね」


    　ならなくはないけどねっ。


    「だからってまさか、試すわけにもいかないしね」


    　誰だれと誰が試すっていうの!?


    「涼すず風か。顔、真っ赤すぎ……可か愛わいい──」


    　な、な、な、な、なぁ!?

  


  [image: ]


  
    「──けど。演技の一環なんだから、そんなに真っ赤になってたら仕事にならないよ？　照れてるところ見せたりしたら、相手の声優さんだって気にしちゃうしさ」


    「………………………………」


    「とはいえ、相手も女性声優さんっていうのが、まだしも救いだよね。男性相手だったら緊きん張ちよう度合いはもっとすごいことになってたかも……それに演技とは言え男性とのキスシーンとか、ちょっとなぁぶふっ、おふぁ!?」


    　心こ鳥とりのすべすべとした細い頰ほおを、思い切り摘つまんで引っ張る！


    「あ、あぁ、あなたって人はぁああああああああああ」


    「いひゃい、いひゃいよすずふぁ？　ひゃにするんやよぉお～～！」


    「このこのこのっ……あぁもうっ、なんなのよもぉおおおおおおお！」


    　……それから数日、キス音の練習はできなかった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「【天てん空くうのフォーチューン】ＯＶＡ版第二話のアフレコには取材が入ります。収録風景の撮影もありますので、意識しておいてください。インタビューもありまして、これが質問事項です。答えは明後日までに考えておいてください。私のほうで一度確認しますので。それとその週末、ＯＶＡムック用のグラビア撮影もあります。制服以外に、お気に入りの私服を二点ほど用意しておいてください。もしない場合はこちらで準備したものを着ていただく形でも──」


    　マネージャー数す寄き屋やさんが【天空のフォーチューン】ＯＶＡ版第二話の台本を手に、当日までに準備しておくものの説明をする。


    　わたしは説明を聞きながら、ついにこの日が来た、と胸躍おどらせていた。


    



    　夜。数寄屋さんが帰ったマンションの居間に全員が[image: ]そろう。


    「月つき姫ひ……撮影してもらえるような服、持ってないの」


    「私もないです……」


    　月姫さんと心こ鳥とりが、がっくりと肩を落とす。


    「あたしはどうしようっかな……。別の撮影で着た服っていうのも、ちょっと寂さびしいし」


    　花はな名なさんは声優誌やアニメ誌で何度も顔出しをしているので衣装の問題もないだろうし、気構えの問題もないだろう。


    　しかし。他人の衣装にまで気を遣つかう余裕はないと見た。


    「撮影ごとに洋服買ってたら、すぐにお金なくなっちゃうの」


    「ふっ、ふふふふふ！　ご安心ください月姫さん……衣装なら、ほら！　こんなこともあろうかとすでに用意してありますから！」


    「わぁ!?」


    　ファッションブランドの紙バッグの中から、月姫さん用に買っておいたトップスとスカートを取りだしてみせる。


    　数寄屋さんが帰ってすぐ、同じマンション内にある自分の家から持ってきておいたのだ。


    「……あるんだ」


    　呆あきれる心鳥は無視して、別のブランドのバッグからはワンピースを取りだした。


    「ほらほら、こちらも良くお似合いだと思うんです。是ぜ非ひ着てください、今着てください、なんなら着替えさせて差し上げましょう、そうしましょう」


    「涼すずちゃん……相変わらずファッションのことになると、勢いがはななんに似てくるの……」


    　花名さんに似ているなんてむしろ光栄ですけども、と笑いつつ、小物類なども取りだして並べてみせる。


    「春に購入したものと合わせてみてもいいと思うんです。こちらのサマーカーディガンなどは色合いもいいですが、まず何よりも素材がいいんですよね。ほら、見た目がまず違うと思いませんか？　こちらなども──」


    「あはは……涼すずちゃん、顔近いの～……」


    「ストップストップ。月つき姫ひさんが困ってるでしょ」


    　心こ鳥とりに肩を取られ、目の前数センチのところに月姫さんの顔があることに気づく。


    　だけど、それくらいテンションが上がるのも仕方のないこと。


    　グラビア撮影となれば、大手を振って月姫さんを飾り立てられるのだから！


    「それでは月姫さん、着てみてください。着て見せてくださいっ」


    「これ、月姫用なの？　また涼ちゃんに買ってもらうなんて……」


    「大だい丈じよう夫ぶです。それはわたしのものです」


    　あごに指を当て、にんまりと笑う。


    「けど、サイズが月姫にしか合わないような？」


    「わたしがっ、月姫さんに着てもらうために買った、わたしの服です！　ですからこれはお貸しするだけです。遠えん慮りよなく借りてください！　なんならずっと持っていていただいても構かまいませんよ！」


    「わ──……」


    　月姫さんの乾いた笑いは、見て見ぬふりをする。


    「涼すず風か。いいわけが無む茶ちや苦く茶ちやだよ」


    　呆あきれた声を放つ心鳥に、わたしはぐっと胸を張る。


    「そんなことないわ。わたしは可か愛わいいものが好きなの。可愛いものを愛めでるのが大好きなの。だから絶対に似合うと思った可愛い服は着てもらいたいでしょう？　服だって自分を活いかしてくれる人に着てもらいたいと思っているはずだわ。ほら、とっても論理的で合理的でしょう。無茶なんて一言も言っていないわ」


    　自分でも驚くほどスムーズに喋しやべれて気持ちがいい。


    「ちなみに、心鳥の衣装も用意してあるわ。そっちのバッグから好きなのを選んで着てちょうだい。むしろ代わる代わる全部着てちょうだい」


    「あ。やっぱり私の分もあるんだね」


    「貸してあげるだけよ？　ほら、ぐずぐずしないの」


    「……はいはい」


    　ことファッションに関してわたしに逆さからっても無む駄だだと悟さとったのか、心鳥はそそくさと着替え始める。


    　この場には女子しかいないとは言え、なんの抵抗もなく下着姿になる心鳥。


    　その姿を見て月姫さんもゆっくりと着替え始めるけど、心鳥ほど大だい胆たんにはならず、上う手まくあちこちを隠していた。


    「あのー、涼すずにゃん？　あたしのもあったりするのかにゃー？　にゃーにゃー？」


    　遠えん慮りよがちに、しかし挑発的に尋たずねてくる花はな名なさん。


    　わたしは、むふん、と鼻を鳴らしてとっておきの紙バッグを差し出す。


    「花名さんには、是ぜ非ひこれを着ていただきたく！」


    「えーと、あのー……これは、服でしょうか？」


    　紙バッグに目を落とす花名さん。


    「もちろん服ですよ？　服以外を着たりしないですよね？」


    「まぁそれはそうなんですけどね。でも、二人の衣装と比べると……紙バッグに書いてある、お店の有名ブランドの名前がど──にも気になるんですが」


    　さすがにそこは見落とさないか。


    　しかし、それでひるむわたしではない！


    「大だい丈じよう夫ぶです。きっと似合います。サイズも合ってるはずです。さぁ着ましょう。すぐ着ましょう。なんなら脱がせて──」


    「着ます着ますっ。涼にゃんのエッチぃ……あ。でも、エッチなことしないなら、脱がせてくれてもいいのよ？」


    「そうですか。では遠慮なく脱がせてあげましょう。この衣装は特殊なので、着方がわからないかもしれませんからね！　ねぇ！」


    　花名さんににじり寄る。


    　その顔に、墓穴を掘った、と書いてあるのも見て見ぬふりをした。


    



    　しんと静まり返った室内で、花名さんが大きく息を吸う。


    「『希望を抱いだく者、絶望を糧かてとする者。どちらの思いが強いかなんて、わたしにはわからない。それがわかるのはきっと……。次回、【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】最終回。わたしと、大好きなあなたと。……いざ、尋じん常じように剣舞勝負っ』」
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    　模も造ぞう刀とうを手に高らかと語る花名さん。わたしはその姿をうっとりと眺ながめていた……が。


    「ぶは──っ。はっ、恥ずい！　かぐらコスしながらかぐらの台詞せりふ言わされるとか、どんだけ羞しゆう恥ちプレイ!?　これは感情解放できるできないの問題じゃないよ！」


    　頭を抱かかえてしゃがみ込む花名さん。その姿が、情けなくも愛らしい。


    　わたしが花名さんに用意した衣装は、三月まで放送していた花名さん出演のアニメ【鳳凰剣姫かぐら】の主役・かぐらのコスプレ衣装＆作中で使用してた刀の模造品だった。


    「いえいえ、十分できてましたよ。素す敵てきです、ブラボー！」


    「ぐあ──！　涼ちゃんの意地悪っぷり、ここに極まれり！　あたしを弄いじるためだけにお金かけすぎだよ!?」


    「この姿の花名さんが見られるのなら安いものだわ」


    「うぎゃ──！　涼すずちゃんマジぶーせれ！」


    　拍手するわたしを見て悶もだえ苦しむ花はな名なさん。半分はノリでやっているのだろうけど、耳まで赤いので半分は本気の恥じらいかもしれない。


    「春までやってた【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】最終話の予告ですか。すごい、よく覚えてますね」


    「いや～、だいたいこんな感じだったかな、というくらいで完かん璧ぺきじゃないとは思うけどね。さすがに台本引っ張り出して確認するほどでもないかと」


    　素直に褒ほめる心こ鳥とりに、頭を搔かく花名さん。


    「はななん格好いいの。衣装もとっても似合ってるの～」


    「そりゃあ、キャラクターの中の人ですからね！　顔は似てないですけどね！　声はクリソツっつーか本人ですからね！　なはは、なはは、なはははははは……」


    　月つき姫ひさんも無む邪じや気きに褒めるので、花名さんはまんざらではないようだ。


    「ねー涼ちゃーん。もうこれ脱いでもいいー？」


    　……と思ったら、そうでもなかった。


    「せっかく、かぐらの衣装が発売されていたんだから、花名さん自身が着てみないでどうするんですか」


    「どうもこうも……。これまでも自キャラコスはしたことあるけど、それはほら、その作品のイベントとかでさ。こう、プライベートで着るとか、結構恥ずかしいんすよ」


    　ちょっぴり困った様子の花はな名なさんは珍しいので、つい可か愛わいいなと思ってしまう。


    　つまりまだ脱がせたくないということなので、その哀あい願がんは却下。にこにこして見せると、花名さんは諦あきらめて首を垂たれた。


    「本当に似合ってるの。まるではななんのために作られた衣装なの～」


    「中肉中背のボディにぴったりの作りだよ。しかも、市販品の割りに結構出来がいい……最近のコス屋さんの衣装って、馬ば鹿かにできないもんだねぇ」


    「コス屋さんって、コスプレ衣装屋さんっていうこと？　こういう衣装を専門で作ってるお店があるの？」


    「あるんだよね、これが。熱心なレイヤーは自分で作ることが多いんだけど、簡単に気分だけ味わいたい人とか、ほかで忙しくて手が回らない人とかに重宝されてるの」


    　月つき姫ひさんの質問に、いつものようにささっと答える花名さん。


    　だけど、不意にわたしを向いて恨うらめしそうな目をする。


    「でもまさか、中の人に着せるためだけに安くないコスプレ衣装を買う人間なんて、あたしは涼すずちゃんのほかには知らない」


    「お褒ほめにあずかり恐きよう縮しゆくですわ、おほほほほ！」


    「ぐぬぬ……お金持ちはマネーの使い方がおかしい」


    　それはそうかもしれない。


    　だけど、趣味にお金を使うのは老ろう若にやく男だん女じよ問わずだと思う。そしてわたしは、アニメ関連のオタクでありつつ、ファッションや美容も趣味なので、何も間違ってはいないはず。


    「あぁ、早く【天てん空くうのフォーチューン】の学校制服やエレメンティア姿のコスプレ衣装が欲しいです。なんなら、職人さんを手配して作ってしまいましょうか」


    「なはは……涼にゃんが言うと冗じよう談だんに聞こえないにゃー」


    　花名さんの言葉に、心こ鳥とりも月姫さんも頷うなずく。


    「もちろん、一〇〇％本気ですよ？　今から採寸してしまいましょうか。この際ですから、皆さんのスリーサイズまでもミリ単位でしっっっかりと測らせていただきましょうか～～！」


    　わたしにとっての楽しい夜は、まだまだこれからだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    【天空のフォーチューン】ＯＶＡ版は、すでにわたしたちのキャラクターが精せい霊れい魔法を使える状態での日常を描いており、キャラクター紹介的な話や精霊、魔法についての設定、舞台になる街の紹介をかねた物語になっている。


    　テレビ版ではキャラクターが精霊魔法を使えるようになるまでの話からするそうなので、このＯＶＡ版は言わばテレビ版本編が始まってからの間に挟はさまるような作りになっているとのこと。


    　まずはキャラクターの可か愛わいさや、精せい霊れい魔法を使う際に変身した姿・精霊少女の美しさとその歌声を確認してもらう、〝日常系アニメ〟に分類されるような作品になっていた。


    



    「──はい。本線は今のをいただきました。では次、Ｂパート頭からの別録どりに入ります」


    　音響監督・椎しい名なさんの声がブース内に響く。


    　わたしはほっと息を吐はき、出番が来るまでひとまず、と自分の席に座る。そして背後の棚たなに置いてあるペットボトル飲料を取ろうと体を捻ひねった。


    　そこで、見学者の男性と目が合う。


    　背後は大きなガラス張りの壁。そのすぐ向こうは見学者用のソファ席があり、さらにその向こうが収録機材のあるスペースになっている。


    　今日のアフレコには取材が入る、とは聞いていたけど、見学者席にびっしりと人が埋まるほどとは思っていなかった。


    　目が合った中年男性に、軽くお辞じ儀ぎをして微ほほ笑えむ。どういう関係の方かはわからないけど、おかしいな態度を取るわけにはいかない。


    「……取材の人、いっぱいなの。休きゆう憩けい中だと、背後からの視線が気になっちゃうの～」


    　隣に座った月つき姫ひさんが、小声で話しかけてくる。


    　だけど嫌いやがっているとか緊きん張ちようしている風ふうではなくて照れ笑う感じ。まだ何度も収録現場に来たことがないはずなのに、ずいぶんな余裕がある。


    　肝きもが据すわってる、ということだろう。


    　実はわたしは、まだまだこういう環境に慣れていない。


    　もちろん、これまでのほかの現場でも大勢の見学者がいることはあった。特にデビュー作の【ライト・ウインド・オーケストラ】では多かった気がする。


    　演技に入ってしまえば視線はあまり気にならなくなるけど、それでもやっぱり、ふとした瞬間に見られていることを意識してしまう。


    　髪型は崩くずれていないか、衣服の状態はおかしくないか。立ち姿はみっともなくないか、喋しやべる姿を笑われたりはしていないだろうか。


    　他人がわたしの何を見ているのかが、かなり気になってしまうのだ。


    　特にこのスタジオは背後にコントロールルームがあるタイプなので、どう見られているのかが気になる……いや、横手にあるタイプだと人の顔が見えてしまう分、もっと気になるかも。


    　見学者がわたしだけを見ている、だなんてことは思っていないけど、視界に入っているのは確かだろう。


    　プロになる前はずっとインターネット上に動画を配信していただけだから、コメントの書き込みをしてもらうことはあっても直接の視線は感じなかった。


    　心こ鳥とりのように演劇の舞台に立った経験もないし、月つき姫ひさんのように校内放送で喋しやべったり全国大会に出たこともない。小学五年生から声優として表舞台に立ってきた花はな名なさんとは、もちろん比べるべくもない。


    　わたしは四人の中で、圧倒的に人前に立った経験が少なかったのだ……。


    



    　ＯＶＡ版第二話のアフレコが無事終了し、声優全員でコントロールルームに向かって頭を下げる。ありがとうございました、と声を合わせて、それぞれがほっと肩の力を抜く。


    　帰り支じ度たくを始める声優さんたちを見て、収録スタッフの男性が慌あわててブース内に入ってきた。


    「すみません。お願いしていた収録風景の写真を今から撮りますので、もうしばらく残ってください」


    　取材あったんだっけ、と席に戻る男性声優さんに、花名さんがフレンドリーに話しかけていた。今作で初めて共演する方だ、と聞いていたけど、もうずいぶんと打ち解けている様子。


    　誰だれとでも気軽に話せる花名さんの性格が羨うらやましい。


    　もちろん、見学者や取材にもたじろいだ様子は一切なかった。


    「どうしたの涼すず風か、疲れた？」


    　声優たちへの差し入れにといただいたお菓か子しを手にした心鳥が、わたしの隣に戻ってきた。


    「これ食べる？」


    「……いいわ」


    　お菓子のひとつを差し出してくる心鳥。収録が終わったばかりだというのに、よくお菓子を食べようという気になるものだわ。


    　緊きん張ちようや疲れで喉のどは渇いてるし、そもそも空腹を感じるような心の余裕はない。その意味では、心鳥は大物だと思う。


    「取材って、どんなことまで訊きかれるのかな？　前に提出した質問事項だけだと思う？」


    「さぁ、どうかしらね。でも、あまり予定にないことを訊かれても困るわ。まだ言っちゃいけないことのほうが多いでしょうしね」


    　インタビューを受けることは先んじて教えてもらってあるし、その質問と回答も一応決まっている。


    　それはすでに書面で提出しているけど、今この場で同じ質問をされたとしても上う手まく答えられるかどうかはわからない。


    「そういうのは記事にする際にチェックしてもらえるだろうから、心配することないんじゃないの？　意外と現場のノリで答えたほうが楽しい感じになることもあるだろうし」


    「いきなり質問されても困るわよ。ちゃんと考えてからでないと、いい答えにならないし」


    「だから、ノリだってば。スポーツの試合だって、勝ったらインタビューされたりするでしょ？　そういうときに、先んじて回答を用意しておくわけじゃないんだし」


    「それはそうかもしれないけど、わたしはそういう現場のノリみたいなものは苦にが手てなのよっ」


    　自分だって恥ずかしがりのくせに、心こ鳥とりはこういう場に慣れている。


    　なんだか無む性しように悔くやしい。けど、ここで鼻を摘つまんだりほっぺを抓つねったりはできない。


    「涼すずちゃんって、こういう場に慣れてるんだと思ってたの」


    　月つき姫ひさんが話に入ってくる。


    　わたしの視線が逸それたタイミングで、心鳥はまた席を立った。目的はお菓か子しだ。


    　一人で全部食べきらないように注意しなければ……とはいえ、もう収録自体は終わってるのだから、構かまわないかしら。


    　……と、月姫さんの言葉を思いだして、向き直す。


    「い、いえ。意外と慣れていないんですよ、こういうの……。美容やファッションが得意といっておいて、情けない話ですね」


    「ううん、そんなことないの。お化け粧しようやお洋服は楯たてみたいなところもあるもの。月姫はほら、この髪だから視線には慣れてたりするんだけどね？　あぁ、あと声も……あははっ」


    　なるほど。絹糸のような金髪と幼おさな子ごのように愛らしい声は注目を浴びるわよね。


    「だけど、取材を受ける、なんていうのは初めてだからやっぱり緊きん張ちようするの。はななんや心鳥ちゃんは慣れてるでしょう？　だから涼ちゃんが緊張仲間でいてくれて、心強いの～」


    「いえそんな……。わたしこそ心強いです。わたし一人で緊張してると思ってましたから……」


    　月姫さんが手を伸ばしてきたので、両手でそっと握り返す。


    　小さなその手には、仕事を終えたばかりの熱気がこもっている気がする。それとも、月姫さんが元もと々もと温かいのかしら。


    　手からにじんでくる温ぬくもりで、心が静まっていくのがわかった。


    「──それじゃ、先に一通り撮影に入ります。フォーチューンの四人、マイクの前にお願いします。……あ。二人ずつでいいですか？」


    　スタッフさんがわたしたちに起立を促うながす。


    　その後ろから大きなカメラを持ったカメラマンと、採光用のレフ板ばんを持ったアシスタントらしき人がブースに入ってくる。


    　本格的に取材が始まるようだ。


    　月姫さんと目を合わせ、頷うなずき合う。


    「あっとっと……すみません。これ、ちょっと食べちゃいますから待ってくださいっ」


    　慌あわててお菓子を頰ほお張ばる心鳥に、ブース内が笑いに包まれる。


    　わたしは我わがことのように恥ずかしくなり、片手で顔を覆おおってしまった。


    「はい、すみません。もう大だい丈じよう夫ぶですっ……私、どこに立ちましょうか」


    「それじゃ心鳥ちゃんはあたしと一緒にこっち？　そっちのマイクで、涼ちゃんと姫ひめちゃんでいいかな？」


    　慣れている花はな名なさんが心こ鳥とりに、そしてわたしたちにてきぱきと指示を出してくれるので助かる。


    　わたしと月つき姫ひさんは同じマイクの前に立ち、もう一度顔を見合わせて頷うなずき合った。


    「緊きん張ちようはしてても、そういう顔は見せちゃいけませんよね」


    「それも声優としてのお仕事……なのっ」


    　声優は、芸能人だ。


    　ファンだった頃ころの自分の心情を思いだせば、わかりすぎるほどにわかる。


    　ほんの一年少々前までわたしはただの一声優ファンでしかなくて、声優誌やアニメ誌に載る声優さんたちを画面の向こうの存在だと思っていた。


    　いつかは自分も画面の向こうに立つんだと思ってはいたけど、こんなに早く実現できるようになるなんて夢のようで。今でもまだどこかで、妄もう想そうの中にいるんじゃないかなんて思ったりして。


    　だけど、違う。


    　わたしは今、その向こう側にいる。


    　だから、わたしを見てくれる人たちに、プロとしての姿を見せなければならないのよ。


    「では、Ａパートのシーン五十一から絵を出すから、それに合わせてみようか。もちろん、撮影用の収録ね。この線は作品に使わないから安心して」


    　音響監督の声に、またもブース内がどっと笑いに包まれる。


    　そしてわたしは、台詞せりふのための息を吸う……。


    　カメラのフラッシュは眩まぶしかったけど、その眩しさに耐えてこそのプロ声優なんだと心の中で自分を鼓こ舞ぶした。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　わたしたちの通かよう天てん空くう学園高校芸能科は、学校制服での芸能活動を認めている。


    　むしろフォーマルウェアとして推すい奨しようされ、公式の場や写真撮影でも積極的に着用するべしとされていた。


    　なので、今回の【天空のフォーチューン】ＯＶＡ付きムックにおいても、わたしたちの制服姿グラビアが掲載されることになっている。


    　七月発売予定のムック二冊目は、主演声優であるフォーチューンのメンバー四人を中心にした内容になっていた。


    



    　学園には、写真撮影やドラマ撮影に使うためだけの教室がある。


    　普段の授業では使われない教室で、わたしたちは普段自分たちが着ているものではない真新しい制服に身を包んでいた。


    　そしてわたしは一人窓まど辺べに立ち、カメラを向けられている。


    「はい、いいよ……もうちょっと肩の力抜けるかな？　そうそう、楽しいことでも考えて？」


    　カメラマンの言葉で、まだまだ緊きん張ちようが取れていないのだと知らされる。


    　もしくは、表情を作りすぎているのかしら。だけど、それで変な顔を撮られてしまっても困るし……。


    　教室の端はしで、心こ鳥とりたちが出番を待っている。


    　わたしの視線に気づいたのか、花はな名なさんが自分の頰ほおを指でつつきながら声をあげる。


    「涼すずちゃーん。リラックスリラックス～」


    　……やっぱり、緊張してるらしい。


    　頰をつつく仕し草ぐさは、わたしの表情が硬かたいということを表しているのだろう。


    　幼い頃ころから父や兄たちにさんざん写真を撮られてきたけど、それと同じようにリラックスした表情を出すことは難しいようだ。


    「最初に全員で撮ってたときみたいにね。……そうだ、誰だれかと一緒に写ろうか」


    「だったら心鳥ちゃんだね！」


    　カメラマンの言葉に花名さんが反応する。そして心鳥の背を押し、わたしの隣へよこした。


    「わ、私も結構緊張してるんですけど？」


    「一人より二人がいいよね。二人よりも三人、いやいや四人がいい！　力も夢もそして勇気も、それだけ強く、でっかくなるってものですよ。ねぇ！」


    「全員集合しちゃったら、個別撮影の意味がなくなりますよ……ねぇ、涼すず風か」


    　花名さんのガッツポーズに苦笑で返す心鳥。


    　わたしもふっと、肩の力が抜けた気がした。


    「じゃあ、二人で撮ってみようか。カメラのことは気にせず、普段の会話でもしててよ」


    　そう言われても、と心鳥と顔を突つき合わせる。


    「涼風って、こういうのに慣れてるんだと思ってた」


    「撮影？　そうね、自分では結構そのつもりだったんだけど……よく考えてみたら、家族に撮ってもらう写真とは全然違うわよね」


    「ははっ、それはそうだ。私も、コスプレのときとはだいぶ感覚が違うよ」


    　なるほど。コスプレ写真はたくさん撮られていただろうけど、こうしてプロに撮られたわけではないという意味では、わたしの家族写真と大差はないか。


    「一応、ちゃんと衣装を着て、撮影スタジオでプロにとってもらったこともあるんだけどね。それを見るのは自分や家族だけで、多くの人たちに見られるものではなかったし」


    「けど涼風って、写真撮られるの好きなタイプだと思ってたから、緊張したとこ見られるのってなんだか新鮮だよ」


    　生なま意い気きなことを言われ、つい心こ鳥とりの頰ほおに手が伸びる。


    　触れた瞬間、見られてるのだから抓つねってはいけないと理性が働いて、軽くつまむだけにする。


    「フンッ……別に小しよう心しんって言うわけじゃないんだからね？　大がかりな撮影だから、ちょっと緊きん張ちようしてるだけで」


    「ふぁいふぁい、わかってまふよ……っぷはぁ。それに、緊張しいっていうなら、私のほうがよっぽどだしね」


    「あなたの場合、緊張しいって言うより小心って言うほうが合ってる気がするけど」


    　だけど、大きな体の上に大きな態度まで取られてはかなわない。心鳥は、今くらいの心の強さでちょうどいいと思う。


    　なんて……それはわたしの願望かしら？


    　つまんだ指を離して、すらりとした頰をつんつんとつつく。


    　すると珍しく、心鳥もわたしの頰に指を伸ばして、同じようにつついてきた。


    「緊張、ほぐれたみたいだね」


    「……そう？」


    　わたし、そんなに簡単？


    　ただ心鳥が近くにいてくれただけで、肩の力が抜けるだなんて。


    「はい、いいよ。それじゃ、心鳥ちゃんはちょっと離れてくれる？　涼すず風かちゃんだけ、もう少し撮ろうか。……心鳥ちゃんもすぐに撮るから、ちょっと離れてるだけでいいよ」


    　カメラマンの言葉で、心鳥がバックステップで離れていく。


    　けど、目はこちらに向けたまま。


    　わたしはあえてその目から逃れ、心鳥に背を向ける。


    　カメラマンの声とシャッター音にさらされながらも、わたしは心鳥の視線だけを感じて、心の安らぎを覚えていた。


    



    　学園での撮影を一通り終え、車で三十分ほどの場所にある薔ば薇ら園えんが有名な庭園へ。


    　私服に着替えての、グラビア撮影第二弾。庭園の貸し切りには時間制限があるそうなので、てきぱきと撮影準備を進めていく。


    「そりゃ──！　姫ひめちゃん、ぎゅ──っ」


    「むぎゅ──」


    　わたしが選んだ衣装をまとった花はな名なさんと月つき姫ひさんが、薔薇の前で抱き合う……と言うか、花名さんが一方的に抱きつく。


    「……って！　花名さん、化け粧しようが落ちちゃいます！」


    「おぉ、いかんいかん。ついいつもの調子で……。姫ちゃんがまたちょっと硬かたくなってたからさ～」


    　わたしの声に驚いて、月つき姫ひさんの顔を覗のぞき込む花はな名なさん。


    「大だい丈じよう夫ぶ。お化け粧しよう、ほとんどしてないの」


    「だけど、抱きついた拍子にまつげとかが荒れちゃったかもしれないから、もっかいメイクさんに見てもらおう」


    　月姫さんの手を取って、メイクさんのいる車に戻る。


    　わたしは、やれやれと肩をすくめて二人を見送った。


    「涼すず風かはもう大丈夫？」


    　心こ鳥とりがわたしの顔を覗き込んできた。


    　その鼻を、つんとつついて頷うなずく。


    「もう平気よ。それより心鳥、その服、着崩くずれないように注意しなさい。着慣れてない感じが出るのはよくないわ」


    「実際着慣れてないから仕方ないけどね……。結局、涼風の選んだ服で撮られることになっちゃったしさ。こういうときって、スタイリストがついたりするものじゃないのかな？」


    　もっともらしいことを言う心鳥に、肩をすくめてみせる。


    「あのねぇ。いくらわたしたちが期待の新人だからって、最初からちゃんとスタイリストがつくことなんて滅多にないわよ」


    「そっか。そういうものだよね……けど、自分で期待の新人とか言うの、恥ずかしくない？」


    「自信を持つのはいいことでしょう？」


    「そうだけどさ」


    　苦笑する心鳥に、わたしは自信を持って言う。


    「自信があるから、スタイリストは遠えん慮りよしたんだしね」


    「……は？　遠慮って？　えっ……涼風がスタイリスト断ったの？」


    　心鳥の切れ長の目が大きく見開かれる。まるで子供のように素直な表情がとても愛らしい。


    「断っただなんて。わたしはただ数す寄き屋やさんと相談して、みんなの衣装の面倒はわたしに見させてくださいってお願いしただけよ」


    「……断ったんじゃないか」


    　結果的にはそういうことになるかもしれない。


    「けどきっと、スタイリストがついてたとしてもあまり期待できなかったと思うわ。心鳥なんてきっと、もっとふわふわとしたガーリッシュなものをあてがわれたりしたわよ？」


    「そ、そうかな」


    「咲き誇る薔ば薇らとの写真だもの。わたしや月姫さんの可か愛わいらしさに合わせて、あなたも花名さんもフリルたっぷりな衣装を着せられていたんじゃないかしらね」


    「えー……いやまぁ、ないとは言い切れないけどさ」


    　もちろんプロのスタイリストなら、当人のイメージをちゃんと摑つかんだ衣装を当ててくれるだろうとは思う。


    　だけどそれが、わたしの好みに合うかどうか、はわかったものではない。


    　そう！　わたしの好みに！


    「とにかく、あなたはその衣装でばっちりよ。胸を張って撮られなさい」


    「はーい。……涼すず風かもばっちり似合ってるよ。さっきまでの制服姿より、今のほうが輝いてる気がする」


    「そ、そう？　まぁ当然だけどっ」


    　わたしの衣装は、胸の大きさを隠さず、だけど太って見えないようしっかりとウエストを絞ったシンプル目なもの。薔ば薇ら園えんで撮ることも聞いていたので、色柄がらも抑えめにしてある。


    　心こ鳥とりは、その長身や健康的な肉体を見せる感じ。特にすらりと長い脚を見せるためのミニスカートには気をつかった。


    「お待たせ～。姫ひめちゃんのメイク、ばっちり直してもらってきたよ～」


    「なの～」


    　花はな名なさんと月つき姫ひさんが寄ってくる。


    　花名さんの衣装は、リーダーらしく少しゴージャスめに。花名さんの名前に負けないようにと花柄のスカートを中心にしたコーデで。


    　月姫さんはゴスロリテイストの入ったサマードレス。ツインテール用のリボンも少し大きめにして、可か愛わいいウサギさんと見まごうほど。


    　もちろん、靴くつだってちゃんと合わせてある。


    「……か、ん、ぺ、き」


    　四人それぞれの特色を活いかしたスタイリングになっている、はず！


    　現に、数す寄き屋やさんやスタッフから、衣装に関しての指摘はない。そして本人たちからの意見も……と、月姫さんが自分の腕をさすっていることに気がついた。


    「それじゃ始めようか。時間ないからさくさく行く──」


    「あのっ、少し待ってくださいっ」


    　カメラマンの言葉を遮さえぎり、車の衣装ケースからケープを取りだして、月姫さんの元に戻る。


    　二の腕が丸出しになっているドレスに合わせたケープを、小さな背中にかけてあげた。


    「すみません、月姫さん。これで寒くありませんか？」


    「わぁ、ありがとう涼ちゃん。ちょっとだけ肌寒かったから、上着あると嬉うれしいの」


    　見み栄ばえを優先するあまり、気温のことを失しつ念ねんしていた。


    　今回の写真が載るムックは七月発売なので、夏の衣装なのは当然。とはいえ、今日は晴れていて暖かいけどまだ五月。気温はあっても風が吹けば肌寒い。


    「え、寒いですか？　私、これでも暑いくらいですけど……」


    「心鳥は普段から薄着すぎるのよ。今日くらいは、まだ涼しいって感じるのが普通なの」


    　しかも体育会系の心こ鳥とりは基礎体温も高いほうだろう。


    　冷え性のわたしはもとより、たぶん同じく冷え性の月つき姫ひさんにはまだまだ肌寒い季節なの。


    「いいかな？　それじゃ今度は、涼すず風かちゃんと月姫ちゃんの二人から撮ろうか」


    　カメラマンの言葉に、わたしたちは顔を見合わせて頷うなずく。


    「涼ちゃん。この服、とっても可か愛わいいの。綺き麗れいに撮ってもらえるの、楽しみなの」


    「えぇ、わたしも楽しみです。月姫さんの可愛らしさもこれで全国区に……ふふふっ。ですけど、今はまだ独ひとり占めさせてもらいますね」


    　小さな手を握り、カメラの前に歩き出す。


    「ちょっと涼ちゃん？　あたしの姫ひめちゃん独占しちゃ駄だ目めだよ!?」


    　割り込んでこようとする花はな名なさんは、カメラマンのアシスタントに止められる。


    「ぬわ！　邪じや魔まが入った。あたしの姫ちゃんが攫さらわれる、拐かどわかされる──っ」


    「……馬ば鹿かなこと言ってないでください、花名さん。ほら、撮影の邪魔ですよ？」


    「だって心鳥ちゃん、お互いの嫁同士が浮気を……ハッ！　それはつまり、旦だん那な同士も浮気をしろという神のお告げか」


    「旦那って……。花名さんの信仰する神様とは、仲良くできそうにもないですね」


    　すげなく言う心鳥に、花名さんはきゃんきゃん吠ほえつく。


    　わたしと月姫さんはその様子を見て苦笑する。


    「花名さんがいると、どんな場所でも騒がしいですね」


    「うん。だけどそのおかげで、月姫は楽しくお仕事ができるの」


    　……そういえば、化け粧しようを直す前の月姫さんは少し緊きん張ちよう感が戻ってしまっていた。花名さんは、そんな月姫さんを意識してこんな馬鹿騒ぎを？


    　さすが、写真撮影にも慣れている百ひやく戦せん錬れん磨まの花名さん。


    「やっぱりちょっと待って心鳥ちゃん。あの二人がカップルになると、あたしたち二人は負ける……確実に負けるっ」


    「……あまり聞きたくありませんが、何で負けるんですか？」


    「ここだよ、ここ！」


    　花名さんは、自分の胸の前で半円を描く。


    「だってあたしたちは貧乳組だから！　巨乳組と写真を並べられたら、ちょっと悲しいことになっちゃう……あ、でも。今日は水着グラビアじゃないから大だい丈じよう夫ぶか？　よしっ、あたしパッド入れてくるからちょっと待ってて──」


    「あぁもう！　撮影始まってるんだから大人おとなしくしててよ──！」


    　騒ぐ花名さんをたしなめる心鳥。


    　言葉づかいが丁てい寧ねいじゃなくなってるのは、いいことなのか駄だ目めなことなのか……。


    「はななん、別に貧乳じゃないのにねぇ？」


    「突っ込みどころがそこですか、月つき姫ひさん……」


    　この天然風味も月姫さんの可か愛わいいところか。


    　そうした部分までは写真に写らないから、この可愛さを愛めでられるのは側にいるわたしたちだけの特権だろう。


    



    　──写真は表面だけしか写さない。


    　そんな風に思っていたけど、後日できあがってきた写真を見て、わたしはその考えを改めることになった。


    　わたしは綺き麗れいに撮られていたし、心こ鳥とりはスタイリッシュに撮られていた。月姫さんは可愛らしさが抜群に見えたし、何よりも花はな名なさんの表情の多彩さに驚かされる。


    　写真に収められた、本当に楽しそうな表情の花名さん。


    　その笑顔は、側にいるわたしたちだけではなくて、見る者すべての心に鮮明に残るだろうと思わせる。


    　これが神かん崎ざき花名という声優を支えているものの、ひとつなのだと教えられた気がした。
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    ｔａｋｅ．３　恵え比び寿す月つき姫ひの六月上旬


    



    「んーっしょ……んっ、んーっしょ！　んんんんんんんんんしょっと！」


    　妙に力んだ花はな名なの呻うめきが、天てん空くう学園の工芸室内に響き渡った。


    　しかしそれはすぐに、あちらこちらからあがる雑多な声や音に紛まぎれる。


    　工芸室内では、のこぎりで木材を切る音や釘くぎを打ちつける音、そして工芸作業に慣れない芸能科生徒たちの悲鳴にも似た声があがっていた。


    「の、のこぎりって使いにくい……これ、ちゃんと切れてるのかな？」


    「ずれたり曲がったりしてないから、きっと大だい丈じよう夫ぶなの。はななん、ふぁいとなのー」


    「うっしゃー、木こりの父さんは頑がん張ばるぞー！」


    　大きなのこぎりを手に、ベニヤ板を切っていく花名。月姫はそのベニヤ板を押さえる係。


    　最初の頃ころは木材を扱うのにおっかなびっくりだった月姫も、この授業を始めて二か月あまり経たち、ようやく慣れ始めていた。


    〝舞台制作実習〟というこの授業では、天空学園芸能科が毎年恒こう例れいにしている文化祭での舞台劇用の舞台装置を制作している。


    　常にゼロからのスタートで、前年のものを使い回すことは許されない。
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    　毎年、その出来具合を普通科の生徒や見学者たちに見られるので、手を抜くことのできない授業なのだった。


    「ひーめちゃんのたーめなーら、え──んやこーらっと！　っと、っと、んぉおお、曲がるっ、曲がってしまうぅう」


    「真ま面じ目めにやるのー」


    「はいー……とはいえ、これまでのこぎりなんて使ったことなかったからさー。真面目にやっても、ちゃんとできるかどうかは不明だよ」


    「月つき姫ひもないの。実際に木を切ってるところも、この授業で初めて見たの」


    　だよねー、と頷うなずきながらまたベニヤ板を切る花はな名な。なんとか切り終え一ひと息いき吐はくと、背中が汗でびっしょり濡ぬれていることに気づく。


    「とほほ。このあとアフレコなのに……シャワー浴びてる時間あるかなぁ」


    「お仕事なら、授業を早退しても大だい丈じよう夫ぶなの。はななんと……心こ鳥とりちゃんも、このあとお仕事でしょ？」


    「えぇそうですね、私も仕事です」


    　花名と月姫のすぐ近くで、角材にベニヤ板を釘くぎで打ちつけていた心鳥が頷く。


    　その手伝いをしていた涼すず風かが額ひたいの汗を拭ぬぐって、長い息を吐いた。


    「六月に入ったばかりだっていうのに、今日は暑いわよね……。わたしも仕事だったら、すぐにシャワー浴びられたのに」


    「涼ちゃんと月姫は、今日はお仕事ないんだからちゃんと授業に出るの。これも、ちゃんとした授業なの」


    　のこぎりやかなづちを持つ姿が四人の中でもっとも似合わなさそうに見える月姫に言われては、涼風も頷かざるをえない。


    「とはいえ、授業で大だい工く仕事をする芸能科生徒って一体……しかも今から、秋の文化祭用の舞台装置を作るなんて、ちょっと気が早いんじゃないかねぇ」


    　花名のぼやきに、月姫が答える。


    「みんな手間取ってるから、もしかしたらこれでも遅いかもしれないの。大道具も小道具も、衣装だってみんなで作るんだからね」


    「そっかー。まだまだやることはいっぱいあるね」


    　装置や道具を作りながら、舞台自体の稽けい古こもしなければならないのだから、すぐに時間は過ぎていくだろう。


    　それに、楽しい時間は過ぎるのが早い。月姫はこの授業が気に入っていた。


    「でも、こういうのも楽しいですよね。今まで裏方はやったことがなかったから、新鮮な気持ちで取り組めますよ」


    　道具のひとつを完成させ、清すが々すがしい笑顔を見せる心鳥。


    　月つき姫ひも、なの！　と喜びの声を上げる。


    「子役で舞台に出てたときは自分のことだけで手一いつ杯ぱいだったけど、大道具さんや小道具さんの愛情が今になってよくわかります。書き割りひとつ作るのも、こんなに大変だったんだって」


    「きっと、そういうことを感じさせるための授業なんでしょうね。ついでに、文化祭での出し物も一緒に作ろうと言う……一石二鳥ではあるけど、この汗だけはなんとかしてほしいわ」


    「気持ちいい汗じゃないか」


    　目を輝かせる心こ鳥とりに、涼すず風かは肩をすくめて見せた。


    「気持ちいいかもしれないけど、汗でベタベタの体でスタジオには入れないでしょ。花の女子高生声優が汗まみれとかありえないわよ」


    「なはは、そりゃそうだよね」


    　涼風に賛同する花はな名な。心鳥は二人見て、きょとんとする。


    「え？　体操服のままは行かないでしょ？」


    「あーったりまえじゃ──い！」「当たり前でしょう！」


    　心鳥の天然ボケに、花名がオーバーアクションで、涼風は普通に突っ込む。


    　スポーツやダンスで汗をかく日常が当たり前だった心鳥は、匂においに対しての羞しゆう恥ち心しんが薄いのかもしれなかった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　翌日。学園からほど近い、セレスティアル・エンタテインメントの養成所。


    　その一室……ダンスレッスンルームに、花名たち四人は集合していた。


    「あ痛たたたたたたっ、ちょっ、心鳥っ、押しすっ、ぎっ、あっ、くは！」


    「オーバーだなぁ。いつもこれくらいのストレッチはしてるじゃないか」


    「ここまではしてないわよ！　これ以上押されたら股またが裂さけちゃ……んひぃいいいいい！」


    　床に座って股を開いての前ぜん屈くつ。心鳥は涼風の背を押し、ストレッチの補助をしている。


    　しかし、涼風の口から漏もれるのはほとんど悲鳴だった。


    　月姫も同じ状態で花名に補助をしてもらっていたが、響き渡る悲鳴に耐えかねる。


    「心鳥ちゃん。あんまり強くすると、涼ちゃんの体を痛めちゃうの」


    「えぇ……ですけど、準備運動はちゃんとしないといけませんし」


    「準備運動で体が壊れちゃうわよっ」


    　心鳥から逃れ、[image: ]はい[image: ]はいの体ていで月姫にすがりつく涼風。


    　きょとんとするばかりの心鳥に、花名が苦笑する。


    「心鳥ちゃん、テンション上がりすぎだよ。ま、気持ちはわかるけどねん」


    「そ、そんなに上がってませんよ。だけど、ほら……ねぇ？」


    　満まん面めんの笑みを浮かべ、そわそわとする心こ鳥とり。


    　豪華なおやつを目の前にした子供のようなその態度に、涼すず風かは納得の吐と息いきをつく。


    「確かにね。やっと主題歌の振り付けをしてもらえるんだから、嬉うれしいのはわかるわ」


    「だよね！　やっと私たちの歌のダンスができるんだよ？　これを覚えれば、ＰＶだって録とれるし、ステージだって出られるようになるんだから！」


    　興奮しきった様子の心鳥に、三人は微ほほ笑えみを交わす。


    　もちろん、花はな名なたちもテンションが低いわけではない。


    　今日は、先日レコーディングした【天てん空くうのフォーチューン】主題歌の振り付けを教えてもらえるのだから。


    　心鳥の言うとおり、これをマスターすれば主題歌ＣＤ発売の際の特典ＰＶも撮影できるし、ＣＤ発売イベントなどがあった際のステージパフォーマンスもできる。


    　──それと、テンションが上がる理由はもうひとつあった。


    「……お待たせしました皆さん、準備運動は終わりましたか」


    　花名たち四人のマネージャー数す寄き屋や百ゆ合り子こが、ダンス講師の女性を連れて入室する。


    　心鳥が率先してハイと声をあげると、花名たちもそれに倣ならい、そして百合子と講師の前に整列した。


    「こちらが皆さんにダンスを振り付けてくださいます、山やま岸ぎしローラさんです」


    「ハイ。日本人だけどローラです。ミンナ、ビシバシいくからヨロシクネ！」


    　エキゾチックな容姿と英語じみたイントネーションの喋しやべりが特徴的な女性だ。その引き締まった肉体を惜おしむことなく晒さらしている。


    　いかにもダンサー然としたその肉体を見て、月つき姫ひは心の中で感嘆の声をあげる。それと同時に、ダンスについていけるのかな、という不安も湧わいた。


    「……さて、早さつ速そくダンスレッスンに入りたいと思います。まずはオープニング主題歌ＡｅｔエーｈｅｒテルＬｉｎｋリンク、そしてエンディング主題歌のｒｅｔｒｉｅｖｅリトリーヴ。どちらもローラさんに教わりますし、今後の【天空のフォーチューン】における楽曲もほぼローラさんにお願いします」


    　百合子の説明に、月姫たちは改めてローラを見つめる。声優ユニットフォーチューンとしてのダンスは、ローラのセンスにかかっているというわけだ。


    　近年、歌を披ひ露ろうする声優はもとより、アニメ作品自体においても振付師が必要になることが格段に増えている。


    　アニメのオープニングやエンディングの映像で、キャラクターたちがダンスをすることはずいぶん昔から見られる演出のひとつであるが、最近では振付師の名前が発表される作品もあるほど。


    【天空のフォーチューン】ではオープニング・エンディングどちらもキャラクターがダンスをすることはないが、声優ユニットフォーチューンとしてはダンスを披露しなければならない。


    「皆さんのフォーチューンは、夏の終わりの一大アニソンイベント〝アニソン夏休みライブ〟への参加が決まっていますので、しっかりとダンスを覚えてくださいね」


    「はい！　頑がん張ばります！」


    　にこやかに言う百ゆ合り子こに、心こ鳥とりが興奮して大声で返事する。


    　アニソン夏休みライブへの出演。心鳥のテンションが上がっていた大きな理由がそれだった。


    



    　アニソン夏休みライブ──通称〝アライブ〟はここ十年、毎年夏休みの終わりに開催されている、アニメソングのライブイベント。


    　今こ年としは十年目の節ふし目めとなり、スリーデイズの大型公演におよそ十万人弱の集客が予想されている。


    　花はな名なたちフォーチューンは、八月中頃ごろに発売されるＯＶＡ付きムック最終巻の特典映像で先んじて顔出しはするものの、生出演はこのイベントが初になる。


    　そして、【天てん空くうのフォーチューン】主題歌のライブも初披ひ露ろうされることになっていた。


    



    「うっ、うわぁあああ！　ボーカル付き音源で練習するんですかぁあああ!?」


    　先ほどまで意い気き揚よう々ようだった心鳥が、頭を抱かかえて青ざめる。


    　レッスンルーム内には、先月頭に収録したオープニング主題歌ＡｅｔエーｈｅｒテルＬｉｎｋリンクが全員のボーカル付き完全版で流されていた。


    「そりゃそうでしょ。実際のライブでは、歌いながら踊るんだからね？」


    　呆あきれる涼すず風かに、心鳥は助けを請こうような顔を見せる。


    「そ、そうだけど……自分の歌を聴きながらなんて……は、恥ずかしい……」


    「恥ずかしがってる場合じゃないでしょっ」


    「はにゃ～～、涼風ぁ、鼻ゃ伸びひゃうよ～～」


    　涼風が心鳥の鼻をつまむ光景も、もはや日常だった。


    　花名と月つき姫ひはもう気にもせず、自分たちのストレッチを終わらせる。


    「それにしても、もうミックスダウンできてたんですね」


    「今け朝さできたばかりだそうです。練習に間に合ってよかったです」


    　涼風の言葉に、百合子がほっとした表情を見せる。


    「徹夜していただいたんですか？　ありがたいですけど、大変そうですね」


    　まだほかの楽曲のレコーディングも残っているし、そもそも【天空のフォーチューン】自体の楽曲数が多いことで、音響関係の作業も慌あわただしいようだった。


    「うぅ、自分の歌声を聴きながらだなんて……」


    「何をぐだぐだ言ってるのよ。まったく問題ない出来じゃない。……まぁ？　かなり弄いじってもらってこの完成度なんでしょうけどね」


    「ひどいよ涼すず風か、そんなのわかってるよ」


    　いじける心こ鳥とりの頰ほおを、涼風が軽く抓つねる。


    「そんなの、わたしだってそうなんだから気にしなくていいのよ。それより、実際のライブでトチらないよう、しっかり練習しないといけないんだから……ほら！　しっかりしなさい！」


    「は、はーい」


    　涼風の活かつで立ち直る心鳥。それもいつものこと。


    　月つき姫ひはそんな二人のやりとりを見て、ふっと口元をほころばせる。


    「姫ひめちゃんは、大だい丈じよう夫ぶ？　自分の歌、恥ずかしくない？」


    「平気なの。自分の声は、放送委員会時代からいっぱい聴いてるの」


    　花はな名なの問いにも笑顔のまま答えた。


    「けど、喋しやべってる声と歌ではずいぶん違うと思いませんか？」


    　二人の話に、心鳥が入り込んでくる。


    「心鳥っ。まだそんな……」


    「いやいや、変な意味じゃなくてさ。歌だと、音程とかリズムもあるから、喋ってるときとはまた違うじゃないか」


    　怒り出す涼風に、慌あわてて弁明する心鳥。


    　しかし月姫はきょとんとして、少ししてからううんと首を振った。


    「喋りでも歌でも、月姫は自分の声にしか聞こえないの」


    「なはは、そりゃそうだ」


    　月姫の言葉に、花名が大きく頷うなずく。そして、準備を終えたローラに向いた。


    「さーて、そろそろ始めようか。ローラ先生、よろしくお願いします！」


    「ハイ、ヨロシクネ！　それじゃ、ハナナとスズカが真ん中ネ。コトリはハナナの横、ツキヒはスズカの横……そうそう。ＡｅｔエーｈｅｒテルＬｉｎｋリンクは、この立ち位置から始めるワ！」


    　これまで、学園でもダンスの授業はあった。


    　ジャズやヒップホップを踊ったが、あくまでも練習用だったので披ひ露ろうするための完成度に持っていくことはなかった。


    　けれど、このダンスは違う。


    　自分たちの歌に合わせて、自分たちの踊りを完成させなければならないのだ。


    「よ、よろしくお願いします、なの！」


    　まだまだダンスが苦にが手てな月姫は、自分に気合いを入れるために人一倍大きな声を張り上げた。


    



    「コトリ、エクセレント！」


    　ローラの高こう揚ようした声が室内に響く。


    　褒ほめられた心鳥は笑顔でさらにもう一ターンして、ポーズを決めた。


    「さ、さすが、心こ鳥とりちゃん……ダンスの才能、マジハンパない……」


    「なんで、ちょっと、教わっただけで……はぁはぁ……通しで、踊れる、のよ」


    　花はな名なと涼すず風かは今にも倒れそうな様子で、肩で息をしていた。


    「……なの……」


    　月つき姫ひはと言えば、床にへたり込んでしまっていた。


    　額ひたいにへばりついた前髪を気にする余裕もなく、ぜーはーと荒い呼吸をする。


    「いえ、まだまだですよ。アイドルダンスはどうしても照れが入っちゃいますので、気合い入れないといけませんね」


    「うーん。こんなに簡単にできるナラ、もっと派手な動きを組み込んでみても良かったカモしれません」


    　ローラの言葉に、花名がぐぇと顔をしかめる。


    「いいダンスですよ？　それに今は動いてませんでしたけど、実際にはフォーメーションも加えますよね？」


    「もちろんソウネ」


    「でしたら、もう十分ですよ。ねぇ、みんな？」


    　へばっている三人を見て、苦笑するローラと心鳥。


    　しかし三人からすれば、二時間近くぶっ続けで踊っているのに平然としている心鳥とローラのほうがおかしいと叫びたかった。


    　特に月姫は体が小さい分、心鳥と比べて体力も低い。


    　涼風は幼い頃ころから個人的にダンスレッスンをしてきていたし、花名はこれまでに発売した楽曲でのダンス経験もあるが、月姫が本格的にダンスを始めたのは天てん空くう学園に入学してから。


    　学園で受けた授業も今日のレッスンも、中学までの体育としてのダンスとは比べられないほどハードなものだった。


    「ダイジョーブ。ミンナ、ちゃんとできてるよ？　ツキヒも動きのタイミングはまだまだダケド、動きそのものはモウだいぶ覚えたカンジね？」


    「動きは、だいたいわかるんですけど、体がまだ、ついていかないの～」


    「なはは、あたしもまだまだ完かん璧ぺきにとはいかないねぇ」


    　月姫の横に座り込み、足を投げ出す花名。


    　その姿を見て、涼風も腰を下ろして息を吐はいた。


    「あぁ、汗すごい……」


    　涼風の呟つぶやきに、花名が目を見張った。


    「ふむ、確かに凄すごい……ブラが透すけ透すけになるほどの汗とは。おっと、あたしもだった」


    「ちょっ……どこ見てるのはななん！」


    「なはは。いいじゃんいいじゃん。あたしのも見えてるんだし……ほれ」


    　ぐい、と胸を張る花はな名な。涼すず風かは腕で胸を隠すが、あまり意味はないなとすぐに手を離す。


    　最初は上下ともジャージだったが、今は全員Ｔシャツと短パンだった。このほうが体の動きがよくわかるし、どのみちこの場には女子しかいないのだから格好を気にすることもない。


    「それにしても、やっぱ涼ちゃんと姫ひめちゃんは、ダンス中の胸が気になる……おっぱいボヨンボヨンなのが超気になる」


    「そんなこと気にしないのっ。……花名さんってば、本当にエッチなんですから」


    「……なの」


    　月つき姫ひ自身も胸のことは気になってはいたが、直じかに言われるとやはりそうなのかとさらに気にしてしまう。


    　身長に比べてやや胸囲があることが、月姫の運動能力を落としている一因だった。


    「ぐへへ、あたしゃスケベオヤジですけどもね。でもさ、その揺れは誰だれだって気になるって。ねぇ心こ鳥とりちゃん。涼ちゃんの胸元気にならない？　……って、まだ動けるのかーい！」


    「……え？　えぇ、まだまだ大だい丈じよう夫ぶですけど？」


    　肩を回していた心鳥は花名の声に数瞬遅れて気がつく。


    　疲れよりも清すが々すがしさを見せる心鳥は、放っておけば何時間でも踊っていそうに見える。


    「バケモノめ……とはいえ、さすがの心鳥ちゃんも汗はかいてるね」


    　見れば、心鳥のブラも透すけている。しかしスポーツタイプのシンプルなものなので、色気はあまり感じられなかった。
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    「そりゃ汗くらいかきますよ。と言うか、汗をかくのが気持ちいいんじゃないですか」


    「見事なまでのスポーツ脳。だからこそのダンス能力だと言うのか……」


    「恐きよう縮しゆくです」


    　茶ちや化かすように言った花はな名なだが、心こ鳥とりは褒ほめ言葉と思って受け入れる。


    　その素直さに花名のほうが、突っ込み待ちだったのに、とばつの悪い顔をした。


    「えっと、それはそれとして、胸の話に戻るけど……」


    「だからっ、それはもういいんだってば！」


    　強引に話を戻そうとする花名に、涼すず風かが口を挟はさむ。


    　首を傾かしげる心鳥に、花名は別の話題を思いつく。


    「じゃーさ。心鳥ちゃんって、ダンスが得意って言うけど、どんなダンスでもいけるの？　ブレイクダンスやタップダンスも？」


    「一応真ま似ね事ごとくらいはできますよ。タップは、床と靴くつが必要ですから今はちょっと。とりあえず、ブレイクダンスしてみましょうか」


    　花名の問いに、言うが早いか、その場で数度飛び跳はねる心鳥。


    　そして、音楽もないままに体をぐるんぐるんと回し始めた。


    「代名詞のヘッドスピンは、用意がないので今はできませんがっ……これがトップロックでっ……そこからのっ、シックスステップ！」


    　立ったまま左右に体を振るダンスから、しゃがみ込んで両腕を軸にして体を回転させ、六回の足運びで一周するシックスステップを見せる。


    　その動きがあまりにもスムーズなので、花名はもとよりダンス講師のローラまで見入ってしまう。


    「大技行きますよっ……んんん！」


    「ウインドミル！」


    　気合いを入れる心鳥の代わりにローラが技名を叫ぶ。


    　ブレイクダンスの代名詞とも言えるウインドミルは、足を九十度以上に広げて背中で回る大技だ。上半身と下半身のひねりが、見る者に感動を与える。


    　目が回りそうな回転を繰り返す心鳥を、全員固かた唾ずを呑のんで見守る。


    　少しすると回転が遅くなっていき、俯うつぶせの状態から逆立ちをした。


    「そしてこれがっ、私の好きなっ……ジョーダン！　んっ、んっ……っと！」


    　片手で逆立ちをして、そのままの姿勢で停とまる。


    　おぉ、と全員が息を呑んだ三秒後、くるりと体を回して綺き麗れいに立ち上がる心鳥。


    「……っふう！　とまぁ、こんな感じ？」


    「お、お、おぉおおお！　すっご、心鳥ちゃんマジすごっ！」


    　にこやかな心こ鳥とりに、花はな名なが目を丸くして叫ぶ。


    　自然と拍手が出ていたのは花名だけではなく、この場にいる全員だった。


    「心鳥ちゃんすごい！　本物のブレイクダンスって、月つき姫ひ初めて見るの！」


    「いや、本物だなんてとんでもない。このくらいなら、ちょっと囓かじった人ならできますから……私なんてまだまだですよ」


    「ううん、月姫には全部できそうにもないの！」


    　人一倍拍手をする月姫を見て、花名たちは確かにと思う。


    　だからと言って、自分たちが真ま似ねできるとも思わなかった。それほどまでに、心鳥のダンスは迫力があった。


    「コトリすごいね！　今のステップ、とってもキレてたよ！　パワームーブも力強くてエクセレントね！」


    「ありがとうございます。恐きよう縮しゆくです」


    　ダンス講師であるローラも褒ほめるほどのダンスだったということだ。


    　花名も月姫も、そして涼すず風かも、心鳥が仲間であることを誇りに思う。


    「なるほど～。そりゃ、これだけ踊れれば、アイドル系ダンスはお手のものだよね」


    「いえいえ。ですからアイドルダンスは少々照れますから……ブレイクダンスやヒップホップなら、照れなくていいんですけどね」


    　褒められて浮かれる心鳥に、花名が追い打ちをかける。


    「照れなんて見えないよ？　ほら、サビの部分のダンス、ちょっと踊ってみてよ？」


    「一人でですか？　さらに照れますが……えっと、たったらった……ん～っと、こうして、こう。こうして、こう──」


    「きゃー！　こっとりん、可か愛わいい～～！」


    　花名から発せられた黄色い声援に、心鳥がずっこける。


    「なっ!?　ちょっと、花名さん!?」


    「こらこら。本番なら、声援に驚いて踊りをやめるわけにはいかないよ？　さぁ、踊って踊って……せーっの！　こっとり──ん！」


    「だから、そのコトリンってなんですか！」


    　なんですか、と言いつつも自分の愛称だと理解して、頰ほおを染める心鳥。


    　涼風も月姫も、ローラも百ゆ合り子こも、場にいる全員が理解して笑いを[image: ]あふれさせる。


    「いや～、やっぱ心鳥ちゃんにも愛称がなくっちゃね？　しかもアイドルダンス中の合いの手なんだから、愛称じゃなくっちゃ駄だ目め駄目っ……てへ！」


    「あ、愛称って……普通に呼び捨てでいいですよ！」


    「駄～目～。今日から心鳥ちゃんはことりん。それがイヤなら、ピヨっち。その二択で！」


    　究極の選択すぎる──心鳥は目を白黒させる。


    「ピヨっち……可か愛わいいの」


    「そ、それは駄だ目めじゃないかと思うんですけど!?」


    　月つき姫ひの言葉に、心こ鳥とり本人ではなく涼すず風かが顔を赤らめて叫ぶ。


    　涼風自身、自分が寝ぼけているときに心鳥を呼ぶ愛称がピヨピヨであることは知っていた。


    「ふむ。それはやはり、ことりんの妻である涼にゃんにしか許されない愛称だから、と？」


    「にゃっ、にゃ──！　誰だれが妻にゃ──！」


    　耳まで赤くした涼風の叫びに、花はな名なはニンマリとする。


    「それはつまり、むしろことりんが妻であると？　涼にゃんが旦だん那なであるということなのかにゃー？」


    「にゃ──っ！」


    　両手で顔を覆おおう涼風に、花名は満足げな鼻息を噴ふく。


    　涼風の恥じ入る姿が見たくて花名が無む茶ちやを言ってるのだとわかる月姫は、苦笑を浮かべるしかなかった。


    「さぁ涼にゃん、どっちがいい？　ことりんか、それともピヨっちか。愛称はいつもひとつ！」


    　人差し指を突き立てる花名にたじろぐ心鳥。


    　両手で顔を覆ったままの涼風の肩を取る。


    「ちょっと涼風？　花名さんを止めてくれないと、私が変な名前になっちゃうんだけど!?」


    「……こ、ことりんでお願いします……」


    「涼風ぁあああああ!?」


    　その細い肩を、がくがくと前後に揺する心鳥。


    　しかし涼風は、心鳥と目を合わそうとしなかった。


    「なははははは！　では、心鳥ちゃんは今日からことりんで！　やっぱアイドル声優たるもの、愛らしいニックネームは必要ですからにゃー。はななん、ことりん、涼にゃん、姫ひめちゃん、これでフォーチューンメンバーはばっちりだにゃ──、にゃ──？　にゃぁあああ！」


    「花名さぁああん!?　なんでそういうことになるんですか──！」


    　迫りくる心鳥に動じることなく、花名はぺろっと舌を出す。


    「ことりんも、そろそろはななんって呼んでくれていいのよ？」


    「ですから、私はそういう可愛らしい言動が似合うような人間ではないとっ」


    「なーに言ってんの。可愛さアピールできないようじゃ、アイドルダンスは完成しないよ？」


    　冗じよう談だんめかしてはいたが、花名の指摘はもっともだった。あまりの正論に、心鳥は口ごもるばかり。


    「格好良くて可愛い、心鳥ちゃんのキャッチフレーズはそれでいいんじゃない？　……あっ、そうだ！　この際だから、自己紹介のフレーズも決めちゃおうよ！」


    「自己紹介のフレーズ？　な、なんですかそれ」


    　心こ鳥とりの顔には、嫌いやな予感がする、と書かれていた。


    「アイドルグループが登場したときに、自己紹介するじゃない？　自分のキャッチフレーズを自分で言って、メンバーや観客が合いの手を入れるアレだよ！」


    「すみませんが、そういうのはよく知らないですから……」


    　追い打ちをかけるように可か愛わいさを要求する花はな名なに、心鳥はたじろぐ。


    　助けを求めるように涼すず風かと月つき姫ひに目を向けるが、二人はなるほどと頷うなずいていた。


    　花名は立ち上がり、うーんと唸うなる。そして何かを思いついて、右手を高くつき上げた。


    「ねぇねぇ、こんな感じとかどう？　『今日も元気だご飯が美お味いしい！　美味しい！　健康第一ダンスが大好き！　大好き！　格好いいのはこの私！　こっとりーん！　可愛らしいのもこの私！　こっとりーん！　美少年から美少女までお任まかせください。フォーチューンのカッコ可愛い担当、ことりんこと高たか見み沢ざわ心鳥です！』……とか」


    　適当な振り付けを交えながら、心鳥の声真ま似ねで流りゆう暢ちように語る花名。


    　月姫と百ゆ合り子こ、そしてローラは素直に感心して拍手をし、涼風は微苦笑を浮かべつつもゆっくりと手を打ち鳴らした。


    「とか、じゃないよ！　そんな恥ずかしい真似できないよ！」


    「この期ごに及んで恥ずかしいだなどと……羞しゆう恥ち心しんを克服できないなんて、ことりんは声優としての基礎練習を一からやり直しだぞ？」


    「あぐぐぐぐ」


    　花名の正論にぐうの音ねも出ない心鳥。


    「さぁ、早さつ速そく練習しよう。あたしのあとに続いてね？　今日も元気だご飯が美味しい！　……はい！」


    「きょ、今日も元気だ……って！　この自己紹介、本当にやる必要あるんですか!?」


    　花名ではなく、マネージャーの百合子に向かって叫ぶ心鳥。


    　百合子は困り顔で首を傾かしげた。


    「えっと、上と相談してから決めましょうか。個人的には面おも白しろいと思いますけど、一般的なアイドルと方向性が被かぶるのはどうかな、とも思いますしね」


    「どうせ自己紹介するにしても、もう少し普通にさせてください！」


    　抵抗を続ける心鳥に、月姫がにっこりと微ほほ笑えみかける。


    「ことりんのキャッチフレーズ、とっても可愛いの。自信を持っていいと思うの～」


    「月姫さんまで～～！」


    



    　後日、このキャッチフレーズ案は却下されたが、ステージ上での自己紹介方法は会議における重要案件となった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「ふへ～～、ただいま～～」


    「ただいま帰りましたー」


    　その日の夜九時半過ぎ。花はな名なと心こ鳥とりが制服姿で帰宅する。


    「おかえりなさい。二人とも、お疲れさまなの」


    　月つき姫ひは二人を出迎え、手にしていたコンビニのビニール袋を受け取った。中に入っているのは、両方とも弁当や総そう菜ざいパンだ。


    「お腹なか空すいた……あーぁ、午後仕事のときは食堂の夕飯が食べられないのが辛つらいよ」


    「本当ですよね。コンビニ弁当は寂さびしい……量も少ないし」


    　花名も心鳥も、ぼやきながらまずは鞄かばんを置きに部屋に戻る。


    　そして着替えることもなく、居間へと向かおうとした。


    「ねぇ二人とも、これから食べるんならお味み[image: ]そ汁しるでも作る？」


    　月姫の言葉に、心鳥が目を輝かせた。


    「本当!?　嬉うれしいです、是ぜ非ひお願いします！」


    「あたしも食べたーい。けど、具はあるの？」


    　花名も頷うなずくが、首を傾かしげる。


    　女子高生四人で住むこの部屋では、普段ほとんど料理をしない。大きな冷蔵庫はあるが、中に入っているのは基本的な調味料とジュースやお菓か子しばかり。


    「お豆とう腐ふと油揚げでいい？　あと、赤だしなの」


    「もちろん。赤だしって、姫ひめちゃんの地元のお味[image: ]汁だよね。食べてみたかったんだ～」


    　先ほどまでの気け怠だるさはどこかに飛んでいったようで、花名も心鳥も笑顔を見せる。


    「それなら、着替えてきて？　その間に作っちゃうの」


    「「は～い！」」


    　二人の明るい返事が、綺き麗れいにハモった。


    



    「あら、月姫さん。何してるんですか？　……それ、お豆腐？」


    「そう。お味[image: ]汁作ってるの～」


    　風ふ呂ろ上がりの涼すず風かが、台所に立つ月姫に寄ってくる。


    　クッキングヒーターを見れば、行ゆき平ひら鍋なべに湯が沸わかされ、白いパックが揺れている。


    「あぁ、二人の夕食用……あら？　お鍋の中の白いのは何です？」


    「かつおぶし粉とにぼし粉が入ってるの。それでお出だ汁しを取るの」


    「ふーん、便利なものがあるのね」


    「ううん。パックに粉を入れて作った自前の出汁パックなの。そのまま入れてもいいんだけど、ちょっと粉っぽくなっちゃうからね」


    　へぇと感心する涼すず風か。


    　そういえば中学生時代、家庭科の授業で作った味み[image: ]そ汁しるは顆か粒りゆう出だ汁しを使っていた。自宅で母の作ってくれた味[image: ]汁とはずいぶん違う味がしたものだと思ったが、こうした一ひと手て間まによるものだったのだと知る。


    「お出汁のいい匂においがしてきたわね。具材はそのお豆とう腐ふだけですか？」


    「油揚げも入れるの。こんなこともあろうかと、冷凍しておいたのがあるの」


    「え!?　油揚げって冷凍できるの？」


    「できるの～」


    　驚く涼風の目の前で、ボウルにお湯を溜ため、凍ったままの油揚げを一枚入れる月つき姫ひ。


    　水面にわっと油が浮くが、見る間に解凍されていくのがわかった。


    「……あ！　いい匂い！」


    「あぁもう、私お腹なかぺこぺこですよ！」


    　部屋着に着替えた花はな名なと心こ鳥とりが、小走りでダイニングに来る。


    　涼風への帰りの挨あい拶さつもそこそこに、花名は月姫の背後に回って後ろからその小さな体を抱きしめた。


    「姫ひめちゃん、お味[image: ]汁できた？」


    「もうすぐなの。あと、包ほう丁ちよう使うときに抱きつかれてたら危ないの！」


    「なはは、ごめんごめん。台所に立つ妻が愛いとおしすぎて」


    　さっと離れる花名に、月姫はほんの少し寂さびしさを覚える。


    　しかし料理中は危ないので、手早く作業を進めていった。


    「あとはお味[image: ]を溶とくだけ。……二人とも、お弁当、温め直す？」


    「コンビニでやってもらったから大だい丈じよう夫ぶだよ。それよりも、お手製のお味[image: ]汁、早く～～」


    「はいはいなの」


    　月姫が手にしたのは、花名がこれまで見たこともない真っ黒な味[image: ]だった。


    　それをスプーンですくい、目分量で鍋に入れて溶かす。見るからに固そうな赤味[image: ]を器用に溶きほぐしていくさまが、月姫の料理上じよう手ずを表していた。


    「はい。お豆腐と油揚げの赤だし、完成なの～！」


    「お──！　ぱちぱちぱち！」


    　月姫に抱きついたままなので、言葉で拍手をする花名。


    　心鳥はにこにこしながらコンビニ袋から弁当を取りだし、さらに総そう菜ざいパンを取りだした。花名の分も取りだして、ダイニングテーブルでいつも座る席に置く。


    「お出汁のいい香りと、お味[image: ]の濃い香り……とっても美お味いしそうだわ」


    「涼ちゃんも食べる？　少し余分に作ってあるの」


    「そうですか？　それなら是ぜ非ひ！」


    　最初からお椀わんは四つ用意してあった。


    　月つき姫ひは二つの椀に少なめに盛り、二つにはたっぷりと注そそいだ。


    「よーっし、食べよう！　いっただっきまーっす！」


    「「「いただきますっ」」」


    　花はな名なの音頭で、全員味み[image: ]そ汁しるをすする。


    　濃いめに取った出だ汁しの風味が鼻び腔こうをくすぐり、さらに濃厚な赤味[image: ]の味が口内を満たす。


    「むっ……これが赤だしっ。このまったりと濃厚でいて、しかしキレのある爽さわやかな味は一体何だというのか！」


    　花名のわざとらしい物言いはいつものことなので、みんな軽く笑って流す。


    「これが赤だしですか……そういえばしばらく前、家族で行った天ぷら屋さんでいただいたことがあるかもしれないです。出汁も味[image: ]も強い味で、なんだか目が覚めるようですね」


    「本当。濃厚だけど、くどくなくて美お味いしいわ……ご飯が欲しくなっちゃうけど」


    　涼すず風かの言葉に、心こ鳥とりが弁当を差し出す。


    「ちょっと食べる？」


    「うっ……でもいいわ。わたしは夕飯は食べたから、これ以上は食べないようにしないと」


    「一口くらい大だい丈じよう夫ぶなのに」


    「その一口が脂あぶら身みのもとなのよ！　炭水化物は基本的に敵なんだから！」


    　とは言いつつも、月姫の味[image: ]汁は綺き麗れいに飲み干す涼風だった。


    



    「ぷは～、美味しかった！　姫ひめちゃん、ありがとう。ごちそうさま！」


    「ごちそうさまです。月姫さんは本当にお料理上じよう手ずなんですね」


    　それぞれの夕食を平らげ、人ひと心ごこ地ちつく花名と心鳥。


    　涼風と月姫も二人の夕食に付き合い、テーブルで過ごしていた。


    「お粗そ末まつさまでした。最初から作るって決めてたら、ナメコとかシジミとかも用意できたの」


    「今日のもすっごく美味しかったよ。豆とう腐ふと油揚げと味[image: ]という大だい豆ず三兄弟すごいよ。今度よそわれるときも願いはそろって同じ椀だよ……ねぇ、ことりん？」


    「うぐっ」


    　いきなり愛称で呼ばれ、飲んでいたお茶を噴ふき出しそうになる心鳥。


    　息を詰まらせて涙目になりながら、花名を睨にらむ。


    「さ、さっきは普通に呼んでくれたのに、なんでまたその呼び方なんですかっ」


    「さっきって、コンビニで会ったとき？　だって、外だとまた恥ずかしがるかと思ってさ～」


    「わきまえてくれるのはありがたいですけどね……」


    　心鳥はこれまでの人生でことりんなんて可か愛わいい呼ばれ方をしたことがなかったので、なかなか簡単には慣れなかった。


    　とはいえ、アイドル声優ユニットとして活動する以上、そうした可か愛わいらしさが必要なのは理解できる。できるが、それと慣れは別物だし、羞しゆう恥ち心しんをコントロールしなければならない声優であっても、恥ずかしさを感じないわけではないのだった。


    「いいじゃない。ことりん、可愛くて月つき姫ひは好きなの」


    「ありがとうございます。少しずつ慣れていければと思いますので……」


    「うーん。いつまでも丁てい寧ねい語でいるから、固いままなんじゃないのかな？」


    「うっ……そ、それもわかってはいるんですが」


    　月姫の言葉に反論できず、言葉を濁す心こ鳥とり。


    　そんな心鳥を見て、三人はやれやれと肩をすくめた。


    「確かにね。場所や周囲の人たちによっては話し方呼び方を変えることもあるでしょうけど、わたしたちだけしかいないこの家の中では、砕くだけて話しちゃっていいと思うわ」


    「おぉ。涼すずにゃんもようやく諦あきらめましたか」


    　にやけ顔の花はな名なに、ツンと顔を背そむける涼すず風か。


    「いっつもふざけてばっかりのはななんに、敬語を使う必要ないって悟さとりましたからー」


    「なはははは、お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく」


    　そんな二人のやりとりを、月姫は微ほほ笑えましげに、心鳥は羨うらやましげに見る。


    「よーっし！　それじゃ、さらに親しん睦ぼくを深めるために、今日はみんなで銭せん湯とうに──」


    「わたしはもうお風ふ呂ろ入りましたから、行くなら三人でどうぞ」


    　花名の台詞せりふを一いつ刀とう両りよう断だんする涼風。


    「自分から仲間外れになろうなんて酷ひどいよ涼にゃん！　あたしたちの友情はどこ行ったの!?」


    「普通に面倒臭くさいだけよっ。また髪乾かすのは手間だし、明後日の収録に向けて練習しないといけないんだから時間が欲しいの！」


    　仕事を盾たてに取られては、強く出られない花名だった。


    「ちぇー。じゃあいいよ。心鳥ちゃんと一緒にお風呂入るから──」


    「遠えん慮りよします」


    「どいひ──！　即答酷い──！」


    　噓うそ泣きしながら、隣の席の月姫に抱きつく花名。


    　月姫は苦笑しながら、その頭をなでなでした。


    「この流れで花名さんと一緒だと、何されるかわかったものじゃありませんから。私も来週用の台本読んでますから、花名さんお先にどうぞ」


    「うぅ、みんなが一緒に入ってくれない……この孤独を埋めるにはどうしたらいいのだろう……いいのだろう？」


    　月姫に抱きつきながら、ちらちらとその表情をうかがう花名。


    　心こ鳥とりはそんな花はな名なを見て、呆あきれの吐と息いきを漏もらす。


    「……月つき姫ひさん。断ってもいいと思いますよ？」


    「ううん。はななんは今日もお仕事で疲れてるだろうから、頭洗ってあげようと思ってたの」


    　その言葉に、花名は改めて腕を広げて月姫を抱き締める。


    「姫ひめちゃん愛してる！」


    「むぎゅ──……そ、それにっ、はななん今日、誕生日だしっ」


    　月姫の言葉に、心鳥と涼すず風かがハッとして顔を見合わせる。


    「花名さん、誕生日だったんですか!?」


    「そうだったようだよ？」


    　月姫を抱いたまま、とぼけた顔で心鳥に答える花名。


    「そういえばそうでしたね。す、すみません、忘れてました……」


    「あぁ、いいのいいの。あたしも忘れてたし」


    　申し訳なさそうに言う涼風に、花名は笑って答えた。


    「って言うか姫ちゃん、あたしの誕生日教えてたっけ？」


    「プロダクションのタレント紹介にも出てるし、雑誌でグラビア載ってたページにもちゃんと書いてあったの……むぎゅう」


    「きめ細やかなチェックありがとう！　やはり姫ちゃんは俺の嫁！　さぁ、夫婦の愛を確かめ合おう。頭の洗いっこしよーう」


    「な、なの～～」


    　月姫を抱いたまま脱衣所に向かう花名。


    「……ひとつ年を取っても、何も変わらないわよね」


    　花名の背を見ながら呟つぶやく涼風に、心鳥は何度も頷うなずいた。


    



    　銭せん湯とうに比べれば狭い浴室だが、女子高生二人で入る分には十分な広さがある。


    「ぷは～～、ご飯にして～～、お風ふ呂ろにして～～、夜も一緒に眠れる幸せ～～」


    「二段ベッドの上と下だけど～なの～」


    　節ふしをつけながら口ずさみ、体を泡だらけにして洗う花名。


    　月姫は湯船の中から、合いの手を入れる。


    「個人の仕事も順調だし、フォーチューンも順調だし、毎日楽しくて仕方ないよ」


    「けど、お誕生日なのに遅くまで仕事で、お祝いもできてないの」


    「そんなの全然！　みんながいてくれるだけで嬉うれしいし、こうしてお風呂まで一緒に入ってくれて……去年までとは段違いにハッピーだね！」


    　力説する花名に、月姫は微笑のまま首を横に振った。


    「やっぱり、誕生日はちゃんとお祝いしないとなの。みんなの都合を合わせて、ちゃんとパーティーするの」


    「えー？　そんなぁ、照れちゃうよー。えへへ、むふふ、あはは……楽しみー」


    「ふふっ」


    　もじもじする花はな名なが愛らしくて、月つき姫ひはふっと笑いをこぼした。


    「それじゃ、パーティーのことは考えておくとして……。今日のお仕事はどうだったの？」


    「うん、ばっちり。今日は【風紀委員長サマッ　二学期】の第五話アフレコ……第二期シリーズだから、キャストもスタッフも息の合った楽しい現場だよ」


    　ボディタオルで体をマッサージするように洗う花名。


    　月姫はなんとはなしに花名を眺ながめながら話を促うながした。


    「もちろん二期から登場する新キャラもいるけどね。原作ではメインヒロインを食うほどの人気キャラを演じてくれてる中なか田た愛まな美みさんがさ、そりゃあもう可か愛わいい人なんだよ～」


    　月姫の知らない名前が出てくる。


    　花名はなんでもすぐに可愛いを連発するが、本気で可愛いと思っている相手に対しては声こわ色いろが甘くなると月姫は思っていた。今がまさにそうだった。


    「声ももちろんなんだけど、ショートが似合う人って美人だって言うじゃない？　まさにそのとおりって感じでショートカットが超可愛い美人なんだよ。まだ新しい声優さんだけど、中田さんは今後来るね。あの容姿と声なら間違いないっ。今作でばっちり友達になるんだ～」


    「ふーん……ショート」


    　自分の長い髪を指に巻きつける月姫。花名はその仕し草ぐさに気づき、ばっと顔を向ける。


    「おっと！　姫ひめちゃんのブロンドはそのままがいいな！　いや、もちろんショートにしても可愛いのは間違いないけど、やっぱりその麗うるわしの金髪をいろんな人に見てもらうには、長いほうがいいよ絶対！　って言うか切らないでくださいお願いします！」


    「うん。じゃあ、切らないでおくの」


    　もともと切る気はなかったが、懇こん願がんされるのは気分がよかった。


    　微ほほ笑えむ月姫に花名はほっとして、また体を洗い始める。


    「あたしのぱさぱさの髪とは比べものにならない美髪なんだから、もし枝毛があったってギリギリの短さでしか切りたくないよ」


    「そんなことないの。それに、はななんの髪も素す敵てきなの」


    「てへへ～、ありがと。じゃあ、頭洗って～？」


    「はいなの～」


    　湯船からあがり、その縁ふちに腰をかける月姫。


    　以前、涼すず風かに教わったとおり、まずはシャワーで頭皮と髪全体を流す。そして十分に泡立てたシャンプーで、頭皮をマッサージするように揉もみ洗いする。


    「んは～、気持ちいい～……あとであたしも洗ったげるね～」


    「うん。お願いするの」


    　花はな名なの洗い方は少し荒いけど、洗ってもらうということそのものが嬉うれしいので好きだった。


    　本当なら体も洗ってもらいたいけど、と思ったところでハッとする月つき姫ひ。背中ならともかく、まさか体の前面を洗ってもらうわけにはいかない。


    　自分の考えが恥ずかしくなり、花名の頭をわしわしと揉もみしだいてしまう。


    「んっ、んっ、頭皮マッサージ効く──っ」


    「そ、そうそう、マッサージなのっ」


    　目を閉じている花名には、月姫の表情は見えない。


    　入浴中だからという以上に火ほ照てった顔は、花名が見たことのない月姫だった。


    　月姫自身がその表情を自覚しているわけではなかったが、恥ずかしさのあまりとにかく話題を探し出す。


    　そして、今日の夕方急きゆう遽きよ決まったことを思いだした。


    「あぁ、そ、そういえばね？　明日の午後、オーディションのスタジオ審しん査さになったの」


    「え!?　やったじゃない姫ひめちゃん。何なに？　なんのオーディションのやつ？」


    　目を閉じたまま叫ぶ花名に、月姫は照れながら返す。


    「【ぱじゃ丸くん】」


    「おぉ、例のＪＨＫアニメ！　すごい、テープ審査通ったんだ！　やばい、こりゃおおごとだ。のんびり風ふ呂ろってる場合じゃない。練習しなくっちゃ。あたし付き合うよ！」


    　目を閉じたまま、月姫を振り返る花名。


    　口の中にシャンプーの泡が入って、ぶえっと呻うめいてしまう。


    「あぁん、それは嬉しいけど、ちゃんと髪を洗ってからなのっ」


    「なはは、それもそうでした……いやでも、ホントすごいよ？　あたし、実はまだＪＨＫアニメ出たことないから、姫ちゃんが受かったら先を越されちゃう」


    「……はななんも出演したことないアニメ？」


    　公共放送のアニメだからと言って民間放送のアニメと違うわけではないのだが、ＪＨＫアニメと言えば安定したクオリティと一作品の息の長さが挙げられる。


    　作品によっては一クール二クール単位ではなく、一年二年という長なが丁ちよう場ばになることも多い。


    　それは声優にとって、持ちキャラを得られるという強い満足感を生み出す。声優歴五年になる花名でも、羨うらやましがる理由がそれだった。


    「そうだよー。あー、やっぱあたしも受けたかったなぁ……でも、ほかの仕事をないがしろにもできないしなぁ」


    「うん。それに、はななん働きすぎなの。健康第一なの」


    「あうー……じゃあ、ここは姫ちゃんに夢を託そう！　絶対、その役取ってきて！」


    　髪を泡だらけにしたままの花名がガッツポーズを取る。どこかシュールなその光景に月姫は和なごむ。


    「うん、自信はないけど頑がん張ばるの」


    「……………………」


    「……はななん？」


    　花はな名ながふっと押し黙った。


    「あ、うん。先にちょっと髪流してもらってもいいかな？」


    　月つき姫ひへの言葉は返さず、淡たん々たんと洗髪の続きを要求する花名。


    　月姫は言われるがままシャワーで花名の頭を流し、洗髪の第一段階を終えた。


    「ふぅ、ありがと……さて、姫ひめちゃん」


    「ん？」


    「自信なんてものは、無む理り矢や理りにでも持つものなんだよ！」


    　湯船の縁ふちに座る月姫の前に立ち、ぐっと拳こぶしを握りしめる花名。仁に王おう立ちするその姿に、月姫はちょっとだけ顔を逸そらす。

  


  [image: ]


  
    「……丸見えなの」


    「そんなことを気にしてる場合ではなーい！　姫ちゃん！　オーディションに向かうときは、何が何でも自信に満ちあふれてないと駄だ目め！」


    「けど、自信を持てる根拠がないの……」


    　ちらり、と花はな名なを見る月つき姫ひ。ふんわりとした胸が、かなり間近にあった。


    　花名の愛らしい裸体に目を奪われそうになるも話の重要さに気を引き締める。


    「根拠なんていらんのです！　自分は受かる、自分はこの役に選ばれる、いやむしろその役が自分を欲ほつしているのだと、勝手に思い込むくらい出ないと駄だ目め！　少しでも自信のなさが見えちゃったら、選ばれるものも選ばれないよ！」


    「うん……それは、何となくわかる」


    「オーディション会場は戦場だよ。そして、悲しいけどこれ戦争なのよね……と言いながら敵に突っ込むくらいの気き概がいで行かないと！　そして生きて帰ってこないと！」


    　月姫は花名の声優業にかける思いの強さを改めて思い知らされるが、そんな殺さつ伐ばつとした気持ちになるのは、いかがなものかと思ってしまう。


    「……【ぱじゃ丸くん】は幼児向けアニメなの」


    「気持ち！　ハート！　アフレコ現場だって、男たちの熱い戦場なのダカラッ！」


    「な、なの～～！」


    　肩を取られ、顔を寄せられる。


    　今にもキスしてきそうな勢いの花名に、月姫は一層赤せき面めんする。


    「……ふぅ、熱くなっちまったぜ。とにかく、お風ふ呂ろ上がったら練習しようね。納得できるまで付き合うからさっ」


    「うん、ありがとう……」


    　花名も自分の練習をしなければならないはずなのに、月姫のために時間を割さいてくれる。


    　おかしな下心を感じさせない花名の気持ちが嬉うれしくて、月姫はわき上がる思いを口にする。


    「はななん」


    「ん？」


    「大好きなの」


    「えへっ、てへへ。あ、あたしも～～、うへへへへへへへ」


    　もじもじと言うよりは、くねくねとして気持ち悪い動きをする花名。そのおかしな仕し草ぐさは、他人が見れば失笑を買うだけかもしれない。


    　だけど月姫は、そんな花名をずっと見ていてもいいなと思っていた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　マネージャーの百ゆ合り子こが運転する車の後部座席で、一人黙もく々もくとタマゴサンドを食べた月姫。


    　腹が満ちた安あん[image: ]どと日差しの暖かさで、ふんわりとした眠気が襲いくる。


    　しばし目を閉じ、車の揺れに身を任まかせる。車や電車の車内というのは、やたらと眠気を誘うものだと改めて感じていた。


    「ゆうべは夜更ふかしをしたんですか？」


    　百ゆ合り子この声でハッと目を覚まし、軽く頭を振る。


    「今日のオーディションの練習にって、はななんが付き合ってくれて……」


    「そうですか。それじゃ、絶対に受かりたいですね。スタジオまではもう少しかかりますから、お昼はしっかりと食べておいてください」


    「はい、なの」


    　お昼はタマゴサンドだけで十分足たりているけど、手元のビニール袋にはメロンパンとコロッケパン、さらにはエナジードリンクまで入っていた。昼食を一緒にとれないからと、花はな名なたちがくれたものだ。


    　月つき姫ひが昼はあまり食べないとわかっている花名たちだが、オーディションだから、という意気込みの表れなのかもしれない。


    　食べすぎても苦しくなるだけで、逆に上う手まく喋しやべれないかもしれない。けど、厚意を無む下げにもしたくない。


    　月姫はメロンパンを一ひと囓かじりし、ドリンクを飲んで、オーディションへの意識を高めた。


    



    　スタジオに到着し、スタッフに挨あい拶さつをすませた百合子は、車の中で待っていると席を外した。オーディション自体は待ち時間を含めても一時間少々ですむ予定なので、帰りも送ってもらう手て筈はずになっている。


    　スタジオ前のロビーには、同じオーディションを受けるのであろう女性声優たちが十数人待っていた。若い人も大勢いるが、高校生は月姫だけかもしれない。


    　高校の制服、そして高校生にしては低い背せ丈たけと一目で天然とわかる金髪で、月姫には視線が集中していた。


    　しかし、フレンドリーに話しかけてくる者はない。


    　今この場にいるのは、同じ役を狙うライバル同士。ロビーに満ちる緊きん張ちよう感は、のんびり屋の月姫でさえわかるほど張り詰めていた。


    「……あら、可か愛わいい子がいるのね」


    　澄すんだ声がロビーに響き、緊張感が解とかれる。


    　場にいる全員が慌あわてて声の主に目を向け、一斉にざわめき始めた。


    「二ふた木き美み琴ことさんだっ」


    　誰だれかの囁ささやきが、月姫の耳に届く。


    　ふたきみこと？　聞き覚えのある名前に、月姫も話題の主ぬしを見る……と。四十歳ほどの綺き麗れいな女性が、月姫の横にゆっくりと腰をかけた。


    「こんにちは、お嬢さん。ここ、いい？」


    「はっ、はいなの！」


    　張りのある若々しい声が、月つき姫ひの頭の中にかつんと響く。


    　どことなく聞き覚えのある声質、どことなく見覚えのある顔つき。月姫は隣に座ってきた初対面の女性に、強い親近感を抱いだく。


    「二ふた木き美み琴ことです。はじめまして」


    「あっ……セレスティアル・エンタテインメントの恵え比び寿す月姫ですっ」


    「あぁ、やっぱり。その制服、天てん空くう学園よね……娘と一緒だわ」


    　娘──その言葉と、二木美琴の名前が合致する答えが浮かび上がる。


    「は、はななんのお母さん!?」


    「そうでーす。神かん崎ざき花はな名なのお母さんでーっす。……月姫ちゃんって、花名とユニットを組んでくれている子でしょう？」


    「はい、なの！」


    「やっぱり。花名から聞いてた容姿と同じだったから、そうだと思ったのよ」


    　二木美琴と言えば花名の母親であり、いくつもの代表作を持つ、超のつく有名声優。


    　大切な友人の母親で業界の大先輩、という美琴に対してどういう態度をすればいいかわからなくなる。


    「ねぇ、月姫ちゃんは今日、どの役のオーディションなの？」


    「まくら美みちゃんなのっ」


    「そう。私はリジェお姉さんだから、違う役ね。良かった、ライバルじゃないみたい」


    　緊きん張ちようする月姫に、笑顔を見せる美琴。


    　その表情に感化され、月姫も少し落ち着きを取り戻す。


    「……ふ、二木美琴さんもオーディション、なの？」


    「そうよ」


    　ロビーにいる関係者たちは息を潜ひそめ、月姫と美琴の会話に耳を傾ける。


    「あと、美琴さん、でいいわよ？　なんなら、お母さんって呼んでくれてもいいのよ？」


    　なんでお母さんッ!?　──ロビーにいた全員が、心の中で突っ込んだ。


    「ありがとうございますなの。それじゃ……美琴お母さんはベテランさんなのに、オーディションを受けるの？」


    　呼ぶんだッ!?　──心の中の突っ込みだけでは耐えきれず、口走りそうになる者もいた。


    「えぇ、もちろん。ちょっと長く役者をやっているからと言っても、新しい作品ではみんな同じスタートラインに立つのよ？　古株も、新人も、みんなで一緒に走るんだから」


    「なるほどなの」


    「……まぁ、たまには指名で役をいただくこともあるけどね？　だけど基本的に、役者業声優業はいつでもチャレンジャーなのよ。挑戦して勝ち取るのも、仕事の醍だい醐ご味みのひとつなんだから！」


    　少々芝居がかった言い方をする美琴。


    　その姿が花はな名なと重なり、月つき姫ひはふっと口元をほころばせる。


    「はいなの。月姫もチャレンジャーとして頑がん張ばるの！」


    「そうそう、その意気よ。二人とも受かれば一緒に仕事できるんだから、私も頑張るわ！」


    　美み琴ことと同じ役のオーディションを受けに来た声優たちが一斉に青ざめる。


    　とはいえ美琴の言うとおり、オーディションは受ける全員が同じスタートラインに立てるのだ。古株でも、新人でも、その役に合った声を持った者が選ばれる。


    　だからこそ、気き後おくれしている場合ではない。古株相手でも、自分がその役をもらうのだという意欲が必要なのだ。


    　──月姫の胸に、ゆうべの花名の教えがすとんと落ちる。


    「それではこれより、まくら美みのオーディションを始めます。まくら美を受けに来た方は全員スタジオに入ってください」


    　男性スタッフの声がロビーに響く。月姫は弾はじかれたように、慌あわてて立ち上がった。


    「月姫ちゃん、自分に自信を持って挑んでね」


    「ありがとうございます、なのっ。まくら美ちゃんに呼ばれてここに来たのって気持ちで頑張るの！」


    　美琴にお辞じ儀ぎをして別れ、胸を張ってスタジオに入る。


    　ミキシングルームに貼られた【ぱじゃ丸くん】のメインビジュアルの中にまくら美の姿を見つけ、目を合わせる。


    「……よろしくなの」


    　今はまだ挨あい拶さつを交わす仲だけど、次に会うときはまくら美が自分なんだと自信を持ちたい。


    　この子に血を通かよわせるのはわたしなんだ、と月姫は強く意識した。
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    　普段着ているのとは違う真新しい制服に身を包み、メイクさんに化け粧しようを施ほどこしてもらい、マイクを持って、花名たちが向かうのはアニメ【天てん空くうのフォーチューン】制作会社である、株式会社平安アニメーションの本社ビルだった。


    　今日は午後から、ＯＶＡ付きムック第三巻の特典映像としてのアニメ制作現場レポートを行うことになっていた。


    「月姫、アニメを作ってるところ初めて見るのっ」


    　中学時代までアニメにほとんど興味のなかった月姫が、興奮した面おも持もちで言う。


    「私もですよ！　すっごく楽しみですね！」


    　同じように興奮する心こ鳥とり。ガッツポーズを取っているのは、意気込みの表れだろう。


    「わ、わたしだって初めてよ？　緊きん張ちようするわ……」


    　涼すず風かは喜びを抑えきれない表情で、そわそわとしている。アニメファンとして、制作現場を見られることはできあがったアニメを見ることよりも心躍おどるものなのかもしれない。


    　ましてや、自分が声優として出演しているアニメの制作現場なのだ。


    「はななんは、こうしたアニメの制作現場インタビューってしたことあるの？」


    　月つき姫ひの問いに、心こ鳥とりも涼風も目を向ける。


    「顔出しでインタビューを受けたことはいっぱいあるけど、こっちがインタビュアーになるのは今日が初めてだよ。いや～、まだまだやったことない仕事はたくさんあるねっ」


    「はななんもやったことない仕事を、わたしたち新米が一緒にできるなんて嬉うれしいわね」


    　涼風の明るい言葉に、心鳥と月姫が頷うなずく。


    「うわ、そうか。インタビュアーやるのはあたしも初めてだから、今日は先輩面づらできないってことじゃん。くそう、いつもみたいに偉そうにふんぞり返って……『あーチミチミ、そこんとこヨロシクやっといてくれたまへ』とか言えないよ～～」


    「……それ、どんなキャラなのよ」


    　架空の口ひげを擦こする真ま似ねをする花はな名なに、涼風が呆あきれ口調で突っ込む。


    　いつもどおり、なははと笑う花名に釣られて場にいる全員が笑った。


    



    　原画、動画、仕上げ、ＣＧ、撮影の順で、スタッフにインタビューしていく花名たち。


    　本来、声優だからと言って自分たちが出演しているアニメの制作現場が好きに見られるわけではない。声優歴五年になる花名でさえ、実際の現場を見せてもらうのは初めてだった。


    　はしゃいでいるようでしっかりとしたインタビューをこなす花名は、やはり人前に出るのに慣れている様子を見せる。


    　その点、心鳥は緊きん張ちようしっぱなしであまり話に加われていなかった。アニメファン歴が短いことで、アニメ制作そのものの知識が浅いことが原因だった。


    　涼風はアニメの情報番組などでテレビ越しに見たことはあったが、やはり自分の目で見るとなると興奮が抑えきれないよう。アニメファン意識丸出しで、次から次に質問を繰り出す。あまりにも食いつきすぎなので、あとに編集でカットされる場面が多かった。


    　月姫はと言えば、心鳥よりもアニメ歴が浅いことから制作についての知識は皆かい無む。逆にそれが功を奏そうしたかのように、質問は花名がして、回答を月姫がもらう、という流れが自然とできていた。


    　何度かの休きゆう憩けいと打ち合わせ、リハーサルをこなして二時間ほどが過ぎた。


    　最後のインタビュー相手は、監督の赤あか城ぎ英えい司じ。


    　制作にかける意気込みなどを答えてもらい、話の終わりに完成したムックを全員に手渡ししてくれる。


    「おぉ～！　これが、あたしたちが活躍する【天てん空くうのフォーチューン】ＯＶＡ版第一巻付きムックの完成品ですね！　……この映像を見てくれてるみんなは、もちろんもう持っててくれてるよね!?」


    　説明台詞せりふとともに、カメラに向かってムックを突き出す花はな名な。


    　この映像を撮るにあたってのリハーサルはもちろんしていたが、台詞はもとより動きまでもスムーズにこなす花名を見て、月つき姫ひたちは心の中で感心する。


    「実はわたしたち、完成したムックを見るのは今日が初めてなんですよ」


    　続けて、涼すず風かがカメラ目線で言う。


    　すでに緊きん張ちようはしていないが、撮うつされていることへの意識の強さで表情は硬かたいまま。


    「そうなの。だから、まだ中身も見てないの……ね」


    「はい！　自分たちも、早く完成したアニメが観たいです！」


    　まったく緊張を見せず普段どおりに振る舞う月姫に、最後になってもまだ緊張が解とけきらない心こ鳥とりがオーバーアクションで頷うなずく。


    「なはは。このインタビューがいつ頃ごろ撮られてるかがわかっちゃいますよね～。……ところで監督？　ＯＶＡ第三話の収録に必要なものが、まだあたしたちの手元に届いてないんですけど……制作のほうは、順調なんですか？」


    「えぇ、もちろんです。声優のみんなには迷惑をかけないよう、現場スタッフが頑がん張ばってますから安心してください」


    　にこやかな監督だが、口の端はしが少し引きつっているのを花名は見逃さなかった。


    　だからと言ってそれを突っ込んで、この話を無む闇やみに広げることもできない。そうですね、と明るく応対して、最後の番組宣伝文句をなめらかな口調で語る。


    　十月から始まるテレビシリーズもよろしくお願いします、と締めくくり、全員で「観てくださいね」とハモる。


    　その和音の綺き麗れいさに、全員素直な笑顔がこぼれた。


    



    「たはーっ、疲れた疲れた……アフレコとは全然違う疲れだね～」


    　マンションに帰るなり、ソファにどっかりと座って足を投げ出す花名。


    　隣に腰かけた月姫は、いつもならはしたないと怒るところだが大きく息を吐はいて同意する。


    「アフレコでは顔は出ないけど、今日のは月姫たち自身が映像に残っちゃうのよね……なんだか不ふ思し議ぎな気分なの～」


    「顔出しに慣れるには、もう少し経験を積まないと駄だ目めね」


    　大きく背伸びをしてからソファに座る涼風。


    　隣に座った心鳥を見て、だけど、とため息を吐く。


    「心鳥はもう何度も顔出ししてるのに、なんであんなに緊張しっぱなしだったのよ？」


    「いや、顔出しって言っても子役時代で、もう何年も前だし……。それにインタビュアーなんてやったことないんだから、仕方ないじゃないか」


    「だから、みんな未経験だったんだってば」


    　怒っているわけではないので、責めたりはしない。


    　だいいち涼すず風か自身、緊きん張ちようしていたのは同じだった。


    「だけど、はななんはやっぱり手慣れてる感じだったの。さすがなの～」


    「いやいや、それほどでもありますよ。何せ将来の夢は、テレビリポーターですから。芸能や事件はもちろん、グルメまでお任まかせの万能リポーターを目指してますから！」


    　架空のマイクを持ち、月つき姫ひの顔の前に手を突き出す花はな名な。


    「姫ひめちゃんの得意料理はなんですか？　おっと、愛妻弁当!?　それはそれは、旦だん那なさまが羨うらやましい……おーっと、旦那はあたしですが何か!?　たはー、照れますなぁ」


    「……全然疲れてないよね、花名さん」


    　苦笑交まじりに言う心こ鳥とりに、涼風も月姫も笑って頷うなずく。


    　その後もインタビューについて顔出しについてなど、たわいない話を繰り返す。


    　インタビューした順番どおりの話題を続け、最後に監督の話と、監督から直じかに受け取ったものの話になった。


    「さて……やっとこさ、我われ々われに必要なものが手に入ったわけだが……」


    　手元に置いてあった鞄かばんに手を突っ込む花名。


    　それを見て、月姫が喜びの声をあげる。


    「完成したＯＶＡ第一話。早さつ速そく、みんなで観てみるの～」


    「よっしゃー、観よーう！　……じゃなくって～」


    「違うの？」


    　きょとんとする月姫に、花名は一枚のＤＶＤを取りだして見せる。


    　ＤＶＤの表には、ＯＶＡ最終第三話リハブイ、と殴なぐり書きがされていた。


    「あぁ、そっち」


    「そう、こっち。もちろん、完成した一話も早めに観るとして……しかしながら、まず今の我々に必要なのはこちらであると言わざるをえないのであーる」


    　少し残念そうな顔をする月姫に、花名は冗じよう談だんめかして言う。


    「今回は遅れましたね……収録、明後日でしたよね」


    「今まで順調だったからあんまり心配はしてなかったけど、やっぱり後半はこうなっちゃう感じですか」


    　涼風と心鳥は、少し神妙な顔をする。


    　その表情を見て、月姫がまたきょとんとした。


    「みんな、どうかしたの？」


    「ですから、明後日収録の三話のリハブイ、やっと今日もらえたじゃない？」


    　涼すず風かの言葉に、それがどうしたの、と言わんばかりに小首を傾かしげる月つき姫ひ。


    　その仕し草ぐさは愛らしいが、涼風は苦笑せざるをえなかった。


    「ＯＶＡ版二巻までは一週間前にもらえていたじゃない？　だけど、制作のほうが慌あわただしくなってくると、リハブイをもらえる日程がきつくなってくるのよ」


    「あぁ、そっか。練習時間が短くなるから……」


    　涼風の言葉で納得した月姫に、そうそうと頷うなずく面々。


    　そして花はな名なは、やれやれといったジェスチャーを大振りでしてみせた。


    「でもま、前日渡しとかザラだからね。二日もあるならだいぶ楽だよ」


    「それでは、早さつ速そく観てみましょう。……まずは台本からですね」


    　心こ鳥とりの言葉に、全員鞄かばんの中から自分の台本を取りだす。


    　しばらくの間、居間には静せい寂じやくが落ちる。聞こえてくるのは、少女たちの息づかいと、ページを[image: ]めくる音。そして、台本に注意点を書き込むペンの音のみ。


    「ふむ……第三話は短めだね。ムック最終巻だし、歌と制作現場レポートが入るからアニメパートは短めにしたのかな」


    　一足先に読み終えた花名が口を開く。


    　そうですね、と涼風が頷き、心鳥と月姫も読み終える。


    　全員が台本を置いたのを見て、花名はＤＶＤをプレーヤーにセットした。


    「それでは、リハブイチェックいきますかー」


    　言いつつ、花名がＤＶＤを再生する。


    　画面に映ったのは完成したアニメではなく、ラフな鉛えん筆ぴつ画で描かれた絵コンテの映像だった。


    「あー、やっぱりラフか。結構ギリギリの制作進行だねぇ……テレビ版、大だい丈じよう夫ぶかな？」


    「も、もしかすると、テレビ版のほうにスタッフを割さいてるのかもしれませんよね……監督は大丈夫と言っていましたから、わたしたちはわたしたちにできることをしましょう」


    　花名の不穏な言葉を、涼風がフォローする。


    　そんなことを言っている間に、花名担当キャラまさみの出だしの台詞せりふシーンになった。


    「おっとっと……ごめん。ちょっと戻すね？」


    　台詞を当て損なって、花名がリモコンを操作する。


    「いや～、今まで口パクだったから表情もわかったけど、ここへきてボールドか～」


    「ボールド？」


    　独ひとりごちた花名に、月姫が食いつく。


    「あ、そっか。姫ひめちゃんはあんまり観たことなかったっけ……観てなくはないよね？　この、ネームプレートみたいなやつ」


    「うん、観たことはあるの。これの名前がボールド？」


    「そうそう。口パク代わりの、喋しやべり始めと喋り終わりを表すやつね。映像ができてないときは、基本的にボールドに合わせて喋しやべるって、もう教わったよね」


    「教わってるの～」


    　絵コンテのリハブイでは、キャラクターの口パクに合わせることができない。そのため、キャラが喋っている間を示すのがボールドと呼ばれる、キャラのネームプレートだ。


    　こうした独特の固有名詞を知らずに仕事をしている若手声優は、実は多い。


    　月つき姫ひだけでなく心こ鳥とりも、へぇ、と感心したように頷うなずいていた。


    「ほいじゃ、最初から通してみようか。まずは、ミスってもやめずにそのまま行こう」


    　自分の入りの失敗をなかったことにして、花はな名ながリモコンを操あやつる。そして台本を手にして、最初の台詞せりふを朗ろう々ろうと紡つむぐ。


    　次いで月姫の担当キャラめいの台詞。


    「『……っ……まさみちゃーん。そんなに慌あわてて、いったいどうしたの？』」


    　入るタイミングは一拍遅れたが、少し早めに喋って、終わりのタイミングは合わせることができた。


    　まだ一読しただけの台本なので感情を込めて読んでいるわけではないが、喋りのつじつまを上う手まいこと合わせるものだ、と月姫の力量に感心する花名。


    　この【天てん空くうのフォーチューン】ＯＶＡ第一話が実質のデビュー作になるという新人中の新人。しかもほんの少し前まで声優どころか、アニメのこともあまり知らなかったというのに。


    　こりゃ、うかうかしてられないな──ボールドにしっかりと合わせて喋る月姫を見て、気合いを入れる花名。


    　その視線に気づいたのか、月姫が花名を見返してくる。


    「はななん？　……台詞なの」


    「へ？」


    　テレビ画面で、まさみ、と書かれたボールドが消えていった。


    「……あ！　ご、ごめんごめん。ちょっとボーッとしてた！　あの……ちょっと戻してもいい？」


    　心鳥と涼すず風かに怒られつつも、ＤＶＤをコマ戻しする花名。


    　気合いを入れ直し、台本と画面に集中する……しているつもりだったが、何な故ぜか今日は月姫に目が行ってしまう花名だった。


    「はななん、台詞だってば～なの！」

  


  [image: ]


  
    



    ｔａｋｅ．４　神かん崎ざき花はな名なの六月下旬


    



    「えーいっ、なの！」


    　あたし──神崎花名の目の前で姫ひめちゃんが愛らしいかけ声を響かせて、ホットプレート上のお好み焼きをひっくり返した。


    　姫ちゃんの華麗なヘラさばきに、あたしたちは全員で拍手喝采をする。


    「じゅるり」


    　まるでアニメのような涎よだれを垂たらしながら身を乗り出すことりんを、涼すずにゃんが押さえ込む。


    　そんな涼にゃんだけど、小さな鼻がひくひくと蠢うごめいているのをあたしは見逃さなかった。


    「あぁ、いい匂におい、いい音、いい見た目……美お味いしそうすぎるっ」


    　豚バラ肉をのせた面が焼かれていく。じゅうじゅうという音が全員の聴覚をくすぐる。そして、お好み焼き表面の美しい焼き色が視覚から、肉が焼ける香ばしさが嗅きゆう覚かくから、あたしたちの食欲を[image: ]あおりまくる。


    「そして、あらかじめ用意しておいた焼きそばもプレートにのせて……あっため直すの」


    　ほぐされた焼きそばにソースをかけると、さらに激しい焼き音が響き渡る。


    「も、もう我が慢まんできません！　早く、早く完成させてください！」


    「もうすぐだから、慌あわてないの～」


    　悲鳴混まじりのことりんに、姫ちゃんは落ち着き払った声で応じる。その視線は、常にホットプレート上のお好み焼きに注そそがれていた。


    「それじゃ、そろそろ仕上げなの。お好み焼きを焼きそばの上にのせて……空いた部分に卵をひとつ……これを手早く焼き広げて、お好み焼きと同じサイズにしたら……っと！」


    　すでに焼きそばと合体しているお好み焼きを、卵の上にのせた。


    　そして最後、卵の面を上にするようひっくり返す。


    「はーい、完成なの～！」


    「「「うおォン！」」」


    　あたし、ことりん、涼にゃんの雄お叫たけびが響く。


    　完成したお好み焼きを前にしたあたしたちは、まるで欠けつ食しよく児童だ。


    「ソースはそれぞれお好みでね？　取り分けてあげるの」


    　十字に切れ込みを入れ、それぞれの取り皿に分けていく。


    　大きめに作ったお好み焼きは、四等分にしても十分なボリュームがある。全員が思い思いのソースや薬味をのせながら唾つばを飲んだ。


    「か、かつおぶしが踊るっ、踊ってるー！」


    「心こ鳥とり、かつおぶしと青のりかけすぎじゃないの？」


    「えぇ？　涼すず風かだって葱ねぎのせすぎだと思うけど……そんなことよりも早く食べよう！」


    　逸はやることりんを制するように、姫ひめちゃんが立ち上がってあたしを見た。


    「それじゃ。ちょっと遅れちゃったけど……はななん、誕生日おめでとうなの！」


    「あっ、そ、そうでした。おめでとう、花はな名なさん！」


    　あたしの誕生日パーティーであることを忘れ、お好み焼きパーティーだと思い込んでいたことりんである。食事を前に待てをされている犬のような哀あわれな表情を浮かべた少女に、全員が苦笑する。


    「あったかいうちに食べよう！　……いっただっきまーっす！」


    　あたしの音頭に、全員の声が重かさなった。


    



    「あぁ、美お味いしかった……けど、まだ二枚は食べられる……食べたい……食べねばっ」


    「馬ば鹿か言わないの、食べすぎよ」


    　呆あきれ顔で食器を片づけ始める涼にゃんに抵抗することりん。


    　姫ちゃんお手製のお好み焼きをそれぞれが一枚ずつ食べたあたしたちはもう十分満まん腹ぷくだと思ったけど、大たい食しよく漢かんなことりんには足たりなかったらしい。


    「こっとりん。まだロールケーキがあるの～」


    　涼にゃんと一緒に片づけをする姫ちゃんが、たしなめるように言う。


    「はっ、そうだった！　ロールケーキ食べましょうロールケーキ。私のは大きめにカットしてください！」


    「はななんの誕生日プレゼントでしょうがっ」


    　涼にゃんの突っ込みに、そうだった、という顔をしてしょげることりん。


    　あたしの誕生日プレゼント用にと買ってくれたのはことりん自身だというのに、食欲によって忘ぼう却きやくの彼方かなたへと追いやられたよう。


    「それじゃあ、はい！　おめでとう、はななん。これ、わたしからのプレゼント」


    　気軽にはななんと呼んでくれるようになった涼にゃんが、化け粧しようポーチ大の小箱が入った紙袋を手渡してくれる。


    「ありがとう……た、高いものかな？　それとも高価なものかな？　もしくは金目のものかな？」


    「……そんな嫌いや味みを言う人にはやっぱりあげませんよ？」


    「いやん、冗じよう談だん冗談っ。ありがたくいただきますっ……けど、こういうのいいって言ったのに」


    「せっかくのパーティーなんですから、やはりプレゼントはないと。それに、はななんさえ良ければ、全員で使えるものですから」


    　涼ちゃんがそう言うなら、ありがたく受け取ろう。


    　そして、おあずけをくっている少女──ことりんに目を向ける。


    「さて、ロールケーキですが……大きくカットしてあげる分、あたしの言うことを聞く──」


    「何でも聞きます」


    　食い気味に即答だった。食欲に負けすぎだろう。


    　今ならエッチなお願いをしても応じてくれるかもしれな──なんだか涼すずにゃんが睨にらんでるので、普通のお願いにしたほうが良さそうだにゃ！


    「やっぱり、そろそろはななんと呼んでもらいたいにゃー」


    「う」


    　……抵抗された。悲しい。


    「じゃ、じゃあ、花はなちゃんとかナナちゃんとかナナハちゃんとか、挙あげ句くの果てにナハハちゃんでもいいからっ」


    「嫌いやですよそんなの……」


    　ことりんの唇くちびるが、まさに小鳥のように尖とがる。
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    　そこまでか、そこまで愛称で呼ぶのを嫌がるのかっ。


    「……それに、改めて言われるとなんだか抵抗があるじゃないですか」


    　ふてくされたようにそっぽを向くことりんに、あたしはなるほどと頷うなずいてしまう。


    「あぁ、宿題をやろうとしたらお母さんに……『ちゃんと勉強しなさい！』って言われたときのような抵抗感ね、わかるわかる」


    「なんですかそれっ、そんなのわかりませんよ！」


    「えぇ!?　い、言われるよね!?　そしてやる気をなくすよね!?」


    　ことりんを、そして涼すずにゃんと姫ひめちゃんを見るも、全員がきょとんとして首を傾かしげる。


    　そういえばことりんと姫ちゃんは頭がいいし、自発的に勉強するタイプだ。涼にゃんはといえば、お育ちが良いのでそんな注意をされることもないのだろう。


    「ごく平凡な家庭に育った一般人はあたしだけなのか……がっくし」


    「……は……花はなちゃん、は、ごく平凡な家庭じゃないでしょう」


    　まだそっぽを向いたままのことりんが、頰ほおを赤らめながら言う。


    　その言葉に、あたしはもちろん涼にゃんと姫ちゃんも言葉を失った。


    「なっ、なんですか！　花ちゃんでもいいって言いましたよね!?」


    「えへへへへ、てへへへへ、いーよー……うへへへへ」


    「プ、プライベートのときだけですからね？　仕事場とかでは、今までどおり花はな名なさんって呼びますからっ。花名さんも、外であんまりことりんとか言わないでくださいね？」


    「いやぁ、それは約束しかねるなぁ、なはは、なははははは」


    　くっと眉み間けんにしわを寄せることりんだけど、赤せき面めんしているので不快さはない様子。


    　あたしはと言えば、ようやく野生動物を手て懐なずけたような感覚に酔っていた。嬉うれしさと気恥ずかしさで、体がくねくねと揺れてしまう。


    　そんなあたしの横で、姫ちゃんがにこにこと笑顔を見せる。


    「ことりん、ことりん……月つき姫ひのことは？」


    「えっ、呼び方ですか!?　じゃ、じゃあその……やっぱり、姫ちゃんで？」


    「なの～……むぎゅっ」


    　小さく拍手する姫ちゃんの仕し草ぐさが可か愛わいくて、ことりんから奪うように抱きつく。


    「いや～、ホントに今こ年としの誕生日は最高だよ。みんながいてくれて、前よりもっと打ち解とけられて！　しかも手料理ご馳ち走そうになったり、ケーキ買ってもらったり、プレゼントまでもらえるなんてさ！」


    「オーバーね。はななんなら毎年ファンからたくさんのプレゼントをもらってるでしょう？　今年だって、ずいぶんもらったみたいだし」


    　涼にゃんの言うとおり、以前の所属事務所フローラリア宛あてや、今のセレスティアル・エンタテインメント宛にたくさんのプレゼントをもらっている。


    　実家の部屋にはこれまでもらった大小様々のプレゼントが、アニメグッズや漫まん画が小説などとともに山になっていた。


    「もちろん、ファンの人たちからもらうプレゼントも嬉しいけどさ。友達からもらう気持ちって嬉しいでしょ？　特にこうして、直接温ぬくもり感じられる気持ちの嬉しさときたらっ」


    「むぎゅ～～っ」


    「ほら。直接反応も感じられるし！」


    「……反応って」


    　あたしの胸の中でむぎゅむぎゅ言ってる姫ひめちゃんの代わりとばかりに、ことりんが呆あきれ顔を見せつける。その隣で、涼すずにゃんもまったく同じ顔をして頷うなずいた。仲良し二人組は、気持ちを通じ合わせるのが得意なようだ。


    「～～っぷはぁ！　……ねぇ、はななん。プレゼントって、どういうものをもらったの？」


    「ファンのみんなから？　うーん、一番多いのはやっぱ花関係かな。普通に花束たばだったり、花柄がらの便せんのラブレターだったり、花モチーフのアクセサリーも多いね」


    「あっ。私もインコの柄の便せんで手紙もらったことありますよ」


    　ようやく恥ずかしさが抜けたのか、ことりんが微ほほ笑えんで頷いてくれる。


    　しかしその横で、涼にゃんが表情を曇くもらせた。


    「……心こ鳥とりぃ、手紙って？」


    「え？　いや、だから……ラ……ファッ、ファンレターっ、みたいな!?」


    「へぇ、ラブレター。そう、いいわね。ラブレターもらったことあるのね」


    「いやいや、男子からじゃないよ？　ファンだって言ってくれた女子から……それにラブレターじゃなくて、ファンレターだってばっ」


    　涼にゃんの冷たい声に慌あわてふためくことりん。


    　モテるけど気弱な彼氏を持った彼女の行動パターンとしか思えないのだけど、はたして二人はどういう気持ちでこの痴ち話わ喧げん嘩かをしているのやら。


    「はっ、花はな名なさっ……花ちゃんは、おかしなプレゼントとか面おも白しろいプレゼントをもらったことってあるんですか？　私はほら、カール君宛あてのプレゼントで男性用のグッズをいただいたりすることがあるんですけど、使い道がなくて困っちゃったりするんですよね、あはは」


    　おぉ、強引に話をこっちに持ってきた。


    　ふふふ、仕方ないので助けてあげよう。


    「うん。まぁ、変と言うか……困ったちゃんなプレゼントも結構多いよね」


    「こ、困ったちゃん、ですか？　あの、それって……」


    　ことりんを睨にらむのをやめ、あたしの話に食いついてくる涼にゃん。


    　上う手まく話を逸そらせたことでいい気分になったあたしは、涼にゃんの表情の硬かたさに気づかなかった。


    「まずは、下着。花柄の可か愛わいいのならいいんだけど、エッチっぽいのとかは困るよねー。あと、明らかに使用された感じのある下着とかも」


    「それは確かに非常識ね。いくら女性同士とはいえ、おかしな下着は……」


    「いや涼にゃん、男性ファンからだよ。ホント困っちゃうよねー、なはは」


    「「「……………………」」」


    　しまった。場が凍りついてしまった。


    　まだまだ普通の女子高生の感性を持つみんなには、刺激が強すぎただろうか。


    　これは冗じよう談だんでも、あたしが出演したアニメの二次創作同人誌・男性向け十八禁版をもらったこともあるよ、とはいえない空気だ。


    　まともな答えを返さなければっ。


    「あと困るのは食べ物かな。特に自作の──」


    　言い切る前に、ことりんと涼すずにゃんが身を乗り出して叫ぶ。


    「何でですか！　食べ物最高じゃないですか！」


    「や、やっぱり困りますよね！　でも知らなかったんです！」


    　サラウンドで言われてたじろぐも、あたしの耳は両方を綺き麗れいに聴き分ける。


    「……ことりんは通常運転だからいいや。涼にゃんは何？　何が知らなかったの？」


    「うぅ……で、ですから、その……以前、ずいぶん前にっ……はななん宛あてに、クッキーを作って送ったことがあって……」


    「なんと!?」


    　衝しよう撃げきの告白に、ことりんと姫ひめちゃんも目を丸くする。


    「あとになってから、食べ物を送るのは良くないって知ったんです！　あの頃ころのわたしにできる精一いつ杯ぱいの気持ちだったんです──っ」


    　恥ずかしさに俯うつむいて、両手で顔を覆おおう涼にゃん。


    　しかしあたしは、嬉うれしさに身み悶もだえる。


    「あぁん、涼にゃんってばマジはななんファン～。この嬉しさを表すにはやはり抱きつくしかない？　それともまさぐる？　いっそのこと一夜をともに……」


    「しません！」


    「まぁでも？　すでに毎日同じ家で寝泊まりしてるんだから、一夜どころかもう何夜ともにしてることやらですが、むははははは」


    「うぅ……はななん！」


    　わざとらしくとぼけた言い方をすると、涼にゃんは憤いきどおりで顔を赤くする。


    　あまり茶ちや化かすと本気で怒られそうなので、引き際ぎわが肝かん心じんだ。


    「ホントありがとう。でも、ごめん。たぶん食べてはないと思う……残念だけど」


    「……それはいいです。確かに、手作りの食べ物なんて何が入ってるかわかりませんからね。市販品だとしても、販売店から直送されたことが確実なら、というくらいでしょうし」


    　ため息交まじりに言う涼にゃんに、ことりんは納得できていない様子で肩を落とす。


    「けど、食べ物に罪つみはないじゃないか」


    「食べ物になくても、送り主に悪意がないとは言い切れないでしょ？　それに、もしおかしな……え、衛生上の問題もあるんだから、ファンとはいえ見ず知らずの人から食べ物をいただくのはね」


    　オブラートに包んだ言い方をする涼すずにゃん。ことりんは気づかなかったようだけど、姫ひめちゃんはなるほどと小さく頷うなずいた。


    「あと、軽い気持ちで何々が好きです、とか言っちゃうとそればっかり送ってこられたりするしね。……だいぶ昔のことだけどキャラクターとして、カボチャが好きだ！　って言ったら声優さんのところにすっごい数の生なまのカボチャが送られてきて大変だった、なんてこともあったみたい……お父さんの友達の声優さんが！」


    「え。私もカボチャ好きですよ」


    「そういうことじゃないのっ」


    　文脈を読めないことりん可か愛わいい。突っ込みの早い涼にゃんすごい。


    　くすくすと笑う姫ちゃんに笑顔を返しながら、まとめに入る。


    「とにかくさ。なんでもかんでも疑ってかかったり、迷惑がるなんてのは良くないけどね。プレゼントっていう好意は全部いただけばいいんだしさ」


    　全員頷いてくれたので、これで良し。


    「なので～、涼にゃんからのプレゼントもありがたくいただきま～す！」


    「はい、どうぞ」


    　もらった小箱をテーブルに出して、包みを開ける。


    　出てきたのは、作りがしっかりとした高級そうな美顔器だった。


    「なるほど。確かにこれなら全員で使える……けど、涼にゃんマジ美容マニア」


    「アイドル声優ですから。……では早さつ速そく、はななんに試してもらいつつ、みんなで使い方を覚えましょうかっ。さぁ、さぁ！」


    　涼にゃんの目がらんらんと輝き出す。これは素直に従わなければならないパターンのやつだ。


    「これのすごいところは、顔だけでなく首筋すじから胸元、体にも使えることなんです！　さぁはななん、脱いでください。体中きれいにしてあげますからね、ねっ！」


    「す、涼にゃんのエッチ～～！」


    　迫る涼にゃんに、あたしは思わず両手で顔を覆おおってしまった。
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    　この同居生活において一番の早起きはスポーツ大好き少女のことりんだ。


    　晴れの日はジョギング、雨の日はヨガやストレッチのために五時半には起きていた。最近は、さらにもう少し早くなったとのこと。


    　どうしたのかと思ったら、涼にゃんの朝風ぶ呂ろのためらしい。


    　今け朝さもジョギングから戻ったことりんが、まだ半分以上寝ている涼にゃんを連れてお風呂場へと向かっていた。


    「んゃ～～……まだ眠ぃの～……まだ……寝る……ぉ……」


    「じゃあ、今日はシャワー浴びなくていいの？」


    「いい」


    「……昨日きのうもそう言ったけど、あとになってから起こさなかったこと怒ったじゃないか」


    「いいのー！　いいんだってばも──！」


    　しゃがみ込んで抵抗する涼すずにゃんの腕を優やさしく取って立ち上がらせる。その甲か斐い甲が斐いしい姿には感動さえ覚えるほどだ。


    「眺めてるくらいなら手伝ってよ、花はなちゃんっ」


    　わずかな非難を込めてことりんが言う。


    「おや、あたしが手伝っていいの？　それは、朝から三人で一緒にお風ふ呂ろに入ろうというお誘い？　狭い浴室で女三人、密着しながらの朝風呂を……」


    「……ほら、涼すず風か。ちゃんと起きないと、花ちゃんと一緒にシャワー浴びることになるよ？　変なことされるよ？」


    「なんたる言いぐさ！」


    　ことりんはたまに、あたしに対する当たりがきつい気がする……。


    「それはイヤね」


    「寝ぼけてるのにはっきり拒絶する涼にゃんもきっつい！」


    　あたしをダシにして涼にゃんを起こし、脱衣所に入っていく二人。


    　こうなったら、本当に変なことでもしてやろうか。脱衣所のドアは鍵かぎがかからないから、もう少ししてから開けば二人のヌードが楽しめるわけで！


    「ふふふ……むふふ……」


    　耳を澄すませば、二人の脱衣の音が聞こえて──。


    「おはよう、はななん。二人の朝風呂、覗のぞいちゃ駄だ目めなの」


    　タイミング良くドアが開き、姫ひめちゃんが現れた。


    「起き抜けの姫ちゃんに見透すかされるとはなんたる不覚ぅ──、とりゃあ！」


    　両手を広げて振り返り、そのまま抱きつく。


    　ことりんと涼にゃんが朝風呂でイチャイチャするなら、あたしだって姫ちゃんを朝ギューしていい（断定）。


    　いつもと同じように柔らかい体は、寝起きでまだ温かい。ほんのりと漂う甘い香りも相まって、眠気を誘われる気がする。


    「二人がお風呂上がるくらいまでは寝てても大だい丈じよう夫ぶだよね～……二度寝しようよ姫ちゃ～ん」


    「いいけど、あと十五分も寝られないの」


    「姫ちゃんを抱いて寝たら、十五分でも完かん璧ぺきな眠りに違いないよ……。はっ、そうか。その方法なら、毎日二十三時間四十五分も使える。超ショートスリーパーはななん、ここに爆誕！　これでさらに仕事が増やせるね！」


    「駄だ目めなの」


    「……ですよねー」


    　あたしは姫ひめちゃんを抱いたまま、部屋には戻らず居間へと向かった。


    　あたしに背を預けたまま歩いてくれる姫ちゃん。もう慣れたもので、まるで二人三脚のように足を合わせて歩いた。


    「おっと……片づけちゃわないと」


    　ダイニングテーブル上を賑にぎわせていたアニメ誌や勉強道具を、朝の掃そう除じの邪じや魔まにならないようにとひとまとめにしておく。


    　今日の居間掃除は姫ちゃん担当。あたしはと言えば、トイレ掃除担当だ。


    「はななんは、今け朝さ何時起きだったの？」


    　早さつ速そく、台拭ふきを用意してテーブルを拭き始める姫ちゃん。


    　あたしはカーテンと窓を開け、朝の新鮮な空気を居間に流し込んだ。


    「五時ちょい過ぎくらいかな。今日は朝十だから、朝のうちにちょっと勉強しておこうと思ってね。むふふ、あたし偉い！」


    「今日もお仕事、大変なの」


    　朝十……つまり朝十時からのアフレコ収録の日は学校に行けない。


    　一時間目が終わる頃ころ合いにはスタジオ入りしていないといけないし、六時間目が始まる頃まで収録は続いているからだ。


    　こんな日が週に二回もあるので、自発的に勉強しなければ成績が危険になる。今だって平均点くらいしか取れず、フォーチューンの中では成績最下位なのだから。


    　ユニットのリーダーが頭が悪い、となるとみんなにも恥をかかせてしまう。仕事はもっともっとしたいけど、やっぱり学生の本分を忘れてはならないのだ……と、自分に言い聞かせないと勉強できないくらいには勉強嫌いなのだった。


    「姫ちゃんだってどんどんレギュラー増えていくだろうから、今後大変だよ？　寝る時間を惜おしんで仕事して、勉強してってことになるからね」


    「お仕事、そんなにいっぱいもらえるかな？」


    「何言ってるの。【天てん空くうのフォーチューン】はもとより、すでに【アナログモンスターＢＦバトルフロンテイア】のヒロイン、そして【ぱじゃ丸くん】のレギュラーまで勝ち取ってるじゃない！」


    　姫ちゃんは、先日のオーディションを見事に勝ち取っていた。


    　ＪＨＫアニメ【ぱじゃ丸くん】は二クールショートアニメだけど、週五回放送。来年の春から、平日は毎日姫ちゃんの声がお茶の間に流れるのだ。


    「いいなぁＪＨＫアニメ。あたしも出たい……あ、でも【ぱじゃ丸くん】はお母さんも出るんだっけ。うーん、じゃあ別のがいいな」


    「美み琴ことお母さん、素す敵てきな人だったの。お仕事楽しみなの」


    「なはは、そう言ってもらえると、嬉うれしいやら恥ずかしいやら……」


    　うちの母と【ぱじゃ丸くん】のオーディションで会ったという。おかしなことを言われていないか不安ではあるけど、姫ひめちゃんの態度はいつもと変わらない。


    「はななんはお母さんとの共演したくないの？」


    「ううん、別に。現場で会うときは、お互い声優……親子って意識はしないな。ほかの声優さんたちと態度は変わらないよ。そう割り切るのには、ちょっと時間がかかったけどね」


    　親子で声優、というのはもう珍しいことではない。絶対数はまだまだ少ないけど、これから先は少しずつ増えていくんだろうと思う。


    　もちろん、声優の子だからといって必ずしも声優になれるわけではないだろうけど。


    「これまで共演したことあるのは、お母さんとは三……四回、お父さんとは五回だったかな。ゲームで別録りだったのも含めるから、必ずしも同じ現場だったわけでもないけどね」


    「意外と少ないの」


    「そだね。前にも言ったかもしれないけど、たぶん一番共演が多いのはみー姉さん。……あと、最近多いかなーって思うのは、あだっちゃんかな」


    「あだっちゃん？」


    　床掃そう除じ用のドライモップを手にしていた姫ちゃんの動きが止まる。


    「エイティーンプロダクトの安あ達だち奈な々な花かちゃん。今日アフレコのある【サウザンドコード】でも共演してるし、春クールの【エレガント×ライアー】でも【ストライク・ザ・パニッシャー】でも一緒だったな……。ちなみに、あだっちゃんはあたしたちと同おない年どしなんだよー」


    「高校一年生の声優さん、ほかにもいるの!?」


    　驚きの声をあげる姫ちゃんに、あたしはつい笑ってしまう。


    「そりゃいるよ。あたしたちより年下の声優だっているんだしさ」


    「……天てん空くう学園では月つき姫ひたちだけだから」


    「セレスティアル・エンタテインメントとしてもあたしたちが最年少声優だね。けど、ほかの事務所さんにはまだまだ若手はいるよ。同い年の声優だって、あだっちゃん以外にも何人かいるしね」


    　確か、エイティーンプロダクトにもあと二人くらいいたような気がする。その人たちとは共演経験がないので、詳しくはわからない。


    　天空学園に入学する際、同い年の声優を四人集めると聞かされたとき真っ先に思い当たったのがあだっちゃんだった。けど、彼女はそのとき、すでにエイティーンプロダクト所属だったので、すぐに違うとわかった。


    　でももしかしたら、あたしと同じく移籍するのかな、という想像はあった。


    　ことりんと涼すずにゃんはすぐにわかったけど、完全な新人である姫ひめちゃんのことは予想できなかったから、別の事務所からの移籍だろうと思っていたのだけど。


    「……友達なの？」


    「え？　あだっちゃんが？　うーん……」


    　姫ちゃんの素そ朴ぼくな質問に、ちょっと言葉が詰まる。


    　その表情を見せたことで、姫ちゃんなら「わかったの」とか言ってくれるかなと思ったら、じーっとあたしの目を見続けていた。


    　どうやら明確な返答を求められているらしい。


    「あたしとしては同おない年どしの声優さんとは超友達になりたいんだけどね？　同い年だけじゃなくて近しい年頃ごろなら……ほら、あたしってば学校であんまり友達がいなかったから、せめて仕事場では友達が欲しくてさ」


    「……ほらって言われても、なの」


    「あ、そか。ごめんごめん、あたしの小学、中学時代のことなんて知らないよねぇ、なはは……。ま、まぁ、それはいいや。とにかく、あだっちゃんとは仲良くはしたい、と思ってる。今日も頑がん張ばって声をかけるつもりではいる。あわよくばお茶に誘ってみたり、デートに誘ってみたりしたいなーなんて……思ってはいるんだけどね」


    　なはは、と乾いた笑いが漏もれた。


    　察しのいい姫ちゃんなら、これ以上言わなくともわかってくれるだろう。


    「つまり、嫌われてるの？」


    「グサァ！　は、はっきり言わなくても……うぅう、なんででしょう。最初に会ったときから、なーんか冷たくあしらわれるんですよね。話に乗ってくれないんですよね。たまに睨にらまれたりするんですよね」


    「ふーん」


    「ぬおおおおお。姫ちゃんまで冷たいぉ。酷ひどいぉ、切ないぉ～」


    　もういいや、とばかりに掃そう除じを始める姫ちゃん。


    　あたしはダイニングテーブルに突つっ伏ぷして、よよよと嘆く。わざとらしく嘆いて、姫ちゃんをチラ見する。


    「寂さびしいぉ～、慰なぐさめてほしいぉ～」


    「お掃除中なの～」


    「えぇい！　だったら自みずから行くまで……うりゃあ！」


    　来てくれないので、あたしから突撃する。


    「むぎゅ──」


    　あたしの胸にすっぽりと埋まってくれる姫ちゃん。最初にこうしたときから少しも嫌いやがったりしなかったことが嬉うれしくて、毎日毎日抱きついてしまう。


    　友達の定義ってわからないけど、少なくとも姫ひめちゃんには嫌われてないかも、と思えて胸の奥があったかくなる。だからまた、こうしてしまう。


    　心も体も心ここ地ち良くて。


    「よーしっ。姫ちゃんギューでＭＰ回復っ、今日も頑がん張ばってあだっちゃんに声かけてみようっと！　ありがとね、姫ちゃん」


    「……………………」


    「ん？」


    　今一瞬、姫ちゃんに睨にらまれたような気が。


    「頑張ってね、はななん」


    　気のせいでした。


    　フォーチューンのメンバーだからというだけではなく、姫ちゃんには嫌われたくないのでほっと一安心。


    　あだっちゃんとも、これくらい仲良くなれたらいいんだけどな。


    



    　──結果。


    　今日も、アフレコ終了後のお茶への誘いには乗ってもらえなかったので、帰ってから姫ちゃんに慰なぐさめてもらいました。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　六月も終わりにさしかかった快晴のある日。


    　あたしたちは街中を走っていた。


    　集団の先頭はあたし。何な故ぜなら、目的地を知っているのがあたしだけだから。


    　強い日差しがアスファルトを焼き、陽光を反射してあたしたちを焦こがす。学校を出る前に塗った日焼止めは、もうほとんど汗で流れてしまっているだろう。


    　早く目的地に[image: ]たどり着かなければ、こんがりきつね色になってしまう。


    「じ、時間は!?」


    　息も絶え絶えな涼すずにゃんに、あと五分、とことりんが答える。


    　ちなみにことりんは、汗こそかいているもののまったく息を切らしていない。さすがはジョギングが趣味のスポーツ万能少女。


    　あたしはと言えば、結構キツイ。涼にゃんも、姫ちゃんも、汗だくだ。


    「その先の路地を曲がればすぐ……だったはずだから！　もう少しだけ頑張って！」


    　あたしの言葉に全員が頷うなずく。そして、足を速めた。


    　あたしたちの目的地は、アトリエトップ──グラビアの撮影スタジオだった。


    



    【天てん空くうのフォーチューン】ＯＶＡ付きムック第一巻の売り上げは順調なようで、それに合わせてアニメ情報誌や声優情報誌からの取材依頼は着実に増えつつあった。


    　今日もお昼に学校を早退し、マネージャーの百ゆ合り子こさんに送られて撮影スタジオに向かっていた……のだが、近くまで来たところで渋じゆう滞たいにつかまってしまった。


    　レンタルスタジオでの撮影に遅れるわけにはいかない。三年ほど前にもそのスタジオで撮影をしたことがあったあたしを先頭に、走って向かうことにした。


    　汗だくになってしまうのは仕方がない。スタジオにはメイクさんもスタイリストさんもいるのだから、お任まかせすればいいだろう。


    　着替えと化け粧しよう品を手に馴な染じみのない街中を走り抜け、撮影開始時刻ちょうどに[image: ]たどり着いた。


    



    「おっ、遅れてすみません！　本日、こちらで撮影をお願いしているフォ──」


    「遅ぉおい！」


    　どかんと圧力のある声に出迎えられる。


    　線の細い中年男性が、明らかに不機き嫌げんな顔をして仁に王おう立ちしていた。その表情と光り輝かんばかりのつるっとした頭が、あたしたちを震ふるえ上がらせる。


    　自己紹介させてもらえないまま立ちすくむあたしたちに、ずかずかと歩み寄ってくる。カメラを手にしていることから、この男性が今日のカメラマンさんなのだとわかる。


    「最近のアイドルは時間も守れんのか!?　一時に開始つったら、一時には準備を終えてワシを待ってるもんだろうが！」


    「はいっ、すみませんでした！」


    　気難しいタイプのカメラマンさんらしい。反論やいいわけをして、無む闇やみに機嫌を損そこねるわけにはいかないだろう。


    「急いで準備しますっ、少しだけお時間を…………あ、あの。なんでしょう？」


    　カメラマンさんはあたしに顔を寄せ、それから全身を舐なめ回すように見た。


    　そしてことりんを、涼すずにゃんを、姫ひめちゃんを、同じように見つめ。


    「おい。その制服、濡ぬらしてもいいか？　いいよな。よし、こっち来い」


    　何やら一人で結論を出し、建物の二階へと続く階段へと歩き出すカメラマンさん。


    　あたしたちは、ぽかんとするばかり。


    「さっさと来い！　……おい、始めるぞ！　まずはバスルームからだ！」


    　あたしたちを手招きし、その後スタッフに声をかけるカメラマンさん。


    　三十歳前後の女性スタッフが、慌あわててあたしたちの荷物を取りに来てくれた。


    「いらっしゃい、今日はよろしくね。あの先生厳しいから、まずは言うこと聞いておいてもらえる？」


    　軽くウィンクをしてくれた女性にほっと和なごむ。


    「はい……。ですけど、あたしたちこんな汗だくなんですけど、いいんでしょうか？」


    「いいんじゃない？　バスルームって言ってたから、濡ぬれた感じを撮りたいのかも……っと。急いで急いで？　荷物はそこのメイクルームに運んでおくから」


    　女性に促うながされ、カメラマンさんのあとを追う。


    　招かれた場所はオシャレな洋風バスルーム、のセットが組まれた部屋だった。


    　しかし、セットとは言えちゃんと水は出るらしい。カメラマンさんみずから蛇じや口ぐちを開き、バスタブに水をためている。


    　まさかとは思うけど……制服のまま、このバスタブに浸つかれなんて言う気じゃ!?


    「おい、まずはお前だ」


    「はい！　神かん崎ざき花はな名なです、よろしくお願いしま──ぶふわっ!?」


    　呼ばれて寄っていったら、霧吹きで顔に水をぶっかけられた。


    　ただでさえ汗だくなのに、さらに濡らされるとか！


    「それじゃハナ、浴槽の縁ふちに座るとかもたれるとか寝転ぶとか好きにしろ。自分で水かけてもいいぞ」


    〝ナ〟がひとつ抜けているけど、気にしないでおこう。


    「お前らは、あんまり汗が引かないようにスクワットでもしてろ」


    　姫ひめちゃんたちを一いち[image: ]べつし、淡たん々たんと言う。すでに怒っている様子はなく、シチュエーション作りに没頭しているようだ。


    　そしてやはり、汗にまみれたあたしたちを撮ることが目的らしい。


    　女子高生の汗を激写!?　なんというフェティシズムか！


    　っていうか、ブラ透すけてないかこれ!?　……あ、大だい丈じよう夫ぶだ。


    　それにしても、声優情報誌のグラビアでいきなり水に濡れた女子高生とか撮るのか？　なんて大だい胆たんなカメラマンさんだろう。


    　それでも変態性や下心は感じられない。プロのカメラマンさんなのだ……期待できるかも。


    「……ふん、いい表情じゃないか。いきなりリラックスできるとは、若いわりにはなかなかだな」


    「ありがとうございます。こういう奇抜なシチュは好きです」


    「そうかい」


    　怒った様子もなく、さりとて笑うでもなく、カメラマンさんはシャッターを切り始める。


    　助手はいないのかと思ったら、このバスタブ付近に合わせていい具合に光が差し込んでいる。準備を自分でしていたことからも、助手は使わないタイプのカメラマンさんなのかもしれない。


    　ならば、あたしはしっかりと撮られることに専念しよう。


    　どうせ汗だくなのだからもう多少濡ぬれてしまっても構かまうまいと、バスタブにたまった水をばちゃばちゃと跳はねさせてみる。


    　その水しぶきが気に入ったのか、何枚も何枚も撮られた……が。


    「やりすぎだ。ガキか」


    「ちぇー」


    　はしゃいで水を飛ばしすぎたことで怒られてしまう。


    　途中、また霧吹きで顔や髪を濡らされたけど、カメラマンさんの目的がわかっているので驚いたり不快になることはなかった。


    　水も滴したたるいい女を撮りたいのだろう。うん、いい女だからね、あたしは（自じ画が自じ賛さん）！


    「ふむ……次っ。そこの小柄がらな姉ちゃん」


    　……いい女のはずだけど、飽きられるのは早かった。


    「はいっ。恵え比び寿す月つき姫ひです、よろしくお願いしますなのっ」


    「はいよ」


    　あたしと同じように水を吹きかけられる姫ひめちゃん。


    　窓から差し込む光が姫ちゃんの淡い金髪を照らし、水滴が反射してきらきらと輝く。


    　表情が硬かたいぞ、などと言われつつもシャッター音は響き続ける。やはりこのカメラマンさん、ノリノリのようであった。

  


  [image: ]


  
    「ふい～～、汗と水でべたべただよ……。衣装着替える前に、シャワー浴びたいところだね」


    「……ねぇ花はなちゃん？　これって本当に、声優誌のグラビアなのかな？」


    　撮影待ちで律りち儀ぎにスクワットをしていたことりんが、息を切らせながら耳打ちしてくる。


    　息の荒さと火ほ照てった顔がやたらとエロティックに感じられて、ぞわりとしてしまった。


    「そうそう、いいね。そういうアダルティな感じを撮りたいんじゃないかなと思うのですよ……火照ったことりん、大人おとなの魅力ぅ」


    「茶ちや化かさないでよっ……それに、撮影スタジオって本当にここ？」


    「あぁ、それは間違いないよ。アトリエトップでしょ？　あたし、前にも来たことあるし……三階にはキッチンとダイニングもあるんだよ？　そこでエプロンをつけてお料理の真ま似ね事ごとしながら撮影したんだ～」


    　姫ちゃんの撮影中なので、セットから少し離れてこそこそと話す。


    　ことりんはどうに腑ふに落ちない様子で、難しい顔をしていた。


    　その横で、涼すずにゃんも疲ひ労ろうの吐と息いきを漏もらしながら、あたしに向く。


    「わたしも気になってたんですけど……アトリエトップじゃなくて、アトリエトパーズって数す寄き屋やさんは言っていませんでしたっけ？」


    「トパーズ？　何それ、このあたりのフォトスタジオはトップさんだけだよ？」


    「そう、ですか……──はっ、はい！」


    　カメラマンさんに、髪の長い姉ちゃん、と呼ばれて駆かけ出す涼すずにゃん。


    　入れ替わりで、姫ひめちゃんがあたしたちの元に戻ってきた。


    「ぐっしょりなの～～」


    「なはは、お疲れさま。このセットでの撮影が終わったら着替えられるだろうから、もうちょっとの辛しん抱ぼうだよ」


    「うん。せっかく、涼ちゃんに選んでもらった可か愛わいいお洋服があるんだから……」


    「おい、終わった二人！　先に下行って、水着に着替えておけ！」


    　カメラマンさんの声に、あたしたちは目を丸くする。


    「み、水着ですか!?　持ってきてませんけど？」


    「はぁ？　お前らが水着だっつったんじゃねーか。そんくらいスタッフが用意してあんだろ……さっさと着替えてこい！」


    　言うだけ言って、涼にゃんの撮影に戻るカメラマンさん。


    　口は悪いわ、こっちの話は聞いてくれないわ……けど、写真に対する熱意は感じられる。こういう人に上う手まいこと乗せられていくと、水着どころかヌードになったり──。


    　しないけどね。


    「水着だってさ。いつの間にそんなことになってたんだろうねぇ」


    「ちょっ、花はなちゃんっ。声優誌なのに水着グラビアっておかしくない!?」


    　小声で叫ぶことりんに、姫ひめちゃんも悩みつつ頷うなずく。


    　確かに珍しいとは思うし、そんな話は聞いてなかったけど、八月発売号の雑誌に載るのだから、水着でもおかしくはない……かもしれない。いや、声優誌で水着って、あんまり見たことないけど。


    「ま、まぁ、すぐに百ゆ合り子こさんも到着するでしょ。話はあとで聞けばいいんじゃないかな」


    「けど、マネージャーが来ていないのをいいことに、おかしな格好で写真を撮られようとしてるのかもしれないじゃない。だいたい、メイクもなしにいきなり撮り始めるなんて……」


    　ことりんの不安を余よ所そに、先ほどの女性スタッフが現れる。


    「下に水着は用意してありますよ。次はメイクもしますから、順番に着替えてくださいね」


    　その様子におかしなところはない。


    　あたしは、このスタジオの階下にフィッティングルームとメイクルームがあるのを知っているので、はいと頷く。


    　そして姫ちゃんの手を取って、軽く引き寄せた。


    「さーて、それじゃお着替えしましょうか。ことりんはもうちょっと汗を流して、ばっちり汗フェチ魂だましいを揺さぶってきてくだされ」


    「な、なんですかそれはー！」


    　小声のつもりの叫びは、カメラマンさんの怒りを買っていた。


    



    　フィッティングルームに用意されていた数種類の水着の中から、好みのものを見つけてささっと着替える。


    　大だい胆たんなセパレートタイプしかないのは、やはり水着グラビアに求められているセクシーさゆえだろうか。


    　おかげで、姫ちゃんはどれを選ぶか迷いに迷って、うんうんと唸うなってばかりだった。


    　そんな姫ちゃんの背後から、いつものようにふわりと抱きつく。ややしっとりとした感のある制服が素肌にいつもと違う抱き心ごこ地ちを与えてきた。


    「どれを選ぶか迷ってるの？　あたしが選んでもいい？」


    「……ねぇはななん。本当に水着にならないといけないの？」


    　問いとは違う答えが返ってきて、あたしも唸る。


    　姫ちゃんの声に不快さはないけど、懐かい疑ぎ的ではあった。あたしとしては、用意されているものを必要以上に疑うのはどうかと思うのだけど。


    「事務所的に、フォーチューンのさらなるアイドル化を目指してるのかもしれないよ？」


    　と、そこにことりんと涼すずにゃんが、女性スタッフと連れ立ってやってくる。


    「水着はそちらからお好きなものを選んでくださいね。着替え終わった方から、メイクしていきましょうか」


    　どうやらこの女性スタッフが、メイクとスタイリストを兼ねているらしい。


    　ことりんと涼すずにゃんはあたしの水着姿に少し目を見張るけど、スタッフさんの手前先ほどのような不安は口にしなかった。


    「うわっ、大だい胆たんなのばっかり」


    　ことりんの驚きに、涼にゃんは目を見張り、姫ひめちゃんは頷うなずく。


    「大だい丈じよう夫ぶ。みんなで水着になれば怖こわくないよ」


    「……それはそうかもしれませんけど。やっぱり、数す寄き屋やさんにお話を聞いてからのほうが」


    　不安で語尾が弱くなる涼にゃん。


    　どうやらみんな、水着になることへの抵抗感は強いようだ。


    「アイドルの方って、水着になるのに慣れてるものじゃないんですか？」


    　女性スタッフがきょとんとした顔であたしたちを見た。


    「いやまぁ、アイドルとは言っても声優ですからね。事務所はアイドル声優として売りたいのかもしれないんですけど……」


    「え？　声優って？」


    　女性スタッフが首を傾かしげた。


    「いえ。ですからあたしたち声優ですから。フォーチューンっていうユニットは組んでますけど、いわゆるアイドル歌手とはまた違って──」


    「え？」


    「え？」


    　女性スタッフのクエスチョンがより強くなった。


    　合わせて、あたしの首も曲がる。


    「あの……フォーミュラ・フォースさん、ですよね？」


    「え？」


    「え？」


    　知らない単語を発した女性スタッフさんに、あたしの首が折れるほど曲がる。


    　場にいる全員が言葉をなくした瞬間、フィッティングルームのドアが音を立てて開かれた。


    「すみませ～ん、遅れました～。フォーミュラ・フォースで～す。なんだか事故があったみたいで～、道路渋じゆう滞たいしちゃってて～、しかもこのスタジオの前ってロケバスが通れなかったみたいで～……あれ？」


    　そこにいたのは、同じ年頃ごろの女子四人組。


    「え？」


    　呆ぼう然ぜんとする面々を代表して、あたしが疑問を投げかけた……そのとき。


    「あっ、あのすみません！　こちらにフォーチューンの四人が来ていませんでしょうか!?」


    　四人組女子の後ろから、慌あわてふためいた百ゆ合り子こさんが駆かけ込んできた。


    「あぁやっぱり！　は、花はな名なちゃん！　撮影スタジオはトップさんじゃなくてトパーズさんだって言ったじゃない！　知ってるって言うから安心してたのに～～！」


    「え？」


    　女性スタッフの、アイドル歌手らしい四人組の、フォーチューンの仲間たちの目があたしに注そそがれた。


    「ふむ…………間違っちゃったみたい。てへっ！」


    「「「「えええええええええええええええええええええええええ!?」」」」


    



    「いやでも、間違ったのはあたしだけじゃなくってカメラマンさんもじゃん？　スタッフさんだって最初に確認してくれなかったし、そもそも撮影に遅れた向こうのアイドル歌手さんたちだって……だから、その……えーと…………ごめんちゃい」


    　本来の撮影スタジオであるスタジオトパーズに四十五分ほど遅れて到着したあたしたちは、大急ぎで撮影をしてもらった。


    　幸いなことにあたしたちのあとにスタジオ使用はなかったし、十五分押しくらいで撮影は終えられた。


    　最初に撮影してもらったスタジオトップのカメラマンさんも勘かん違いだったことを謝罪してくれて、撮った写真は後日現像して引き渡してくれるとのこと。その写真が誌面を飾ることはないけど、あたしたち自身は見ることができる。結構楽しみだった。


    「……楽しみ、だよね？」


    　みんなの賛同は、なかなか得られなかったのだけど……。


    「きゃーっ、なにこれ可愛かわいい！　ううん、綺き麗れい！」


    　濡ぬれた制服の写真を見た涼すずにゃんは、目をハートにして叫んだ。


    　特にことりんの写真を見て頰ほおを染めていることに、本人は気付いていないようだけど。


    「き、綺麗というか、少し、その……大人っぽすぎませんかね？　でもまぁ、うん……」


    　ことりんは自分の写真を見て、まんざらでもないと頷うなずく。


    　そして涼にゃんのアダルティな写真を何度も見ては、いいね、と呟つぶやいた。


    「カメラマンさんって本当に凄すごいの。写真の中のみんなが、いつものみんなとまるで違う感じ……コンセプトが明確で、一枚一枚の世界観がしっかりしてるの」


    　姫ひめちゃんの感心する声に、あたしは大いに頷く。


    「そうだよね！　ちょっと面おも白しろいところのあるカメラマンさんだったけど、仕事のほうはバッチリ……って、これが仕事用じゃないのが残念だよ～」


    　あたしの言葉に、全員頷いてくれた。


    　……最終的にはちゃんと賛同を得られて、ほっと一安心のあたしなのであった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　ある日、デートしよう、と先輩声優である伊い藤とう美み和わさん──みー姉さんに連れ出され、やってきたのはあたしたちの住むマンションからほど近い大型商店街。


    　マンションとは駅を挟はさんで反対側にあるこの商業住宅複合施設シヨピングコンプレツクスはサブカルチャー系店舗が多く出店しており、秋あき葉は原ばらと並ぶ一大オタク街でもある。


    　中学生の頃ころは何度か訪れたことがあるものの、高校入学以来立ち寄ることはなかった。それはもちろんオタク文化と疎そ遠えんになったからではなく、むしろ近寄りすぎたために多忙になったことが原因だ。


    　また居住地が近くなりすぎたことで、いつでも行ける、という感覚があると意外と足が向かなくなるものなのかもしれない。


    



    　みー姉さんの許可をもらって、フォーチューン全員[image: ]そろってのグループデートにしてもらう。


    　オタク文化に造ぞう詣けい深い涼すずにゃんはいいとして、ことりんと姫ひめちゃんにも文化に触れてもらういい機会だと思ったからだ。


    「みんな、お久しぶり。元気にやってる？」


    「はい。今日も午前中は全員でダンスレッスンしてきましたけど、元気はありあまってます」


    　率先して答えることりんに、みー姉さんは愉ゆ快かいそうに頷うなずく。


    「心こ鳥とりちゃんは本当に元気っ子なのね。理り恵えっちの言ってたとおりだわ。あ、理恵っちってうちの後輩ね。南みなみ村むら理恵……今、【ＧＲＥＥＮグリーン　ＣＨＯＣＯＬＡＴＥチヨコレート】で共演してるでしょう？」


    「は、はい！　南村さんにはお世話になっています！」


    　ただでさえ元気なことりんの表情が、さらに明るく輝く。


    　人と人の繋つながりが感じられると、ぐっと親近感が湧わくものだ。


    「そっか。ことりんって今、南村さんと共演してるんだ」


    【ＧＲＥＥＮ　ＣＨＯＣＯＬＡＴＥ】は七月からＢＳで放送開始するアメリカのテレビドラマ。ことりんにとって初吹き替えだけど、子役経験があることからかアテレコもスムーズにこなしているらしい。


    　まだ放送前なので、ほかのキャストのチェックはしていなかった。


    「あたしもまだ一回しか共演したことないけど、ボーイッシュで澄すんだ綺き麗れいな声だよね、南村さん。あ……ことりんとキャラの方向性が被かぶっちゃうこととかもあるかも？」


    「そんなことないって花はなちゃん。私なんてまだまだだから、南村さんには勉強させてもらってばっかりだよ」


    　最近はことりんの口調から余よ所そ余よ所そしさが消え始めている。それも嬉うれしくて、あたしは笑って頷いた。


    「涼すず風かちゃんと月つき姫ひちゃんはどう？　お仕事は順調？」


    　みー姉さんが二人に話を振る。


    「はい。【天てん空くうのフォーチューン】以外にも、レギュラーで二作品に出演させてもらっています……ひとつはショートアニメですけど」


    「いいじゃない、ショートアニメ。テンポが速くて楽しいわよね」


    「テンポもですけど、ギャグアニメなのでテンションも高いです。【にわにわたまたま】という五分アニメで、毎回二、三本まとめ録どりするんですけど、普通のアニメより短いはずなのに倍くらい疲れてる気がします」


    「あはは、そうかもね。けど、それも楽しくない？」


    「はい、とても楽しいです」


    【にわにわたまたま】はテニスが題材のギャグアニメだ。


    　おっとりとした萌もえキャラを演じることが多かった涼にゃんにとっては初のギャグキャラで、毎回収録前の練習に余よ念ねんがない。


    　早口で喋しやべることの多いギャグアニメでは、つい〝喋るだけ〟になりがちだ。それは、みー姉さんの言うところの、キャラクターに血を通かよわせる、ということとかけ離れてしまう。


    　そのための練習に、あたしは何度も付き合った。一生懸命な涼にゃんを見ると、あたしまで元気になってくる気がして嬉うれしい。


    　いやぁ、声優って本当に素す敵てきなお仕事ですね。


    「ちなみに姫ひめちゃんですが……まだ発表前なんですけど冬と春のレギュラーがもう決まってるんですよ。ね？」


    「は、はいなの～」


    　涼にゃんに紹介されて、照れ笑う姫ちゃん。


    「へぇ、すごい。やったわね！」


    　みー姉さんの感嘆の声が商店街アーケード内に響き渡る。


    　通りを行く人が数人振り返ったけど、声優・伊い藤とう美み和わであることはバレなかったようだ。


    「そういえば【天空のフォーチューン】ＯＶＡ版、見させてもらったわよ。月姫ちゃん、新人とは思えないほどの演じっぷりだったわ……さすが、はななんとユニットを組んでいけるだけのことはあるわね」


    「ありがとうございますなの」


    　みー姉さんにお礼を言いつつ、あたしのもとに歩み寄ってくる姫ちゃん。その小さな手が、あたしの手をきゅっと握ってくる。


    　照れのせいか緊きん張ちようのせいかはわからないけど、頼られている感じがして高こう揚ようする。


    「ふふふふふ……前にも言いましたが、姫ちゃんはうちの切り札ですから！　どこに出しても恥ずかしくない、あたしの嫁ですから──！」


    「むぎゅ──」


    　通りを行く人々の視線を浴びても、あたしは一向に恥ずかしくなかった。


    　……ことりんと涼すずにゃんは、恥ずかしそうにあたしたちから距離を取ったけど。


    



    　まんがまみれ──通称・まんみれは、あらゆるオタクグッズを網もう羅らしていると言われるほどのお店で、雑誌書籍をはじめ、アニメやゲームの音楽・映像ソフト、各種おもちゃやグッズ、同人誌や古書、コスプレ衣装やミリタリーグッズまで幅広く扱っている。


    　特徴的なのは扱うジャンルによって店舗を替え、この商店街だけで二十以上も出店していること。そのすべての店舗を見ようと思ったら、一日ではすまないだろう。オタクのデートスポットとしては、他たに類を見ない商店街なのである。


    　しかし残念なことに、声優の専門ショップはまだない。


    　ボーカルＣＤやドラマＣＤ、ライブビデオや写真集くらいしか売るものがないのだろうから仕方ない。稀まれにサイン入りのグッズが中古で売られているのを見ると、寂さびしくもなるし。


    　取り立てて目的地があったわけでもないので、みんなの足の向くまま気の向くまま、あちこちの店を流し見ていく。


    「……姫ひめちゃん、どこか気にあるお店はあった？」


    「うーん。どのお店も商品がたくさんありすぎて、何を見たらいいのかわからないの」


    「なはは、それもそうだね。探しものがあって来るならいいんだけど、ウィンドウショッピングするにはとりとめがなさすぎるかも」


    　と、店のショーウィンドウを眺ながめると、やたらと古さを感じさせる人形が並ぶお店だった。


    「ブリキにソフビか……。このあたりは本当にマニア向けで、私でもわかんないわ」


    　みー姉さんはまだ三十歳ほど。こうした古いおもちゃの世代ではない。


    　もちろんあたしたちにはさっぱりわからないおもちゃなのだけど、姫ちゃんは気になるようでしきりにショーウィンドウを眺め始める。


    「姫ちゃん、ブリキ人形やソフビ人形のこと知ってるの？」


    「詳しくは知らないけど、こういうの、おじいちゃんがいくつか持ってたと思う……あれとか」


    　指差した先にあったのは、明らかに古さを感じさせるロボットのブリキ人形。その値段は……。


    「さっ、三十五万円!?　うわっ、高っ……ブリキ人形怖こわっ」


    「こっちにある丸っこいお人形も、似たようなの見たことあるの……わぁ、十二万五千円？　た、高いの～～」


    　こうしたアンティークトイは時に非常に高価なものがあると知ってはいたけど、実際目まの当たりにすると驚く。


    「何々？　ずいぶん渋いところ攻めてるじゃない。はななんたちなら、あっちのドールとかのほうがいいんじゃないの……って、すご！」


    　みー姉さんもウィンドウを覗のぞき込み、その値段に仰ぎよう天てんする。


    「姫ひめちゃんのおじいちゃんが、こういうのいっぱい持ってるみたいなんで」


    「本当に？　それってもしかしたら一財産かも……と言うか、こういうの好きな人が身近にいるのね。おじいちゃんっていうことは、リアルタイム視聴世代か～」


    　みー姉さんが妙な方向に感心する。


    　そういえば、姫ちゃん自身はこれまでほとんどアニメや漫まん画がに触れていなかった。だけどやっぱり、こうしたサブカルやオタク文化の血ち筋すじだったのかもしれない。


    　今どきの萌もえアニメや幼児向けアニメばかりでなく、古いアニメや特撮を見てみるのも勉強になるかも……あたしのうちに、そういう古い作品のソフトはあったかな？


    「はななん、はななん。これ可か愛わいいの」


    「どれどれ……あはは！　なるほど可愛い、っていうか変な顔！」


    　怪獣の人形のはずなのに、妙にコミカルなディフォルメがしてある。もしかすると、怪獣の子供なのだろうか。


    　ほかにも動物を擬ぎ人じん化かした人形や某有名なネズミキャラクターの人形など、突っ込みどころ満載のアンティークトイを見て楽しむ。


    　何万円もするものから数千円で買えるものまで各種の人形があったけど、ソフビやブリキの人形を買おうとまでは思わなかった。それは姫ちゃんやみー姉さんも同じようで、ウィンドウショッピングに終始した。


    



    　アンティークをひとしきり楽しんだあと、ことりんと涼すずにゃんが見ていたフィギュア販売店で先ほどの人形との造形の差を見てまた楽しんだ。


    　涼にゃんはアンティークよりも、今どきのフィギュアのほうが好みらしい。


    　自分が演じたキャラクターのフィギュアを欲しがっていたけど、残念ながらまだその商品はないようだった。


    「【天てん空くうのフォーチューン】のキャラクターがフィギュアになるといいね」


    　ことりんの無む邪じや気きな言葉に、涼にゃんは軽く息を吐はいた。


    「それはもちろんなんだけど、フィギュアになるのって何な故ぜだか時間がかかるのよね……。テレビ版放送中に出てくれるかどうかは疑問だわ」


    「……ふーん？　そうなの？」


    　涼にゃんの言葉をあまり理解していない様子のことりん。


    　姫ちゃんも同じように、あたしの隣で小首を傾かしげた。


    「立体物は版権管理が厳しくてね。それに、原型を作る人やできあがったものを生産する工場の手配なんかでかなり時間が取られるみたいでさ。ワンクール作品の場合、始まってから動き出しても放送中にフィギュアが発売される可能性はかなり低い……らしいね」


    　アンティークトイと同様に、フィギュアについてもあまり知識はない。けど、あたしは自分の演じたキャラクターのフィギュアはいくつか持っているので、少しばかり聞きかじりの知識はある。


    「そういえば、あたしたちの出演した【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】のフィギュアも、ようやくヒロインが[image: ]そろったって感じみたいだしね」


    　みー姉さんの言葉で、自分が演じた鳳おおとりかぐらのフィギュアを探してみる。


    　主人公だったこともあって、かぐらのフィギュアは放送中すでにあった。今は、このお店にあるだけでも二種類。その隣にみー姉さんが演じたかぐらの親友、羽は生にゆうのフィギュアもある。


    「……誕生日プレゼントに、かぐらと羽生のフィギュア[image: ]いで買ってあげようか？」


    「うぐっ」


    　にやにやしながら言うみー姉さんに、嬉うれしさ半分、困り半分で呻うめく。


    「フィギュアはなぁ……欲しいんだけど、置き場所に困るんですよね。ましてや、今は自分の家じゃないから」


    「机の上に置いておけるサイズなの」


    　フィギュアを見ながら言う姫ひめちゃんに、あたしは首をすくめる。


    「そうなんだけどね。フィギュアの真に恐ろしいところは大きさではなく、そのコレクション性にあるのだよ……つまり、ひとつ持ってしまうと次から次に欲しくなってしまうという！」


    　わかるわかる、と涼すずにゃんが頷うなずく。


    　ことりんはさっぱりわからないといった様子できょとんとしていた。


    「なるほどなの。だからおじいちゃんも、いっぱい持ってたのね」


    　姫ちゃんも、おじいちゃんのコレクションを思いだしたようだ。どれほどの所蔵があるのかはわからないけど、いっぱい、ということは相当数あるのだろう。


    「はななん、もし良かったらわたしの部屋に置いておく？」


    　同じマンションの最上階に自分の部屋を持っているセレブな涼にゃんである。


    「うーむ……涼にゃんの申し出は嬉しいんだけど、やはり自分のものは自分で管理しなければなるまい。ましてやプレゼントでいただくとなればなおさら……。しかし、マンションには置けない。そうなると実家か？　いやしかしそれでは好きなときに鑑賞して萌もえ萌えすることができない。それではなんのためのフィギュアか！　やはり手元に置いて時に眺め、時に撫なでられずして何のための立体物か！　特に羽生フィギュアとなればそれはもうみー姉さんの分身であり、すなわちいつでも好きなときにみー姉さんを愛あい撫ぶできるということにほかならず──」


    　ヒートアップするあたしの手を、姫ちゃんがきゅっと握った。


    　我われに返ると、目の前には若い男性店員さんが。


    「あの、店内で大声を出されるとほかのお客さまのご迷惑になりますので……」


    「ご、ごめんなさーい！」


    　あたしたちは逃げ出した。


    「あっ、ちょっと待ってください！　神かん崎ざき花はな名なさんですよね？　この鳳おおとりかぐらの声優の！　も、もし良かったら、このフィギュアの箱にサインなんていただけたら！」


    　しかし逃げられなかった！


    「い、いえ、でも商品ですよね？　サインなんてしちゃったら……」


    　もう一度、逃げようと試みた！


    「大だい丈じよう夫ぶです！　俺、買いますから！」


    　やはり逃げられなかった！


    「は、ははは……では、騒いでしまったお詫わびに書かせていただきます……」


    　店員さんはすごく喜んでくれた。


    　だけどそれでかぐらのフィギュアは売り切れてしまったので、みー姉さんからのプレゼントは別のものを選ぶことにしてもらった。


    



    「プライベートの時間にはあんまりサインするものじゃないわよ？」


    「なはははは……ですよね～」


    　まんがまみれを出て、商店街近くのファミリーレストランで一休み。


    　チョコレートパフェを食べつつ、横に座ったみー姉さんに呆あきれられる。


    「はななんは、もう少し周りの目を気にしたほうがいいの……有名人なの」


    「そうよね。自分が声優だっていうことをもっと意識したほうがいいわ……ましてやまんみれの店内で朗ろう々ろうと語り出すなんて、正体をばらしてるのと同じだもの」


    　正面に座る姫ひめちゃん、その隣の涼すずにゃんにもため息を吐はかれる。


    　とは言われても、隠さなければならないほど凄すさまじい正体ではない。


    　けど確かにアニメファンや声優ファンの多い場所で大っぴらに正体を明かすものではないだろう。騒ぎになるとお店に迷惑がかかるし……逆に、騒ぎにならないと自分の知名度の低さに精神的ダメージを受けるから。


    「正体がばれても、放っておいてもらえると一番いいんだけどね」


    「……けどはななんだって、好きな声優さんがいたら」


    「飛びついてサインもらうね！」


    　涼にゃんの言葉に、声を張り上げる。


    　みんなの顔が、呆れの色に染まっていった。


    「なはは……ま、まぁ、今後は注意しますよ、今後は。なるべく……できるだけ……きっと」


    「しばらくの間、あのまんがまみれには行けないでしょうけどね」


    　涼にゃんが肩をすくめる。そして、苺いちごのケーキを上品に食べた。


    　その隣では、ことりんがフライドチキンとポテトのセットを食べ……ていなかった。


    「あれ、どうしたのことりん？　食べないの？」


    「え？　あ、あぁ、食べます食べます。お腹なか空すいちゃって……」


    　急せかしたわけではないのだけど、大きなフライドチキンを一口で食べてしまうことりん。さすがに息苦しかったのか、軽く[image: ]せき込む。


    「あぁもう、落ち着いて食べなさいよね。何をそんなに慌あわててるのよ」


    　紙ナプキンを取ってことりんに手渡す涼すずにゃん。その仕し草ぐさは恋人のよう……と言うか、お母さんのよう。


    　ふっと笑うあたしと姫ひめちゃんだったけど、ことりんはどうにも落ち着かない。


    　その視線が大きな窓、そして店外へと向いた。あたしたちもつられて、窓の外を見る。


    「……天気悪くなってきたわね」


    　みー姉さんが呟つぶやいた。


    　商店街に入る前までは晴天だったのに、今はどんよりとしている。どうやら夕立か、ゲリラ豪雨というやつか。


    「みー姉さん、傘かさ持ってきてないですよね？　商店街のアーケードから駅まで、ほんの少し傘が必要になっちゃいますよ？」


    「夕立なら、やむまで待ってればいいけどね。はななんたちは、このあと何か用事あるの？」


    「いえ、今日はもう何も。あとは各おの々おの、明日の仕事の準備や今後に向けての練習くらいで」


    　ね？　と姫ちゃんたちに同意を求める。


    　姫ちゃんと涼にゃんはすぐに頷うなずいてくれたけど、ことりんはまだそわそわとしていた。


    「ことりん？」


    「え？　あ、はい。明日の台本を読み直しておくくらいで──」


    　一瞬、曇どん天てんに光が走った。


    　どうやら雷かみなりのようだけど、店内のざわめきで雷らい鳴めいは聞こえない。


    「それじゃ、このあとカラオケ行かない？　お姉さんがフォーチューンの歌をチェックしてあげるよ～、という名めい目もくでみんなの歌声が聴きた～い」


    　雷のことは気にもせず、みー姉さんが明るく言う。


    　もちろんあたしは真っ先に賛成。


    「行きましょ行きましょ！　ねぇみんな？」


    「行くの～」


    　指先で軽く拍手しながら答える姫ちゃん。


    　もちろん涼にゃんもことりんも諸もろ手てを挙げて賛成してくれるだろう、と目を向ける……が。


    「……涼にゃん？」


    「え？　あ、はい。か、カラオケですね。行きましょう行きましょう……ね、心こ鳥とり？」


    「え……でも、帰ったほうが良くない、かな……」


    　いつもの元気はどこへやら、ことりんの生命力がずいぶんと低下していた。


    　合わせて、涼すずにゃんもいまいち気力が足たりていないように見える。


    　歌が大好きでカラオケなら何時間でも歌えると豪語していた涼にゃんなのに、あまり乗り気ではないのはどういうことか。


    　首を傾かしげるあたしを見ることなく、ことりんと涼にゃんは見つめ合ったまま。


    「カラオケに入っちゃえば、雷かみなりなんて気にならなくなるんじゃない？」


    「そ、そっか。そうだよね。防音なんだし……よーし！」


    　唐とう突とつに元気を取り戻し、フライドチキンとポテトをあっと言う間に平らげる。


    　涼にゃんもホットティーを飲み干して、一ひと息いき吐ついた。


    「そうと決まれば早く行きましょ、はななんっ」


    「う、うん。そうだね」


    　涼にゃんの言葉に、ことりんも大きく頷うなずいて立ち上がる。


    　あたしもチョコパフェは食べ終えてる。


    　姫ひめちゃんもみー姉さんも、コーヒーを飲み終えていた。だけど、いきなりずいぶんと急ぎだしたものだ。


    「なんだかよくわからないけど、カラオケには行くってことね？　それじゃ、行きま──」


    　みー姉さんが席を立った瞬間、ファミレス店内に強力なフラッシュが焚たかれたかのような雷らい光こうがほとばしった。


    「ぴっ──」


    　ぴ？　何やら変な声が聞こえた……と、周囲を見渡してみると、ことりんの姿がない。


    　どこに行ったのかと首を巡めぐらした瞬間、ごごごごご、と低い雷らい鳴めいが響く。どうやら、大きな雷らい雲うんが近づいているようだった。


    「こ、心こ鳥とりっ、大だい丈じよう夫ぶ？」


    　涼にゃんの声に釣られて見ると、そこにはしゃがみ込んだことりんの姿が。


    「だ、大丈夫大丈夫……久しぶりだから、ちょっとびっくりし──ぴっ」


    　また光った。


    　数瞬のあと、落らく雷らいの音が響き……ことりんの口から悲鳴が漏もれる。


    　見れば、しゃがみ込んだことりんに涼にゃんが覆おおい被かぶさっている。まるで雷からことりんを守るかのようなその体勢に、あたしは得えも言われぬ感動を覚えた。


    「もしかしてことりん……雷苦にが手て？」


    「「～～～～っ！」」


    　声にならない悲鳴が……二種類響いた。


    　しゃがみ込んだことりんと、覆い被さった涼にゃん、二人のものだ。

  


  [image: ]


  
    「あれ？　涼すずにゃんも苦にが手てなの？」


    「うぅ、……は、はいぃ……」


    　涼にゃんは辛かろうじて返事ができるようで、青ざめた顔をあたしに向けた。


    　つまり、ことりんを守ろうとしてのではなくて、怖こわくて抱きついただけらしい。あたしの感動を返してもらいたいところだ。


    「ところで、姫ひめちゃんは雷かみなり大だい丈じよう夫ぶ？」


    「平気なの～」


    　怖がってくれれば抱きつけたのにな、と思うものの、すぐにいつでも抱きついてることを思いだす。だけどせっかくだし……と腕を広げたところで、みー姉さんに急せかされた。


    「はなな～ん、ふざけてないで早く行こう？」


    「……なの」


    　姫ちゃんにも、「めっ」て子供を叱しかるような顔をされる。


    　やばい。それも萌もえる……とか言ってる場合ではないのだった。


    「そ、そうですよっ、早くカラオケ行きましょう……もしくは帰りましょう！」


    　ことりんが青い顔のまま立ち上がる。


    　その手は、しっかりと涼にゃんの手を握っていた。


    「はいはいっと……それにしても、二人して苦手なものが同じだなんて。さすがはラブラブ夫婦だねぇ」


    「誰だれが夫婦ですかっ、誰が！　いいから早──っぴい！」


    「はう！　こっ、心こ鳥とりっ……むぎゅ～～」


    　いつもあたしが姫ひめちゃんにするのと同じように、思い切り涼すずにゃんに抱きつくことりん。


    　普段は見られない光景なのでこのまま鑑賞していたい気もするけど、どうやら本当に苦にが手てらしく二人ともかなり震ふるえている。


    　そして、周囲の視線も集まりだした。


    「あたしだけじゃなくて、みんなも目立つよね～……いろんな意味でさ」


    　目立つのはいいことだ。


    　職業、声優としては……たぶん、ね！

  


  
    



    エピローグ


    



    　私──高たか見み沢ざわ心こ鳥とりが雷かみなりが苦にが手てになったのは、小学五年生の夏だった。


    　それまでももちろん好きではなかったけど、大きな音にびっくりするくらいで特別恐怖を抱いだいてたわけじゃない。


    　だけど小六の夏。クラスの友達と海水浴に来ていた浜辺で、雷らい雲うんを伴ともなった集中豪雨に遭あった。


    　目も眩くらむような雷らい光こうと落らく雷らいの轟ごう音おん。次第に近づいてくる雷に恐怖する私たち。


    　私も怖こわかったけど、一緒にいたのは私よりも小柄がらな女子ばかり。堂々とした態度でみんなを安心させてあげなければ！


    　……そんな私の目の前に、雷が落ちた。


    　実際には十数メートルは離れた樹木に落ちたんだけど、私は自分自身に雷が落ちたかのような衝しよう撃げきを味わった。木の葉が舞い散り、枝が弾はじけて焦こげた。発火こそしなかったものの、樹木は雷撃で酷ひどいダメージを負った。


    　しかも、落ちた雷は濡ぬれた地を[image: ]はい、私たちにまでそのダメージを与えたのだ。


    　これまで味わったことのない電撃。ばちんっと響いた音は、実際に響いたものなのか、私の頭の中で何かが弾けた音なのか。


    　一緒にいた女子たちは泣き出し、中にはあまりの衝撃で漏もらしてしまう子までいた。けど幸いなことに誰だれも怪け我がはしなかった。


    　ただ、全員に雷のトラウマを残しただけで……。


    



    　以来、高校一年生になった今でも雷は苦手なまま。


    　あまりに強い光や音に晒さらされると、「ひっ」と息を呑のんでしまう……そう。自分では普通に悲鳴をあげる息を呑んでいるだけのはずなんだけど、何な故ぜか周りには「ぴい」と聞こえているようで。


    「心鳥……あなた、相変わらず雷に対してだけはピイピイピヨピヨ言うわよね……」


    　伊い藤とう美み和わさんと一緒に行ったカラオケから帰宅して、部屋に戻って二人きりになった瞬間、涼すず風かが言った。


    　苦笑交まじりで、皮肉っぽさはない。ないのだけれど、やっぱりムッとしてしまう。


    「ピヨピヨなんて言ってないでしょ」


    「あら、ピイピイは言ってるって認めたわけ？」


    「そ、それも認めてないっ」


    　自分だって雷が苦手なくせに、こういう意地悪を言うのだ、涼風は。


    　ファミレスで、怖くて私に抱きついてきたことなんてもう忘れているに違いない。


    　カラオケボックスを出たときにはもう雷らい雲うんはどこかに行ってしまっていたから、安心しきっているのだろう。


    　……まぁ、私もそうだけど。


    　外出着を脱いで、さっさと部屋着になる。Ｔシャツとショートパンツだけで、ブラも外す。夕飯はカラオケボックス内ですませてきた。今日はもう外には出ないからこれでいい。


    　涼すず風かは私のように着替えることはなく、アクセサリー類を外しただけ。


    　もっと楽な格好をすればいいのに、と思うけど、お風ふ呂ろに入るまでの辛しん抱ぼうだと思えばいいのかもしれない。


    　私は二段ベッドの下に腰かけ、そのままどっかりと仰あお向むけに寝転がった。


    　はしたない、と怒るかと思った涼風だけど私の隣に座ってくる。


    「夏は嫌いじゃないんだけど……雷かみなりだけは嫌いやよね。あと、日差しがあんまり強いと焼けるし、髪にも良くないわね。汗をかくと化け粧しようも落ちるし……」


    「雷だけじゃないじゃないか」


    「……そうね」


    　くすくすと笑う涼風。雷は嫌だったけど、それ以外については上じよう機き嫌げんらしい。


    　ファンである伊い藤とう美み和わさんと一緒にカラオケに行けたことが相当嬉うれしいのだろう。しかも伊藤さんは歌上う手まかったし、涼風の歌も褒ほめていた。


    　まんがまみれに行くのも久しぶりだったようで、有意義な一日だったのだろう。


    　涼風の機嫌がいいと私も気が楽だからいいんだけど……なんだろう。なんだかちょっと、腑ふに落ちない感じがする。


    　涼風が、私以外の人のおかげで機嫌がいいことが気に入らないとでもいうのだろうか……。


    　我ながらおかしなことを思いついたものだ、と頭を振る。そんな私を見て小首を傾げた涼風に、何故だか急いで話題を振る。


    「わ、私たちは雷が苦にが手てだけど、花ちゃんたちはあんまり気にしてなかったねっ」


    「そういえばそうね……はななんのことだから、逆に雷好きかもしれないわ」


    「あぁ、ありえる」


    　明るく元気な花ちゃんだ。稲いな光びかりや雷らい鳴めいもエネルギー源にしかねない。


    「そういえば、姫ひめちゃんも怖こわがってなかったね。雷苦手じゃないのかなぁ」


    「彼女は芯しんが強い人だもの。あんな可か愛わいらしい外見なのに、怖いものなんて何ひとつなさそうだわ」


    　微ほほ笑えむ涼風の指が伸びてきて、私の指に触れた。


    　雷を聞いていたときと違って、この華きや奢しやな指先にもう恐怖の震ふるえはない。


    　間に楽しいカラオケを挟はさんだこともあって、もう大だい丈じよう夫ぶなのだと改めてわかる。


    「何ひとつってことはないかもしれないけど……今度、機会があったら訊いてみようか」


    「そうね。あと、はななんにも。わたしたちばかり弱点を晒さらしていては、不公平だものね」


    「まったくだよ」


    　私の顔を覗のぞき込んで笑う涼すず風か。


    　その笑顔を見ると、心のモヤモヤが吹き飛んでいくのがわかった──。


    「ピヨピヨはね、わたしにだけ弱点を見せていればいいのよ？　そうでしょう？」


    



    　──中学三年生の夏。私は涼風と二人きりで同居生活をしていた時期があった。


    　そのとき、雷かみなりが苦にが手てなことがばれて、こんな風ふうに呼ばれるきっかけを作ってしまったわけだけど。


    「フンだ。涼風……涼にゃん、だって雷苦手なくせに……意地悪言うなら、もう一緒に怖こわがってあげないよ？」


    　顔に、ごめんなさい、と書いて抱きついてくる涼風の背をふんわりと抱き返す。


    　今度こそ本当に、私の心のモヤモヤは吹き飛んでいた。


    　雷らい雲うんが去った後の抜ける青空のような清すが々すがしさを感じながら、しばらく二人で抱き合った。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「いや～。さすがに夜は冷え込むようになってきたね～」


    　ホットのはちみつレモン（姫ひめちゃんお手製）を飲みながら、誰だれともなく呟つぶやく。


    　ソファに座る同居人たち三人が、あたしを見て頷うなずいた。


    「十月に入ってからぐっと涼しくなって、過ごしやすくなってきたよ」


    　寒さに強いことりんにとって秋の夜は快適らしい。


    「……涼しいんじゃなくて寒いって言ってるのよ」


    　すでにセーターを着込んでいる涼にゃんが、呆あきれ声を吐はき出した。


    「あなたの格好は見てるわたしたちのほうが寒々しいわ。せめて上下とも長なが袖そでにしたらどう？」


    「えっ。長袖はまだ暑いよ」


    「暑くないわよっ。あなたまさか、冬でも半袖短パン姿でいるわけじゃないでしょうね？」


    「さすがに真冬になったら……下は穿はくよ」


    　真冬でも上は半袖のままということだろうか。


    　寒さに強いというより、寒いのが好きなのかもしれない。


    「皮下脂肪あるほうが寒さには強いって気がするけどねぇ。ことりんは……うーむ」


    「どこ見て言ってるのさ花はなちゃん！」


    　もちろん胸元ですが何か。とは言わず、なははと笑ってごまかす。


    　ことりんから目を逸そらし、皮下脂肪の厚い二人を眺ながめた。


    「……少しくらい脂あぶら身みがあっても、寒いものは寒いの～」


    「そうよそうよ」


    　カーディガンを羽織った姫ひめちゃんと、セーター姿の涼すずにゃん。二人の胸の膨ふくらみは毛糸に覆おおわれたくらいでは隠せない。


    　むしろふっくらとして柔らかそうかつ温かそうで、揉もんだり捏こねたりしたくなる。きっと心の奥底まで温まるに違いない。別の意味で。


    「それよりもはななん、もうそろそろ時間なの」


    「おっと、そうでした」


    　あたしのエロい視線をスルーして、姫ちゃんがテレビに目をやる。


    　そしてあたしは手元のリモコンで音量を上げた。


    「いよいよ始まるの！」


    　時計の針が、深夜二十四時五十九分を回った。


    　あと一分。二十五時ちょうどから始まるのだ。


    　あたしたち四人が出演するテレビアニメ【天てん空くうのフォーチューン】テレビ放送第一回が！


    　このアニメのために集められたと言っても過言ではないあたしたち。


    　四月に高校に入学してから十月の今日までの半年間、声優業に学業に、そして同居生活にと充実した日々を過ごしてきた。


    　あっと言う間の半年だった。


    　毎日が楽しくて、嬉うれしくて、苦労して、努力して、時にぶつかり合って、嫉しつ妬としたりすることもあった。その何もかもがあたしたちのすべてを育はぐくんでくれた。


    　かけがえのない時間だった……ううん。これからもきっと、ずっと大切な時間になる。


    　あたしたち四人でいる、この瞬間のすべてが！


    「やっぱり第一回っていうのはドキドキするよね」


    　ことりんが高鳴っているだろう胸を押さえながら言う。


    「一話二話は先行上映会イベントでも見たけど、家のテレビで見るっていうのはまた違った趣おもむきがあるわよね」


    「そうそうっ。これでやっと全国の皆さんにもお届けできるっていうね！」


    　涼すずにゃんの言葉に大きく頷うなずくことりん。そして姫ちゃんとあたしも。


    「ネット放送も同時配信だから、地域格差もないし……さぁ、このＣＭ明けたら始まるよ！」


    　あたしの声に、全員画面に釘くぎづけになる。


    　ことりんがその長身を乗り出した。


    　涼にゃんの細い喉のどがごくりと鳴った。


    　姫ちゃんの小さな手があたしの手を取ってくれた。


    「──ありがとう、姫ひめちゃん、涼すずにゃん、ことりん」


    　あたしたちは今、多くのアニメファンと同じ気持ちでテレビ放送を待っている。


    　秋クール新作アニメの皮切りとなる【天てん空くうのフォーチューン】への期待を胸に。


    「これからも、友達として、ライバルとして、ユニットメンバーとして、よろしくね──」


    



    　声優ユニット・フォーチューンの、これが本当の始まり！

  


  
    あとがき


    



    　年をとると時間が経つのが早くて困ります。藤ふじ原わらたすくです。


    　二巻が出版されるまでちょうど半年かかってしまいましたが、これを遅いと感じる読者様のほうが多いのでしょう。私にとってはあっという間までした。


    　お待ちいただいていた読者様には、大変申し訳ございませんでした。そして、お手に取っていただいてありがとうございます。


    



    　さて。私が初めて、意識してアニメを見たのは【機き動どう戦せん士しΖゼータガンダム】でした。


    　初代【機動戦士ガンダム】は視聴しておらず、アニメや漫画よりも屋外で遊んでおり、模型といえば戦車や戦闘機を作っていて『ガンプラ』にもあまり興味のなかった（手に入りにくかった）頃。たまたま手にした月刊情報誌『模型情報』（当時五十円）でＺガンダムの情報を知り、「これが有名なガンダムって番組か。ちょうど放送開始するなら見てみようかな」……なんて気軽に見始めたのが、オタク人生の始まり。


    　以来三十年近く経った今日も、【機動戦士ガンダムＵＣユニコーン】を見てはオタク魂だましいを燃やす日々は続いています。いやはや、幸せなことですね。


    



    　まだまだアニメと声優さんの話をしたいところですが、そろそろお別れのお時間です。


    　イラストレーターのネムネム様。今回もみんなを可愛く描いてくださってありがとうございました。


    【とある飛ひ空くう士しへの恋こい歌うた】アニメ制作スタッフ・音声収録スタジオ・出演声優の皆様、収録現場の見学をさせていただきまして、誠にありがとうございました。


    　声優業を営む知己の皆様、アニメ業界でも仕事をしている友人ライター、ガガガ編集部の皆様と小学館様にも大きな感謝を。


    　いつも私を支えてくれる家族には大きな愛を。


    　そして、本書を手にしていただいた皆々様、誠にありがとうございました。また遠からず、皆様のお目にかかれることを願っております。

  


  
    藤原たすく


    Tasuku Fujiwara


    



    声優さんと小説家の似ているところといえば、想像の世界を形にする、ことでしょうか。物語という形、音声という形。世の中にはいろんな形があっていいと思います。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    声優ユニットはじめました。２
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